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美津夫宇野九州共立大学スポーツ学部長

九州共立大学スポーツ学部設置以来，教育及び研究に関する質の

向上と教育活動の推進を包的として，スポーツ学部研究紀要を設け，

今["1. 第5号を発行する運びとなりました閉これまで5年間にわた

り，皆様方のど協力，ご尽力により，スポーツ学部研究紀要へ多く

の論文を投稿いただき，スポーツ学部の教育研究活動を広く外部に

対し発信することができたことに対し，感謝するとともに，ご協力

いただいた皆様方に対し，紙面をお借りして，厚く御礼申し上げま

す

平成22年度から，福原学園中期計画に基づいて，新たに図書館

を中心に緩済学部，スポーツ学部，共王室教育センターが一体となっ

で本学全体の研究活動の紹介を主な自的とした査読付論点と一般論

文を有する九州共立大学研究紀要がスタートしましたz したがって，

平成23年度から，スポーツ学部設置以来，その目的と使命を維持

してきたスポーツ学部研究紀褒としては，今回が最後の発行となり，
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九州共立大学研究紀要として新た

な段階に踏み出します.

現在，スポーツを取り巻く環境は変化し，社会におけるスポーツ

の役割や重要性が注目を浴び，その応用範囲もますます拡大してい

今後，その主慢と目的を維持し，的
諮
知
ち
甘

ます.今後の教育活動は多様性を増し，研究分野も多岐にわたり変

化していくと思われます今後，新たな九州共立大学研究紀要で，

スポーツ学郊の研究活動の成果を発信し続けようと考えていますの

で，これまで同様，皆様方のご協}Jとご支援をよろしくお願い申し

上げます.
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大学生野轄投手にお時る麗鯖群の勝襲撃的特性

長谷川伸1)

The morphological characteristics of abdominal muscles in 
collegiate ba量eballpitchers. 

Shin HASEGAWA!) 

Abstract 

The purpose of this study was to investigate the di釘'erencesin abdomInal muscle thickness between 

dominant side and nondominant side o[ coIlegiate basebaIl pitchers. Subjects were twenty colle昌iate

baseball pitchers and twenty collegiate male students wbo don't participate in a sports which involves 

trunk rotation. Muscle thickness田 weremeasured by using B-mode u!trasonIc e司uipmentwith a 7.5Mllz 

transducer at仕lefollowing sites: rectus abdo血 inis盟 uscle(RA)， external obli屯uemuscle (EO)， internal 

oblique血 uscle(10)， transverses abdo血 inais皿uscle(TA) and the tot忍Iof the muscle thickness (LA: 

lateral abdo皿inalmuscles). In results， nondominant side showed significantly hi蕗hervalues in阻 uscle

thickness than dominan! side at RO， 10 and LA in collegiate baseball pitchers (pく0.01).Bu!， there 

was no significant difference between dominant side and nondominant side at all sites in collegiate 

四 aIestudents. No sIgnificant correlation was shown be!ween abdo臨 inal田 usclesthickness (民A，

EO， 10 and LA ) and ball velocity. In conclusion， the results sug富estedthat the difference of lateral 

abdominal muscles development was shown between dominant and nondomInant side in colle甚iate

basebal! pitchers. These results suggested that the difference in the de甚reeof lateral abdominal muscles 

development may be affected ¥0 repeated pitching motion in long tenn. 

KEY WORDS : basebalI pilcher， rectus abdominal muscle， lateral abdominal muscles 

1 .緒言

スポーツ界全般における体幹機能を重複する傾向の

中，野球の投球動作においても体幹の役割が注目され

るようになった.体幹とは解室哲学的には頭，頚，胴か

らなる部位であり，網は胸，腹，骨擦に区別され，頚，

背，骨盤の背側部がそれぞれ項，背，殿とされている

1)すなわち体幹は本来，身体の中で四肢を除いた全

ての部位を指す用語として使用されるものである.し

かしながら，投球動作に関する研究では，その関心は

1 )九州共立大学兵ポ}ツ学部

腕の部分に限定されている 先行研究においては左右

の肩関節を結ぶ線を体幹と部{日開)骨左右の股関節

を結ぶ線を体幹下部(下腕)とし，下網の図旋である

「膝を回すj動きや，上臓の回旋である「清を回すj

動き，下腕と上飼の動きの結果生じる「体幹を捻るj

動きが分析の対象となっている制.

静止座様系に対する下腕やよ燃の回転速度について

は，ステップした足の接地からリリースまでの時間幅

を100%としたとき，最大図転速度の出現は下臓が25

-4む%.上目闘が45"'55%の時点に相当し，上目隠の最大

1) Kyushu Kyorilsu UlUversity Faculty of Sports Science 
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回転速度は下腕よりも遅れて出現することやP その際

の最大角速度は下痢が450-750deg!sec，上臓が900

--1.7日Odeg!secの範顕であり，上臓においてより大き

な値を示すととが報告されているω. また， 上綱に先

行して下鯛が回転するととにより主主じる捻りがストレ

ッチショートニンゲサイクル運動となってパワー発揮

を高めている可能性を示唆するものや， 上鯛の鉛直車曲

目りの最大田旋速度が大きいほど投球速度が大きくな

るとする報告もみられる酬a

投球動作に関する筋望童図学的研究からは，体幹の筋

活動が起こるタイミングに関する研究が行なわれてい

るE 体幹の回旋筋である外腹斜筋は投球側に先行して

反対{日iが活動的になり叩'投球側の外腹斜筋はステッ

プした足後着いたときに活動を開始し，後期コッキン

グj壌から加速織にわたって活動を継続することや，腹

霞筋はポー)vリリースのE霊前に主主要な筋活動が現れる

ことなどが報告されている7-11)

これらの研究から投球動作における体幹筋の役割は，

主として2つに分けられる， 1つは投球動作前半，前

期コッキング相(グラブからポー}vを離した時点から

ステッブした足が地面に接地するまセ}にみられる身

体長翰回りの角速度増加のための回旋作用であり 2

つ目はステッブしたJlが接地した後の投球動作後半，

後期コッキング相{ステッブした足が地面に接地して

から肩関節が最大外旋位になるまで)，加速相{肩関

節最大外旋位からポールリリースまで}にみられるエ

キセントリックな筋収縮による体幹の屈曲，前捻り抑

制という安定化作用である紛.回旋作用は下臓の動き

が体車?に生じる捻りによりと胴に伝わることにより起

Zこり，安定化作用;主体幹筋が伸張性収縮をするZ:とに

よって起こるとされることから，いずれの作用におい

ても腹筋書事や背筋君事の役都が重要であると考えられる

体幹部の回縫作用，安定化作用にとって中心的な役

割を持っと考えられる腹筋は，肋骨弓および、第四肋

骨下縁と骨鍛上縁を結び，腹腔の周りの援を作る筋で

ある.広義の腹筋は前腹筋，側腹筋，後腹筋の3筋に

区分され，前腹筋にはE華麗筋や鯵体筋，側腹筋には外

線斜筋，内燦斜筋， A星稜筋，後腹筋には腰方形筋が含

まれるべ

野球選手を対象とした腹筋若手に関する形態学的研究

では，第3-第4療機レベルのMRI図像の分析から，野

球投手や野手の体幹部の筋断面積は非投球側の鰯腹筋

群が有意に高い縫を示すことが報告されてお暫，投球

動作の繰返しが体幹部において特異的な部分発達を生

じさせる可能性があることが示唆されている12，瑚.し

かし，これらの研究はいずれも双却を用いた測定であ

り. MRIV鈎i像の特伎より隣接する個別の筋の輪郭安明

磯に区別することが困難なため，非投球側が商い値を

示すとされた側腹筋の構成要素である外腹斜筋，内E量
斜筋，腹横筋における投球側と非投球速の3差異につい

ては述べられていない.側腹筋を構成する3筋はそれ

ぞれ異なる機能を持ち，外腹斜筋は対側への回旋，僻j

屈，屈曲，内腹斜筋は同僚jへの図錠，側屈，屈曲，腹

椴筋は同僚への回旋，腹腔内圧を高める作郊を持つこ

とが知られている14，15)調とのととから，投球動作の反

復によりトレーニング効呆として筋肥大が起こる筋書旨

特定することは，投球動作の特性を知り，野球投手の

トレーニングb禄を検討する上で重要喜な知見であると

考えられる.

近年，超音波法を用いて側腹筋の形態や動態を観察

した報告が数多く見られるよfうになり.外腹斜宣告.内

腹斜筋，腹横筋の筋厚について望書勢や呼吸による筋厚

測定の再現性の高さが報告され，その測定方法が確立

されてきた16，17) 開方法を用いたスポーツ選手を対象

とした測定においてもテニス選手の側腹筋の筋厚に関

する報告が既に行われている国e ぞとi!本研究では，

超音波法を用いて体幹部を構成する筋の筋j事を測定し，

野球投手にみられる腹筋群の筋形態特性を明らかにす

るとともに，投球速度の関係についても検討するとと

を目的とした.

2.方法

1 )被験者

本研究の対象は大学生野球投手20名 (PG: pitchers 

耳roup)，投球やスイング動作など体幹の捻転勤作を

伴うスポーツを実施していない一般男子大学生初名

(CG: Control group)i!ある.大学生野球投手群は投打

における利き側の影響を考慮し，いずれも右投げ右打

ちまたは左投げ左打ちの者を対象とし，投球を行う腕

側を投球側(ひ:Dominant side).反対の腕鶴を非投

球橿ij(ND:Nondominantside)とした凶また，一般男子

大学生群では，利き腕側を投球紙非利き腕側を非投

球側とした，大学生投手群と一般男子大学生群の身体

特性は表1に示した通りである凶被験者には事前に本

研究の目的，方法，実験に伴う安全性を説明し，研究

参加の同意を得た.



大学生野球投手における腹筋群の形態的特性 3 

Table 1. Physical characteristics of subjects. 

PG CG 

(n=20) (n=20) 

Age(yr) 19.5:1:0.9 19.3土日 9

Height(cm) 178.2土4.4 169.9士4.9 *機

Weight(kg) 75.0土6.2 62.8:1:5.6 *** 

LBM(kg) 65.1:1:56 57.0土19 *** 

PG: Pitchers group， CG: Control group， LBM: Lean body mass. 
柿 :p<O.O1 ，..o:p<O.OOl. Significant difference between PG and 
CG. 

また，側腹筋の筋厚測定においては姿勢や呼吸など

による影響が指摘されていることから山7) 最も姿勢

を安定させることができる仰臥位にて安静を保たせ，

自然な呼吸における呼気終末時において測定を実施し

た.

取得した超音波画像はコンビュータに取り込み，画

像解析ソフトウエア (Scion Image，Scion 

Corporation，Maryland) を用いて画像中央部における

筋膜と筋膜の聞の距離を筋厚として測定した.腹直筋

は表層の筋膜から深層の筋膜までの距離，外腹斜筋，

内腹斜筋，腹横筋は同じ画像の同一部位より筋厚を測

定したまた，外腹斜筋，内腹斜筋，腹横筋の筋厚を

2)筋厚測定 合計したものを側腹筋 (LA:Lateralabdominal 

体幹筋の筋厚の測定にはBモード超音波診断装置 musc1es) の筋厚とした

(SSD-900，アロカ社)， 7.5MHzの探触子を用いた.撮影

方法は久保田ら 18)の方法に基づき，腹直筋(RA:Rectus

abdominis musc1e)，外腹斜筋 (EO:Externaloblique 

musc1e) ，内腹斜筋OO:lnternaloblique musc1e)，腹

横筋(TA: Transversus abdominis musc1e) の4筋を対

象とした.腹直筋は白線により左右に分かれ，さらに

3本の腫画によって左右それぞれ4つの筋腹(上部か

ら第1筋腹，第2筋腹，第3筋腹，第4筋腹)を有する

ので， 8か所の筋腹に対して白線と外側縁との中間の

位置の矢状面像を撮像した.また，外腹斜筋，内腹斜

筋，腹横筋からなる側腹筋は肋骨と上前腸骨腕との中

間の位置において矢状面像を撮像した (Fig.1). 

Fig.l官1巴locationof measurements taken by ultrasonic (Left) 
and ultrasound images of abdominal muscles(Right). 
RA: Rectus abdominal， EA: Extemal oblique， 
10: Internal oblique， TA: Transversus abdominis， 
LA: Lateral abdominal muscle. 

3)投球速度

大学生野球投手の投球速度の測定にはスピードガン

(SSK社製)を使用した.スピードガンは捕手の後方

5mの位置で三脚に据え付け，投手のポールリリース

位置に合わせるように設置した.投手には十分なウオ

ーミングアップを行わせ，ピッチャーマウンドから

18.44 m先に座らせた捕手に対して全力で投球を行う

ように指示を与えた.ポールは硬式球(質量0.145

kg) を使用した.試行は検者がストライクと判断し

たポールのみを記録として採用し 5球分の記録がと

れるまで続けた.測定により得られた記録の中から最

速のものを測定値として分析に用いた.

4)統計処理

各測定値は全て平均士標準偏差で示した.投球側と

非投球側の比較には対応のある t検定を用いた.また，

体幹筋の筋厚と投球速度の関係については，ピアソン

の相関係数を算出した.統計量の算出はStatView

(Ver.5.0) を用いて行った.いずれも統計的な有意

水準はP<0.05とした.

3.結果

1 )体幹筋の筋厚

(1)腹直筋

大学生野球投手群と一般男子大学生群の腹直筋の筋

厚をTable2に示した.大学生野球投手群では腹直筋

は第1筋腹から第4筋腹までいずれの部位においても

投球側と非投球側の聞に有意な差は見られなかった.

また，同様に一般男子大学生群においても投球側と非
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投球側の聞に有意な差は見られなかった

Table 2. Muscle thickness of rectus abdominis muscle. 

RA-1 

RA-2 

RA-3 

RA-4 

PG (n=2日)

D (mm) ND (mm) 

13.8士2.9 14.0:1:2.3 

16.7:1:24 16.2士2.2

17.8土2.4 17.7土2.1

17.8:1:2 2 17.1士2.4

8.4:1: 1.4 8.8:1: L 7 

15.6:1:20 15.5土18

17.1土19 16.8土19

18.3士2.5 17.2士19

CG (n=20) 

D (即時 ND(:即時

PG: Pitch巴rsgroup， CG: Control group. 
D:dominant side， ND: nondominant side. 
RA: Rectus abdominis 

(2)側腹筋

大学生野球投手群と一般男子大学生群の外腹斜筋，

内腹斜筋，腹横筋と3筋の筋厚を合計した側腹筋の筋

厚をTable3に示した.大学生野球投手群は外腹斜筋，

内腹斜筋および側腹筋において非投球側が投球側に対

して有意に高い値を示したが (p< 0.01)，一般男子大

学生群ではいずれの筋においても投球側と非投球側の

聞に有意な差はみられなかった.

Table 3. Muscle thickness of lat巴ralabdominal muscles. 

PG (n=20) CG (n=2日)

D (mm) ND (mm) D (mm) ND (mm) 

O

コ

A

A

E

K

T

L

 

9.7土1.3 10.5土1.6*本 l日l土1.5日日土1.6

14.1士2.3 15.8士2.8*ホ 14.7士3.0 13.9士3.2

4.6土日 7 4.8土日 7 5.2:1:1.2 5.0土1.2

28.3土3.2 31.1:1:4.3 ** 30日:1:4.9 28.9:1:5.2 

PG: Pitchers group， CG: Control group. 
D:dominant side， ND: nondominant side. 
EA: Extemal oblique， 10: Intemal oblique. 
TA: Transversus abdominis， LA: Lateral abdominal muscles. 
OO:p<O.Ol. Significant difference between D and ND. 

2)体幹筋の筋厚と投球速度の関係

大学生野球投手群20名における投球速度は36.3土

1.3m/secであった.投球速度と腹直筋，外腹斜筋，内

腹斜筋，腹横筋の筋厚との相闘をTable4に示した.

(1)腹直筋

投球側と非投球側の腹直筋の筋厚は，第1筋腹から

第4筋腹までいずれの部位においても投球速度との聞

に有意な相闘が示されなかった.

(2)側腹筋

投球側と非投球側の外腹斜筋，内腹斜筋，腹横筋お

よび側腹筋の筋厚は，いずれの筋においても投球速度

との聞に有意な相闘が示されなかった.

Table 4. Correlation coefficients between muscl巴由ickness
and maximal ball velocity. 

D ND 

RA-1 -0.034 ns -0.141 ns 

RA-2 -0.053 ns -0.074 ns 

RA-3 -0.099 ns ー0.134 ns 

RA-4 -0.089 ns -0.218 ns 

EO 0.286 ns 0.249 ns 

10 0.204 ns 0.372 ns 

TA 0.172 ns 0.194 ns 

LA 0.340 ns 0.374 ns 

D:dominant side， ND: non-dominant side. 
RA: Rectus abdominis， EA: Extemal oblique， 10: Intemal 
oblique， TA: Transversus abdominis， LA: Lateral abdominal 
muscles. 

4. 考察

， )体幹筋の筋厚

本研究では超音波法を用いて，大学生野球投手と一

般男子大学生の体幹筋(腹直筋，外腹斜筋，内腹斜筋，

腹横筋)の筋厚を測定し，投球側と非投球側の比較を

行ったその結果，大学生野球投手では非投球側の外

腹斜筋，内腹斜筋が投球側に対して高い値を示した.

また，外腹斜筋，内腹斜筋，腹横筋の3筋の筋厚を合

わせた側腹筋の筋厚も同様に非投球側が有意に高い値

を示した.

投球動作中の体幹筋の筋活動については，外腹斜筋

の筋活動は非投球側が先に起こり，ステップ足接地後

には投球側が活動することが報告されている8) 外腹

斜筋は内腹斜筋とともに体幹の捻転において大きなト

ルクを発生する筋であるが，外腹斜筋は反対側への回

旋，内腹斜筋は同側への回旋に作用する 14，15) ことの

ことから，投球動作の前半に見られる非投球側の外腹

斜筋の筋活動は，投球方向と反対側への上胴の回旋を

示す働きにつながるものと考えられる. Hira出shimaら

)はこの外腹斜筋の筋活動について上胴が下胴ととも

に回旋し，目標の方を向くのを妨げるだけでなく，体

幹における外腹斜筋以外の筋群を伸張し，力やエネル

ギーを弾性要素に蓄積することに貢献するものとして

いる.すなわち，非投球側に示される外腹斜筋の筋活

動は，いわゆる「肩が聞く」状態を防止するための活

動であると考えられる.また，宮西4)は側腹筋など

体幹の回旋筋群が踏み出し期後半から加速期において
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エキセントリックからコンセントリック収織となり，

典裂的なstretch-shorteningcycle運動となってパワー

を発揮している可能性を示している.こうした考えに

基づけば，外腹斜筋に筋活動が示されるステップした

尽の接地前に伸張されているのは体幹を!南側へ回旋さ

せる作用を持つ内腹斜筋，腹横筋などと考えられる盟

中でも内腹斜筋は側腹筋を構成する 3筋の中で約50%

と最大の筋厚凌示す筋である国.筋厚が厚く，筋断面

積の大きい内腹斜筋が伸張されることは，その後に大

きな強力発生， トルク発生をもたらし，ステップした

足の嬢地後に見られる対側の外腹斜筋の筋活動と同時

に体幹の回旋に作用することで，その効率を高めるこ

とに役立っていると考えられる

本研究では上記のような役割を持つ非投球1l!aの外線

斜筋，内腹斜筋が投球担aよりも大きな筋i事を示したが，

野球選手に見られる非投球側の側腹筋の発達について

は，これまでにもいくつかの間織の報告が見られる

角田ら叫はMR訟を用いて大学生野球投手8名を対象

とした研究において投球観に対して非利き腕側の側腹

筋群が有意に高い値を示すことを報告している(投球

担.a27.6土4.5cm2，非投球担.632.0::!:4且 cmうE また，

後藤ら叫は大学軟式野球選手16名を対象とした研究

において側腹筋(同論文では外線斜筋，内線斜筋，腹

横筋の之とを「前腹筋jと呼んでいるに 腰方形筋，

および全ての筋の筋横断面積の合計において非投球側

の方が投球側よりも大きい健を示したことを報告して

いる.また，野球投手と同様に上肢を一側優位に使用

するテニス選手を対象とした研究においても，非事jき

競艇の線直筋や内線斜筋，外線斜筋における筋厚の増

大が報告されている瑚.ζうした非対称性が生じる理

由として後藤ら，，)は投球側方向へ捻転した後に非投

球側方向に捻転する切明返し動作の際，非投球艇の側

E華街に伸張性収絡が起ζるため生じたトレーニングと

同様の効栄と推察している.一方，先行研究において

も野球選手やテニス選手との比較のため設定されたコ

ントロール群には腹直筋や側腹筋などの体幹筋の筋断

簡積や筋厚には援がないことが報告されている 12，1<0

本研究においても一般男子大学生ではいずれの筋にお

いても投球1l!aと非投球1l!aの間に筋厚の差は示されなか

った.このことからも，一方向への体幹の捻転勤作を

繰り返すタイプのスポーツでは， 1l!.6腹筋に特異的な筋

肥大が生じる可能性があることが示唆された，

自体幹筋の筋厚と投球速度の関係

本研究では腹筋群の筋厚と投球速度の関係について

も分析を行ったーその結巣，投球側，非投球側ともに

腹誼筋，側腹筋のいずれの筋厚との間にも投球速度と

の有意な相関は得られなかったE

投球速度を決定する要因を採ろうとする研究はこれ

までにも多く見られ，等尺性筋力や等速性筋力などの

筋力要黄色除脂肪量，筋量，筋厚などの形態要素と投

球速度の関係に関する研究が見られる20-25) 筋力につ

いては肩関節の内旋筋力や外旋筋カ，肘調節の屈曲筋

力や伸展筋力，手調節準屈筋力，母指示指聞のピンチ

カなどの上肢機能に加え，非投球側の膝調節伸展筋力

など下肢機能との問にも有意な相関が報告されている

が時制，体幹機能f::関するものは見られない また，

形態についても除脂肪量や上腕部，大腿部の筋量，さ

ちに大濃部を大腿前部，大腿後部に区分した筋援と投

球速度の間に有意な相関がみられることが報告されて

いるが凪ベ体幹部の筋j事や筋量との隣係は明らかで

はない嗣勝亦らは腹直筋の筋厚から腹部の筋最指標

(=腹部筋厚×ウエスト×身長)を求め，同指標が投

球速度と有意な相潤を/1--すととを報告しているが，と

の指擦が体幹のいずれの筋農を反映するのかは定かで

はなく，体幹の筋量と投球速度の関係は明らかにされ

ていない.本研究では投球側，非投球側のいずれにお

いても体幹部を構成する各筋の筋厚は投球速度との相

関は見られなかった体幹部，特に腹部は大腿部や殿

部などに比べて筋量が少ない部位である これまでに

投球速度との格闘が示された身体部位や機能は大腿鼠

胸 e肩部B 上腕部など身体の中でも筋量が多く，大き

なトルク発著書が可能な昔日位が中心となっている.体幹

部は下肢で生み出されたカを t肢に伝える役割を果た

す部位であるが，腹筋自体が大きなトルクを発生して

投球速度を高めるものではないことから，投球速度と

の間に有意な格闘が示されなかったものと考えられる.

5.結論

本研究では，大学生野球投手にみられる体幹筋の筋

形態特性を明らかにすることを目的とし，超音波法を

照いて嫁直銃外腹斜筋，内嫁斜筋，腹機筋と僻j腹筋

(外腹斜筋，内腹斜筋，腹横筋の合計)の筋厚を測定

し，投球側と非投球織の比較を行った“また，体幹筋

の筋厚と投球速度との関係を検証した

大学生野球投手の体幹筋の筋厚では外腹斜銃内腹

斜宣!i.畠a腹筋において非投球側において投球側よりも

大きな値を示したが，一般男子大学生ではいずれの筋

においても投球側と非投球側の筋厚の差は見られなか
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った.またp 投球併~，非投球側のいずれの筋において

も投球速度との有意な相関は見られなかった

以上のことより，大学生野球投手の外腹斜筋や内腹

斜筋には投球動作を継続することによる特集約な発達

が見ちれるが，これらの筋の筋厚は投球速度との格闘

を示すものではないことが示唆された.
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護者き的コツ措導に関するスポーツ運動学的輔究
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A君臨dyon the醐 ethodof instructions for “knack of move朋 ent"
-fro臨 aperspective of phenomenological and anthropological 

movement theory in sports-

Yusuk邑 HAMASAKI1
)

Abstract 

What we instructors should do is to not explain the mechanism of皿ovementor physiolo臨ical

function， but to畠iveadvice on aspects which appeal 1.0 lhe learner's consciousness for developin畠a

sense of臨 ove田 ent.

Namely， instruclors have 10 make learners grasp a "knack of movement". The"knack of move冊 enf'

can not bc c1arificd by a natural scientific method which cmploys physical measurcments. It has to 

be extracted by analyzin日thefeelin霞 of皿ovement(HUSSE立1'Smeanin露 of"Kinasthes") from a 

phenomenolo臣icalapproach. 

The purpose of this sludy was 10 show Ihe imporlance of instruction in Ihe“knack of酷 ovement"

which can be obtained by analyzing human movement in phenomenology and anthropology. 

In this study， it was revealed that吐le"knackof move四 ent"can'tbe grasped by only understanding 

from the outside form of movement. 

1 はじめに

コツとは，運動感覚的意味核あるいは運動感覚の意

識現象としての問題であって， rその明確な言表をこ

ぼむものであり， wとんな感じjとしか言い表せな

いJH叫ものである. rこんな感じjとしか言い表せ

ないがゆえに，これまでコツは非科学的なものとされ

てきた.しかし，新しい動き方の発生はコツの発生を

契機として生じる 遼勤務理事の現場においては，いか

にして教えようとする連動のコツをつかませるのかが

最大の関心事であり，学習者の本音も動く感じが生身

で了解できるコツを教えてほしいのである

科学技術の驚異的に進歩した昨今においては，人間

が行う運動を三次元の立体映像で精密に分析すること

が可能である凶ハイスピ-]<カメラを肘いれば，肉限

1 )九州共立大学スポ}ツ学部

ではとらえる事のできない細かな動ぎまで確認するこ

とができるーそして機械論的に人間の運動を分析し，

客観的な遠野Jメカニズムを明らかにしようとする.し

かし，三次元の立体映像でどんなに詳細に動きを分析

してもコツを抽出するととはできない.なぜなら新し

い動き方を発生させるためのコツとは主観的な運動感

覚意識でとらえるものであり，外部視点から客観的に

運動を眺めてもその姿を現在ないものだからである.

本論ではまず，スポーツ運動学的な運動認識の独自

性を確認する 現象学的な手法で運動をとらえるスポ

ーツ運動学について理解することがコツ指導の理解を

容易にすると考えるからである凶そして，動きのコツ

は客観的な遼動経過(外的かたち}の理解だけではと

らえられないこと，コツ指導には動きのかたちの意味

(内的かたち)を読み取る専門的な能力性が求められ

1) Kyushu Kyori1Su University Faculty of Sports Science 
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ることを運動指導の事例を通して示す.

2. 運動分析論

運動という現象をとらえる方法は大きく分けて二つ

ある.一つは運動を外部視点から客観的にとらえるバ

イオメカニクス的な手法であり，もう 1つは運動をし

ている主体の立場で運動をとらえるスポーツ運動学的

な手法である.自然科学的な立場をとるバイオメカニ

クスでは，数学的時空系の中で人間の身体がどのよう

に変化したのかを精密な数値データによってとらえる

ことを目的とする.これに対して人間学的，現象学的

立場をとるスポーツ運動学では，運動をしている本人
キネステーゼ

の感覚(フッサールのいう運動感覚)を厳密にとらえ

ることを目的とする.

運動分析というと，人間の身体が位置変化する物理

現象を体系化した科学的理論と理解するのが一般的で

あろう。その際には人聞の身体運動は物体ないし物質

身体として対象化されるので精密に測定でき，客観的

な科学的運動分析が可能となる.しかし，そこでは人

間の感覚作用はいっさい遮断され，本人がどう動こう

としているのかという感覚世界は分析対象から外され

る 「スポーツ運動を位置変化として客観的に計量化

する立場と，自らの身体にありありと感じられる内在

的体験流を厳密に分析する立場J7-136)では根本的な運

動認識が異なるのであり，スポーツ運動学的な運動分

析では，従来の自然科学的な運動分析とはまったく別

な道が拓かれることになる.

3. スポーツ運動学的運動研究

生命ある人聞が行う運動を科学的に精密分析しよう

とすると，運動感覚が生き生きと働いている身体運動

は物体運動に変化してしまう.スポーツ運動学的な運

動分析では，運動している本人の「動く感じjが分析

の対象であり，主観的な体験世界による感覚的な運動

理論が問題とされる.以下では，スポーツ運動学的な

運動分析の独自性について確認する.

1)主観と客観

主観的なものは信頼性が低く，客観的なものこそが

信頼足りうるデータであるという認識が現在では一般

的となっているように思われる.主観と客観について

まずここで確認しておきたい.

マッハは図1のような絵を書いた.この絵はマッハ

が右目を閉じて左目だけで見ている光景である.堀が

深く，鼻が高く，ひげをはやしていることは筆者と違

うが，こんな感じで見えているということは理解でき

る.この見方は主観的であるといわれる.これに対し

て，同じ状況を客観的な視点でとらえようとすれば，

絵の中に自分自身を描くことになる.この二つの視点

はどちらかが正しく，どちらかが誤りであるというこ

とはない.しかしながら，客観的な絵は主観的な直接

経験が出発点となって，事後的に形成されるイメージ

であるということができる.つまり，主観的な視点こ

そが根源的であり，客観的な視点は派生的である.自

分自身の身体でありありと感じられる現象がすべての

出発点となるのである.

これまで運動分析というと一般的に，外部視点から

客観的に運動を把握しようとするものが大多数を占め

ていた.たとえば，跳び箱の開脚とびでは運動を行う

人の外部視点から，たいていは横方向から観察して運

動を説明しようとする.しかし，実際に跳び箱を跳ぼ

うとしている人聞は横方向からの映像情報は入ってく

るはずもない.運動主体の視点で見ると先ほどのマッ

ハの絵のように主観的な視界が見えているはずであり，

さらに他の感覚も動員されて運動の実施者は「こんな

感じJという動く感じを知覚している.運動を外部視

点からでなく運動主体の立場にたってとらえようとす

るのがスポーツ運動学的な運動分析である.人聞が運

動を行うときには常に「動く感じ」や「動ける感じ」

といった動感が伴うものであり，主観を排除して運動

を分析しても，動きのコツを伝えることには直結しな

い.この点においてスポーツ運動学的な視点で運動を

分析することの必要性と独自性が強調される.

図 1.Emst Mach， Die Analyse der Emp宜ndungen，1992，Jena: 
文献13-46頁より転載
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2)運動の“内的かたち"と“外約かたち" かたち"の意味構造をとらえることによって可能とな

自然科学に慣れ切ったわれわれは，運動の“かた る.

ち"というと物体の形のように三次元的に計測できる 運動観察や運動指導において指導者には，動きのか

郎自的実体と考えてしまう.ととではスポーツ運動学 たちの意味{“内的かたち"としての意図〉を読み取

約な運動研究における「運動の“かたち"とは何かj る能力が求められる.運動の“外的かたち"を映像に

ということを確認しておきたい 収めていくら眺めても，そこから動きのコツは明らか

今私の前には机という物体が存在する，との机は私 にならない.以下ではそのとと也事例を通して示し

が自を関じても“ここにありぺ触ることができ，長 ていく.

吉や商さをi期ることもできる つまりこの机という物

体は郎自的実体として，他に依存するととなく f人間 4.指導事事例

の認識から独立した事物ぞれ自体の存在jであるため，

客観的に計測することができる これに対して，ムー

ンサルトという運動はどうであろうか.ムーンサルト

という運動をムーンサルトと認識するのは人間の意識

であり，ムーンサルトはそれ自体として独立して存殺

しえない.ゆえに，迷動自体を触るととも計測すると

ともできない.つまり，運動とは本来ぞれ自体として

存在するものではなく，机などの郎自的実体と同じよ

うに測れるものでもないのである.自然科学において

は，外部視点から撮影した人間の運動を物体として数

学的時空系にあてはめるとことによって計測を可能にし

ている.自然科学的な霊堂動研究では人間の選動から主

観的な体験世界を一度排除し，物体の運動1::変換する

ととでその科学的客観性を保っているのである E 運動

のとらえ方に韓暮しては学問論の立場で様々であろうが.

本裁でいう運動の“かたち"とは躍動する選手の映像

のーコマの静止図形を意味するものではないととをま

ずここで確認しておく a

次に運動の“かたち"の二側面性について触れてお

く.われわれがスポーツ運動を行う際には r~こう動と

うjという意図ないし運動表象をもっ.これは:t観内

の護軍動の“像"であるが，その実行とともにそれは外

的な可視的な運動経過を示す.われわれの主観内の心

的な領域での“像"は“内的かたち"と呼ぶことがで

き，他者が目でとらえることができる逮動経過のまと

まりとしての像は“外的かたち"と呼ぷZことができる.

つまり， r“内的かたち"は“そうしよう 1"という意

図性の像であるのに対し，“外的かたち"は“そうな

った"という客観的事実であるj同日"さらにいえば，

“外的かたち"とは“内的かたち"の結果的側面であ

り，過去形のものとしての性質をもっ.外形的に現れ

る客観的な運動経過を計測してもそれは，“内的かた

ち"とは性質が異なるものである.いうまでもなく，

スポーツ運動学的な運動研究は運動の“内的かたち"

の分析に自を向けるものであり，コツの理解は“内的

筆者は，丸州共立大学体操競技部員であるMI::r屈
腕伸身カ倒立(関2)J という技を指導した.との技は

つり輸と平行棒においてB難度に位置付けちれている

脅 92，1描〉基本技ともいうべきものであり Mもこれま

で何度もとの技を自にしたととがあった.しかしMは

この技をやったことがないと話したため，まずこの技

を実施することのできるNの実施を見せ，との技の運

動経過を確認させた‘ Mは{粛を前に出して，目、fを曲

げるJ， r伸身漆勢で下半身が持ち上がるのに合わせ

て腕を伸ばすj と，と:の技の運動経過{“外的かた

ち")をしっかりと理解したので，実際に動さをまね

てやってみるよう指示を出した.その実施が図3であ

る とこの図から明らかなように， Mは F半身が持ち上

がらず，駿は大きく曲がり伸身姿勢をつくることがで

きていない.Mはこの技のカの使い方がわかっておら

ず，特に f屈腕伸身カ樹立jだから肘を曲げようとば

かり意識しているためにこのような運動経過になって

いるということが筆者は経験 tすぐに理解できた.そ

ζで， Zこの技のカの使い方が理解できるように二つの

運動を行わせた 一つは支持姿勢で肘を泊げずに平行

縛を前{図4の矢印の方向)に思い切り押すことであ

る.とのZ:とで肩を前1::出す感じと身体に芯;が入った

ような感じを体験することができる 二つ自は図5の

ように倒立から肘を曲げ伸身姿勢でゆっくりと身体

を水平位に下ろし，その姿勢でかかとを持ち上げよう

とすることである その際にはMの腹や身体の背簡な

どに潰接触れ，カを入れるべきポイントを意識させた.

ζのととで身体に芯が入っているような感じゃ「押し

ながら曲げるjというこの技独特の力の使い方を体験

できる.以 tの三つの運動を行わせ，もう一度「屈腕

伸身カ倒立jを実施させた(図時).まだ倒立に押し上

げることはできなかったが，一回目の実施とは動き方

そのものが変わったととは明らかであり.M自身との

段階で力の入れ11がわかったと報告している. ここのこ
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とは動きのコツが発生したことを意味する.そして翌 (技)の力の使い方，感じを読み取ることが初心者に

日， Mはこの技を実施することができた(図7). は難しい.そのため指導者には「こんな感じ」という

このように，外形的な動きの経過からその動き コツを伝える工夫が求められるのである.

』

F 

h 

F 

』

F 

図2. 屈腕伸身力倒立J(Nの実施)

図3. 屈腕伸身力倒立」をしようとしての失敗

図4.平行棒を押す方向

図5.倒立から肘を曲げ，伸身姿勢でゆっくりと身体を水平位に下ろす
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』

F 図6.動きのコツをつかんでの実施

』

F 
図7. 屈腕伸身力倒立 (Mの実施)

5. おわりに

本論を通して外形的な運動経過の理解はコツの理解

を意味しないということが示された.動きのコツは，

客観的な物理的計測による自然科学的手法で明らかに

なるものではない.それは，コツとは本質的に「動き

の感じ自体Jの問題であり，主観的な意識現象だから

である.主観的なものであるがゆえに，非科学的で当

てにならないという批判を受けることになるが，新し

い動き方の習得はコツの発生を契機としているという

ことをわれわれは身をもって経験しており，コツの存

在を疑うものはいないであろう.さらに，コツという

主観的な意識現象は，フッサールのいう「問主観性」

あるいはメルロ・ポンティのいう「間身体性jの地平

をもち，他者にも共通し，普遍妥当性をもつものでも

ある.だからこそわれわれ指導者は「もっとこんな感

じでJ， Iここを意識して」などといって他者に運動

を教えることができるのである.

客観的な運動経過の説明にとどまらず，学習者の運

動感覚意識に働きかけるコツを伝えることが指導の現

場では唯一の発言権となる.本研究がコツ指導の重要

性を再認識するきっかけとなることを期待する.
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1 緒言

合宿は数日から数ヶ月単位で同一集団のみあるいは

他の団体と合同で開催され， r心・技・体jを試すこ

とや強化のために綴人および集問に対して行われる.

合宿の時期・期間固目的は異なるがり，合宿参加中に

蓄積される「疲労jは日常のトレーニング以上に多く

なる.疲労は脳の疲労である「中怒性jのものと筋肉

の疲労である I末梢性jのものとに分類され2) これ

らの疲労を測定するものとして，視覚を利用したフリ

ッカーテストや各種の体力的重要素を用いたものが行わ

れている 1，3-5) 大学男子バレーボール選手を対象とし

て合宿参加中における形態・運動機能や自覚症状の変

化を見ると，体重の減少は合宿中の練習{トレーニン

グ}によるものであり，その影響は裂回まで持ち越さ

れず，敏捷性を計る反復横跳びの回数にも変化はみら

れていない.しかし，瞬発力やパワーの指擦となる垂

直跳びの高さは低下しp 自覚症状として筋肉や鍵が痛

む，眠りたい，脱カ感があるといった回答が多くなる

ことが報告されている的.また，対象が女子大学パレ

ーポー)~選手の場合では，筋力の指標となる握力は低

下し，自覚的疲労については合宿参加直後に高くなり

中間期にはあまり変化はないものの合宿最終日には初

日と同程度にまで回復をしていた日

心理的要素を図るものとして円本体育協会が作成し

た体協競技意欲検査 (TaikyoSports Motlvat!on 

Inventory: TSMI)がありとれは146項目17の下位尺

度によって構成されているが質問項目数が多いため選

手への負担が大きい.また，スポーツ選手に対して，

1 )九州共立大学スポ}ツ学部

緊張，掬うつ，怒り，活気，疲労，混乱の自つの因子

を照いた気分プロフィール検査 (Profi1e01 Mood 

States: POMS)が用いられることがあるが，これは

精神科医によって神経症などの病理を見つけるために

作成されているため，スポーツ選手に使うと競技によ

っては魚の印象を作り出す傾向があると指摘されてい

るe人一方で，心理的コンディション診断テスト

(Psychological Condition Inventory: PCI) は5宮項

目で7つの尺度{一般的活気，技術効力感，闘志，期

待認知，情緒的安定感，競技失敗不安，疲労感)を検

査する心理テストとなっており， PCIを舟いて各種ス

ポーツに対しての研究報告がされている 1-14)圃

ぞとこでB 本研究ではバレーボール競技水準の高い大

学が集まって行われる春季合同合宿に参加することで

心理状態がどのように変化をするのかPCIを用いて明

らかにするζとを目的とした.

2.方法

1)対象

九州の大学一部リーグ女子バレーボール宮容に所属す

る18名を対象とし，レギュラー群(骨名)と準レギュ

ラー群 (9名)の2群に分類した a 参加者には事前に

検査内容について説明をして同意を得た.

2)質問項閤

59項目7尺度からなる「心理的コンディション診断

テスト (PsychologicalCondition lnventory: PCI) J 
をmいて， r全くあてはまらないjから「よくあては

1) Faculty of Sports Sci曲 ιe.Kyusyu Kyoritsu University 
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まる」までの5件法を用いた.回答には自由速度法を

用いそれぞれをT得点化した.

3)調査時期

2009年度末に行われた rSAKURACAMP 2010J 

(参加大学:関東・東北各学連1部1位校を含む全11

校)の合宿参加前日，合宿最終日，および合宿終了1

週間後の計3回検査を行った.

2)合宿前・後，合宿終了1週間後におけるレギュラ

一・準レギュラ一群の各心理的コンディション得

点の比較

「闘志」は，レギュラ一群の合宿前:59.1士5.7点，

合宿後:62.4::1::4.2点，合宿終了1週間後:61.5土4.4

点，準レギュラ一群の合宿前:48.9士7.8点，合宿

後:50.3::1::7.2点，合宿終了1週間後:51.0::1::9.1点で

期間を通じてレギュラ一群の方が高い得点を示した

(群間差:p<O.ool) (図2.). r期待認知」は，レギュ

4)統計解析

合宿前の2群聞の比較には対応のないt検定を用いた 80

合宿前・後の比較には群(レギュラ一群，準レギュラ 70 

一群)と時間(合宿前，合宿後，合宿終了1週間後)

の2つを要因とした二元配置分散分析を用いた.合宿

参加によるPCI各項目の変化には一元配置分散分析を

用いた.有意水準はα=0.05とした

3.結果

1)合宿前における各心理的コンディション得点のレ

ギュラー・準レギュラ一群の比較

「一般的活気」は，レギュラ一群:59.2::1::6.4点，準

レギュラ一群:51.1::1:: 10.5点でレギュラ一群の方が

14%高い得点を示す傾向であった (p=0.07). r技術効

力感」は，レギュラ一群:57.6::1::10.2点，準レギュラ

一群:46.4::1:: 12.3点でレギュラ一群の方が19%高い得

点を示した (p<0.05). r闘志Jは，レギュラ一群:

59.1 ::1::5.7点，準レギュラ一群:48.9::1::7.8点でレギュ

ラ一群の方が17%高い得点を示した (p<O.ol). r情緒

的安定感」は， レギュラ一群:55.3士8.6点，準レギ

ュラ一群:44.4::1::8.8点でレギュラ一群の方が20%高

い得点を示した (p<0.05) (図1.). r期待認知，競技

失敗不安，疲労感」の各項目については両群間で同程

度の得点を示した (NS).
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図 1.合宿前における心理的コンデイションのコンディションの比較
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図2.合宿参加による「闘志」尺度得点の変化

群間差:p=O.OOl 

ラ一群の合宿前:54.5::1::11.4点，合宿後:56.0::1::9.9 

点，合宿終了1週間後:55.8::1::9.4点，準レギュラ一群

の合宿前:46.1::1::8.8点，合宿後:47.6::1::9.9点，合宿

終了1週間後:46.6::1::9.4点で期間を通じてレギュラ一

群の方が高い得点を示す傾向であった(群間差:

p=0.060) (図3.). r情緒的安定感Jは，レギュラ一群
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図3.合宿参加による「期待認知」尺度得点の変化

群閲差:p=O.060 

の合宿前:55.4::1::8.6点，合宿後:48.8::1::5.7点，合宿

終了1週間後:51.8::1::7.6点，準レギュラ一群の合宿

前:44.4::1::8.8点，合宿後:45.1::1::7.4点，合宿終了1



があることが指摘されている 6) 一方で，心理的コン

ディション診断テスト (PsychologicalCondition 

Inventory: PCI)は59項目で7つの尺度(一般的活気，

技術効力感，闘志，期待認知，情緒的安定感，競技失

敗不安，疲労感)を検査する心理テストであり，この

PCIを用いて各種スポーツに対して心理的能力の調査

がなされている 7-14) 年間に春と秋に2つのリーグ戦

が行われる大学女子バレーボール選手を対象として，

「心理的コンディション診断テスト (Psychological

Condition Inventory: PCI) Jや「心理的競技能力診断

検査 (DiagnosticInventory of Psychological 

Competitive Ability for Athletes: DIPCA.3) Jを用い

て長期的に対象者の変化をみているものによると，

「技術効力感」尺度と「競技失敗不安J尺度との聞に

は連動性があることが指摘されている.さらに秋期シ

ーズン終了後は春期に比べて「競技失敗不安J尺度得

点が高くなったが， I技術効力感J尺度は春期と異な

りシーズン中には変化が見られないもののシーズン終

了後には下降傾向が示されている.この対象者群はブ

ロック大会で春期にはセット数を1つも落とさず，ま

た秋期には5セットは落としたものの，リーグ戦で1

位を獲得する強豪校であった刈.本対象のレギュラ一

群は準レギュラ一群と比べて合宿前の時点においては

「一般的活気」尺度得点が高い傾向を示し， I技術効

力感，闘志，情緒的安定感J尺度得点が高かった(図

1.).さらに，合宿前後を通じて， I闘志，期待認知，

情緒的安定感」尺度得点が準レギュラ一群と比べて高

いことから，監督や周囲からの期待に応えようとする

姿勢や対戦校との競争に適していることが考えられる

一方で，準レギュラ一群は試合に出場する機会が少な

いからという負の考えがあることや心理面の弱点が確

認され，その強化の必要性がある(図2""'4.).また，

「技術効力感」尺度得点が向上したこと(図5.) は自

らの実力が他に通じたことを認識あるいは日頃のトレ

ーニングの確認を出来たことによるものと推察され
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週間後:46.9:t9.0点で期間を通じてレギュラ一群の

方が高い得点を示した(群間差:p=0.030) (図4.).
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かった(図5.).
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考察4. 

まとめ

1)合宿前後での心理状態変化について「心理的コン

ディション診断テスト (PsychologicalCondition 

Inventory: PCI) Jを使用してレギュラ一群と準レ

ギュラ一群とに分けて比較をすると，レギュラ一群

の方が準レギュラ一群に比べて「闘志，期待認知，

情緒的安定感J尺度得点が高かった.

る.

5. 

日本体育協会が作成した体協競技意欲検査

(Taikyo Sports Motivation Inventory: TSMI) は

146項目 17の下位尺度によって構成されているが質問

項目数が多いために選手への負担が大きく，スポーツ

選手に対して， I緊張，抑うつ，怒り，活気，疲労，

混乱」の6つの因子を用いた気分プロフィール検査

(Profile of Mood States: POMS)が用いられること

があるが，もともとは精神科医によって神経症などの

病理を見つけるために作成されているため，スポーツ

選手に使うと競技によっては負の印象を作り出す傾向
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2)合宿後にはPCI尺度の「疲労感j得点は増加する

ことに加え，自ら(自チーム〉のカが他{総チー

ム)に適用することを認識することで「技術効力

感j得点が増加することが示された.

11) 問中博史，森口哲史，大級真人，須田芳正

(2004) :チア・リーディング選手における大会

前のメンタルコンディションに関する研究大東

文化大学紀要， 42: 51一品目.

12)西村麻希 (2005):スポーツ選手(j)，心理的コンデ
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バレーポールにおけるオーバーハンドパス動昨の下盟主に関する研究

一前脚と韓騨を考醸した三次元動作分軒一

縄田亮太1)

The君臨diesof lower extremity during over hand pass on volleyball 
聞 Three-dimension畠1motion analysis that considered front and rear leg-

Ryota NAWATA1
) 

1 緒言

オーバーハンドパスはバレーボール競技の基本的な

技絡のひとつである 一般的にバレーボールの指導に

おいて，最初にオーバーハンドパス及びアンダーハン

ドパスから指導される同ぞれらの技術は，アタックポ

ールに対するレシーブやトス技術といった防御技術及

び攻撃条件作りの技術へと展開していくものであり，

習得は欠かせない日嗣また，オーバーハン Fパスの技

術体系は，パスのための最も有効なポジションに移る

欝備局街，郷を伸ばすことから始まり，全身運動で身

体をポールの方向へ飛ばす主要局面，そしてボールを

飛ばした後にパスした方向へ心持ち重心を移し，カ

を抜いて運動を終える終末局面に分類できる 2) 特に

これまでの研究において主要局面に着目して報告が多

仁指導教本などに活用されている.

指導教本において，オーバーハンドパスとは手替の

スナ、yブ，指のバネ，肘の屈伸，膝，腰，足首などを

十分に使ってボールの勢いそ殺し，その反動で身体全

体(とくに手首と肘，線)を使ってポーlむを送りwす

ようにする技術と説明されている.さらに，ボールの

勢いそ殺すために顔の前に引きつけ，その反動を使っ

て，肘，手首.t首だけでなく身体全体，特に嬢の屈伸

(パネ)と擦を下から1::に押しとげるようにボールを

送り出すことに加え，ポー)1;を身体全体で柔らかく受

け止め，その反動を使って全身でポー}vを送り出す動

作を体得させるととが示されており，ポール，;:対する

タイミング，ボー)v，;:対する当てti.ボールの勢いの

殺し方などを十分体得吉せないと正しいオーバーハン

1)九州共立大学スポ}ツ学事事

ドパスにはならないと説明されている引 このように，

オーバーハンドパスは捕る・打つ・投げる動作のいず

れか 1つに当てはまるのではなく，複合された動きで

あるため，ポールをインパクトするタイミングが難し

い技術であることが報告されている4'ーそのような背

景から，オーバーハンドパスは日常的には綴験できず，

また飽種目にはない独特の動作ぜあるため，技術向上

や指毒事方法の改善を目的に様々なオーバーハンドパス

に関する研究が報告されている.

まず，直接的にボールに触れる上肢に関する研究で

は，熟練者と非熟練者の違いは，指，手首，肘の変位

よりポールに接触する直前のポールを引き付ける動作

の出現とB ポールを押し出す際のそれぞれの変位の軌

跡が斜前上方へ動きがポールの方向と A致すると報告

している 5) また，筋需童図を用いF ボー)1;に衝撃を加

える際の動作が熟練者と非熟練では違いがあり，タイ

ミングにも違いがあることを報告した研究引や，ボ

ールをインパクトするタイミングが熟練者と非熟練者

では異なり，距離を議節するときに，関節角度変位か

ら動作の遠いが現れることを報告した研究7)などが

ある.さらに，セッターにおけるオーバーハンドパス

に関する研究において，熟練者と未熟練者の比較でボ

ー)vに接触するまでの準備対酪に大きな違いが見られ

ることが報告されている剖.このように， と肢に関す

る研究は多く，とれらの研究において，熟練者と非熟

練者の違いから，熟練者のオーバーハンドパス動作に

おける上肢の特徴が明らかにされ，初心者段階におけ

る指導の有益な資料として役立っている.

次にオーバーハン戸パス動作と身体重心の運動に

1) Kyushu Kyori11lu Univer温ityFaculty of Sports Science 
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関する研究では，身体部位の変位がボーんを飛ばす書官

上方と一致する乙とが襲ましいこと9)や重量心移動の

重要性，，'が報告dれている オーバーハンドパスの

動作様式はp 飛来してくるポールを据まずに持たずに

瞬間的に弾くように前上方に飛ばす動作であるため，

打つ動作としての側面がある叫盟打つ動作の代表的な

野球の打撃において，霞接的にはポー}vに触れるとと

はないが，ボー}vを前方に打ち返すために必要なパワ

ーを得るために下肢の踏み込み時に得られる床反カ

の大ききゃタイミングから身体重心を算出し，身体重

心の運動を分析し，技術の向上や指導に役立てている

ことが報告されている 11) 打撃は，ボールを様々な

距離，方向や強度で飛ばすととが求められるがE 一方

でオーバーハンドパスは，ポールを様々な距離，方向

や高さにコントロールすることが求められる.野球の

打撃とバレーボールのオーバーハンドパス動作におい

て，目的は異なるが，両者において，上肢に頼ること

なく，体幹や下肢を効果的に使うことで成り立つ技術

であるととが指導警でも普及されている 12) これは.

下肢は})学的エネルギーの発生源であり，体幹は)J学

的エネルギーの貯蔵療で，また上肢とド伎の問セカ学

的エネルギーの通過点であるととに加え上肢は下肢

で発揮され，体幹を透過して流れ込んだか学的エネル

ギーを目的に応じて使う効果器の役苦手iを果たしている

との報告からも下肢の重饗性が示される同.

最後に，下肢に関する研究においても，熟練者と非

熟練者のオーバーハンドパス動作の違いから基本的な

動作を検討した研究がほとんどである.非熟練者に指

導する場合に飛来するポー)vの衝撃を和らげるため

の緩衝技術として，指調節や手関節と同期させるよう

にすることや，ポールを押し出す際に勝機節を伸展さ

せることで運動エネルギーを伝える重要性を報告して

いる'"また，下肢三関節の動作に着目し，オーパ

ーハンドパス動作中の各関節角度変伎や，それらの動

作中に起こる床反カの特徴が報告されている同.ま

た，身体重量心の移動に影響する床反カを暴なる距離に

おけるオーバーハンドパス動作中に検討した研究があ

る 16) しかしながら，オーバーハンドパス動作中に

おける下肢動作に関する研究はほとんど報告されてい

ない.また，指導教本や実際の指蒋で指摘される片方

の臓を前に出し，前後の閲脚姿勢でオーバーハンドパ

スを行う之とが考慮した報告はみあたらない，

そこで本研究は，バレーボールのオーバーハン戸パ

スにおける下肢の動作に関する研究を始めるにあたり，

オーバーハンドパス動作中の前1n::出した脚{以後，

前織と略する)ともう片方の腕(以後，後脚と略す

る)に分け，謀本的なオーバーハンドパス動作の三次

元動作分析を行い，下肢の動作を検討することを呂的

とした.

2.方法

1 )被検者

被検者は大学バレーポール部に所属する男子選手

11名であった 身体的特性は，身長1.78土O.15m，体

議73.1土な8kg，年齢20.7土1.6歳，緩験9.2土2吻2年

(平均土標準偏差)守あった.検検者には実験を開始

するにあたり，木研究の目的，方法，危険性を十分に

説明した上で，実験参加の同意を得た

2)実験内容

本研究では，高さ4開に設置された木製のレーンを

転がり，斜め前方から一定の場所t::落下してくるバレ

ーポールをオーバーハンドパスで前方自由に設鐙した

ボールネット(直径100m，高さ2.4臨)を狙うように

指示したE バレーボールにおける，使用したポールは，

バレーボール検定球5号 (Mikas迅社製)で，実験試技

は5試行とした.なお，実験前1::ジョギング，ストレ

ッチおよびポールを用いた十分なウォーミングアップ

を行わせた後，ボールの落下位歯を被検者に合わせて

設定し，本試技と同じ状況下で5試行の練習試技を行

わせた.ポールネットに直接入った試技を成功試技と

し，さらに成功試技から被検者の最も成功したと判断

した試技を選んだ.

3)分析方法

本研究では，オーバーハンドパス動作中に光学式三

次元動作解析システム (Mac3D，Motion Analysis 

Co.， USA) を用い，その動作を撮影した分析点は

39点とし，身体各部位の三次元座擦を計測するにあ

たり反射マーカー(直径13mm)栓身体t::31ヶ所とソ

フト反射マーカーをポー)vl::4カ所を両面テープで姑

り付けた圃なお，鮎り付けた位置は左半身12留所

(頭頂，頭部告首都，頭部後部，左右肩峰，左右肘頭，

左右尺骨，右肩甲骨下車~，左右中手骨l.下半身1晋箇

所{左右上前勝骨車車大転子，仙骨，左右大腿部，左

右大腿骨外側および内側上呆，左右下腿部，左右外呆

および内果，左右越骨部後部，左右爪先制B)とした.

とれらの反射マーカーを同期されている12台の高速

度カメラEagleを用い，サンプリング周波数2品OHzで
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撮影した.その後，得られた各反射マーカーの二次元

位置は三次元分析ソフト (EVaRT5.0，Motion 

Analysis Co.， USA) を用い，三次元座標を計算した.

また，同時にオーバーハンドパス動作中の床反力を多

分析フォースプレート(縦120cmX横60cm，Kistler 

Inc.， Switzer1and) を2枚用い，サンプリング周波数

1000Hzで計測した.計測の際，被検者を左右の脚が

各1枚のフォースプレートに乗るように構えさせ，測

定可能な範囲で各脚の縦および横幅は任意で調節させ，

x軸(前後方向)， y軸(左右方向)及びz軸(鉛直方

向)の床反力を算出した.

4)分析項目

(1)足，膝及び股関節の角度変位

角度の定義は，足関節は大腿骨外側と外果および

外果と爪先部を結んだ線分，膝関節は大転子と大腿

骨外側および大腿骨外側と外果を結んだ線分，股関

節は肩峰と大転子および大転子と大腿骨外側を結ん

だ線分とした.なお，関節角度の増加は屈曲を，減

少は伸展を示している.

(2)ボールの中心点の変位と速度

ポールの中心点の変位は，ボールの球面に貼られ

た4点のマーカーの座標より，仮想点として算出し

た.

(3)身体重心の変位

身体重心の変位は，オーバーハンドパス動作中の

身体21カ所の座標データと3軸方向の床反力より，

Kinetics解析ソフト(OrthTrack 6.5.0， Motion 

Analysis Co. ， USA)を用いて，オーバーハンドパ

ス動作中の身体重心の位置を求めた.

5)分析範囲

分析範囲は，主要局面における身体重心の最下位時

(以後， COG min)からリリース時(以後， release) 

までとした.なお，身体重心の最下位時は鉛直方向の

最小値が出現した時で， リリース時はボールの合成速

度が下がり始めた時とした.また，落下しているボー

ルの合成速度が減少を始めた時をコンタクト時(以後，

contact) ，コンタクトとした後にボールの合成速度が

最小値を記録した時をキャッチ時(以後， catch) と

定義した.それらより， COG minからcontactまでを

準備局面(以後， Ready phase)， contactからcatchま

でを引き付け局面(以後， pull phase)， catchから

releaseまでを押し出し局面(以後， push phase) と

定義した.

6)統計処理

各phaseの平均値を比較する際には，一元配置の分

散分析を行った後に，多重比較を行った.なお，統計

処理ソフトはSPSS15.0for windowsを用いた.前脚

と後脚の足，膝及び股関節における関節角度の平均値

を比較する際には，等分散の2標本を対象とする対応

のないT検定を行った.なお，統計処理ソフトはエク

セル統計2008を用いた.

3.結果および考察

1)オーバーハンドパス動作中のreadyphase， pu 11 

phaseおよび、pushphase における時間

Table1は，オーバーハンドパス動作中のready

phase， pull phaseおよびpushphaseにおける時間を

示した.オーバーハンドパス動作中のreadyphaseは，

pull phase及び、pushphaseに比べ，有意に長かった

(p<O.ool) .また， push phaseはpullphase に比べ，

有意に長かった (p<O.ool).これまでの研究では

ready phaseに関して，上肢に着目した分析で，肩関

節外転動作開始からポールを接触する瞬間までと定義

しているが 8)下肢を含めた分析においては定義が

行われていない.本研究では， ready phaseを身体重

心の最下位時からcontactまでと定義したが，オーバ

ーハンドパス動作は熟練者ほど身体重心の運動方向と

ボールの移動方向が一致すること 9)や習熟性の指標

10) となることが報告されていることに加え，低い姿

勢から身体全体でボールを飛ばすという動作様式2)

からも妥当であると推察される.

また， ready phaseは， pull phase及びpushphase 

に比べ，標準偏差が大きく，個人差が大きい傾向を示

した.しかしながら，ボールが落下してcontactする

直前の約0.17秒がパフォーマンスに影響する可能性は

考えられるため， ready phaseにおける詳細な動作分

析が今後の研究として求められる.

Table 1. Time of ready， pull and push phase during over hand 
pass. 

S.D 

ready phase t 

0.173 

0.061 

pull phase 

0.047 

0.005 

push phaset 

0.067 

0.008 

t :ready phase>pull phase and push phase(p<O.OOI) 
t :push phase>pull phase(p<O.OOl) 

unit:s 
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2)オーバーハンドパス動作中のCOMmin， contact， 

catch及びreleaseにおける足，膝および股関節の角

度

Table2は，オーバーハンドパス動作中のCOMmin， 

contact， catch及びreleaseにおける足，膝および股関

節の角度を示した.全ての関節角度において， COM 

min， contact， catch及びreleaseの}I聞に減少する傾向

を示した.本研究において，関節角度の減少は伸展で

あることからCOMminから一連の動作として伸展動

作を行っている可能性が示された.これまでの研究に

おいて，オーバーハンドパスはreadyphaseやpull

phaseにおいて，緩衝動作が行われ，それは上肢関節

だけでなく下肢関節を含めた身体全体でボールの衝撃

を緩衝した上で，ボールを押し出すことが指導書など

で説明されている2，3) しかしながら，本研究では下

肢においては緩衝動作が現れることなく，むしろ下肢

に関してはポールに対し，屈曲動作ではなく伸展動作

が行われている可能性が示された.今後，オーバーハ

ンドパス動作中の角度変位から角速度を追加検討し，

統計的な分析を行い，詳細に明らかにしていくことが

求められる.

また，前脚と後脚の比較において，股関節と足関節

に有意差が認められた (p<0.01，p<0.001). しかしな

がら，膝関節においては有意差が認められなかった.

これは，前脚が前方に踏み出して構えていることが股

3)今後の展望

本研究は，オーバーハンドパス動作を前脚と後脚に

分け，定量的に下肢関節の角度変位を検討したが，

COM min， contact， catch及びreleaseにおける関節角

度から関節角速度を求め，各phaseの動作を分析し，

前脚と後脚の役割を明らかにすることが指導に役立つ

と考える.また，上肢三関節の動作や床反力を加えて，

詳細に検討していくことが求められる.

4. まとめ

バレーボールにおける前方6mのオーバーハンドパ

ス動作を対象に，開脚姿勢で前脚と後脚に分け，下肢

の動作分析を行ったそれより，以下の新たな知見が

得られた

1)前脚と後脚に関して，股関節と足関節の動作は異

なるが，膝関節は協調的な動作を行っている可能性

が示唆された.

2) 前脚と後脚に関して， ready phaseやpullphase 

では下肢三関節で伸展動作を行っている可能性があ

り，落下してくるボールに対する緩衝動作が行われ

ていない可能性が示唆された.

5. 謝辞

関節と足関節の角度の違いに影響していることが考え 本研究は，九州共立大学特別研究費補助金を用い，

られる.しかしながら，膝関節において全て有意差が 実施しました.ここに，感謝の意を表します.

認められないのは，オーバーハンドパス動作中に膝関

節の動作が同期していることを示している.オーバー

ハンドパス動作において，開脚姿勢になるのは身体を

安定させるためで，動作中に前傾もしくは後傾をする

ことない姿勢を保つために膝関節が協調的な動作をし

ている可能性が示唆された.

Table 2. Angle of hip， knee and ankle joints on COM min， 
contact， catch and release. 

COM皿 n contact catch release 
白an S.D S.D S.D S.D 

F.Hipt 53.0 12.2 42.3 8.5 37.3 7.0 31.2 5.6 

F.Knee 72.6 16.0 60.6 12.7 51.1 11.4 38.1 8.8 

F.AnkJel 96.2 8.8 92.9 8.1 88.2 7.8 79.3 6.0 

R.Hip 21.5 10.9 12.0 7.6 8.6 5.3 6.1 3.4 

R.Knee 77.0 24.3 59.4 17.4 48.9 14.8 37.6 10.2 

R.Ankle 120.8 7.0 111.9 11.0 103.9 12.5 90.2 11.9 

lllit:deg/s 
※F:仕ontleg， R:rear leg 
t F.Hip>R. Hip on COM min， contact， catch and 
release(p<O.OO 1) 
ヰF.Ankle>R. Ankle on COM min， contact(p<O.OOl)， 
catch(p<O.Ol) and release(p<O.05) 
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あん馬における「一腕上下向き逆全転向」の技術に関する一考察

漬崎裕介1)堀内担志1)相原豊2)

A study about the technique of“Reverse Stockli with 3600 turn 
on 1 pommel" on pommel horse 

Yusuke HAMASAKIl)， Tanji HORIUCHIl)， and Yutaka AIHARA2
) 

， .はじめに

あん馬における「一腕上下向き逆全転向J(図1)は

現行の2009年度版男子採点規則においてE難度という

高難度に位置付けられているト71) この技は筑波大学

の渡辺らの研究グループのもとに技術開発が行われ，

2004年の全日本社会人体操競技選手権大会， 2009年

東日本学生体操競技選手権大会において筑波大学の選

手によって試合発表されている.しかしながら試合で

の成功には至っておらず，日本国内の試合でこの技の

成功例は報告されていない(注記 この技はそれだけ

2 3 4 

難しく，同時に希少価値の高い技ということができる.

筆者らは九州共立大学体操競技部のW選手にこの技

を指導中であり， wは練習場面においてはこの技を成

功させている.wの実施はまだ若干の「足の聞きjな

どの姿勢欠点が見られ，完壁な実施とはいえない.し

かし， IもっとこうやればJ， Iこんな感じでやったら

できるのではJなど試行錯誤を重ねていくうちに，

「一腕上下向き逆全転向」のおおまかな図式技術が明

らかになってきた.本論では，筆者ら指導者とW選手

の内観報告とを照らし合わせ，この技の技術的ポイン

トと練習方法を提示する.

5 6 7 8 

図1.一腕上下向き逆全転向

2. 下向き転向技群の基本技術

下向き転向に用いられる基本技術として， I肩先行

の技術jが挙げられる.この「肩先行の技術jとは，

転向開始時に「軸腕の肩甲骨あたりを十分に釣り上げ，

肩を転向方向にかぶせるように先行させるJ3-435)技

術のことであり， I転向のエネルギーを作り出すため

1 )九州共立大学スポーツ学部
2)九州女子短期大学初等教育科

に不可欠の技術J3-435) とされている.また，転向後

の両足旋回の勢いを維持するための「足の残しJ2
-
2刊

という技術も重要となる.これら2つの基本技術は，

「下向き正転向J， I下向き逆転向」のどちらにも共

通する基本技術である.

1) Kyushu Kyoritsu University Faculty of Sports Science 
2) Kyushu Women's Junior College Department of 

Elementary Education 
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3. r一腕上下向き逆全転向」の技術分析 逆全転向」は「握り換え技術(軸腕側の把手を外手で

') rー腕上下向き逆全転向』の実施上の難点

「一腕上下向き逆全転向」は片腕軸周に下向き逆全

転向を行う技である.この技は逆全転向の後半に把手

の上で手を滑らせて実施することも可能であるが，こ

のやり方では転向後に両足旋回のスピードが落ちてし

まうという弱点がある.本研究で扱う「一腕上下向き

3 

内手 外手

握る)Jを用いて行うやり方を指し，握り換え技術を

用いた「一腕上下向き逆全転向Jを技術分析の対象と

する.

この技を行う上で多くの選手がつまずくポイントと

して3つを指摘することができる.すなわちそれは，

①軸手の握り換え，②体重移動，③抜き動作である.

6 7 8 

図2.一腕上下向き逆全転向における軸手の握り換え

「軸手の握り換えJとは図2の2"-'3にかけて軸腕

側の把手を外手に握り換えることを指す.この「軸手

の握り換えJは「一腕上下向き逆全転向」を実施する

ための大前提となる動作であり，かつ最大の難点とも

いうべき動作である.把手を外手で握るためには手首

の高い柔軟性が要求されるため，手首の硬い選手はこ

の握り換えができない場合が多い.

両足旋回の段階でも常に体重移動は行っているが，

ここでいう「体重移動jは特に図2の3"-'7にかけて

の全転向を行うための体重移動を指す. r一腕上下向

き逆全転向jは，転向開始時に肩を転向の軸腕側に傾

けすぎると，全転向終了時に上体が馬端部に移動して

しまい再び鞍部に戻ってくることができなくなる.そ

のため，軸手への体重移動は鞍部へ戻れる範囲で行う

という加減が必要となる.

「抜き動作jとは図 2の6"-'7にかけて自身の下体

をあん馬にぶつけないように越すことを指す.無理に

体を反らせてあん馬を越しても，その後の両足旋回に

つなげられないため. r足の残しJを意識しつつ抜き

動作は行わなければならない.

以下では，上に挙げた 3つの難点を中心に「一腕上

下向き逆全転向Jの技術に関して考察していく.

2) rー腕上下向き逆全転向jの技術分析

技術を分析するにあたり，全転向の開始(握り換

え).全転向の前半，全転向の後半にわけで考察を行

うこととする.

①全転向の開始(握り換え)

「一腕上下向き逆全転向jを行うためには，まず

軸手の「握り換え」を行わなければならない. r握
り換えjを行う際にはまず. r軸腕と反対の腕に体

重を残す (wの場合は左腕)Jことが重要である.

それは，軸手を握り換えるための時間確保と軸手に

体重が一気にかからないようにするためである.ま

た，軸手を外手に握り換える際には「掌の中心では

なく，手首付近を把手につける」ょう意識すること
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で手首の背屈を小さくした握りを心がける必要があ

る.外手握りにおいて手首を強く背屈した状態で把

手を握ると，自身の体重を押し返せないばかりか手

首にかかる負担も大きく，手首の障害を引き起こす

危険性が高まるからである.

②全転向の前半

全転向の前半部分においては，下向き転向の基本

技術でもある「肩先行の技術jを用いて，肩を釣り

上げながら軸腕側に体重を移動させる.その際の体

重移動は再び鞍部に戻ってくることができるという

範囲で行わなければならない.

③全転向の後半

全転向の後半部分においては. I体重移動」と

「抜き動作」を連動して行わなければならない.全

転向の後半に「親指を除く4本の指の付け根あたり

で把手の側面を押すjことで転向後に再び鞍部に戻

ってくるための体重移動を行うことができる.また，

この局面でも肩を先行させるが，さらに背中を丸め

て「背中で引っ張るように」転向の勢いを助長する

2 3 

ことが転向を完了させるためのポイントとなる.全

転向の後半で勢いを増すことがこの技を安定して実

施するための鍵となる.

3)練習方法の提示

「一腕上下向き逆全転向」の技術については上記で

説明した.ここではその技術認識を基にこの技の練習

方法とその際のポイントをまとめておく.練習方法は

渡辺らの研究1.8)で取り上げられているものを参考に

一部修正し，実施の際のポイント等を補足した.

-練習課題 1:片足入れで握り換え

「一腕上下向き逆全転向」における軸腕の把手の握

り方は，外手という特殊な握り方である.そのため

「握り換えjの練習がまず必要となる.両足旋回が水

平面運動であるのに対し，片足入れは鉛直面運動であ

る.この片足入れでの握り換えは両足旋回での握り換

えに比べて軸手を握り換えるまでの時間的余裕ができ，

軸手への負担も少ないので握り換えを容易に行うこと

ができる.

4 5 6 

図3.片足入れで握り換え

-練習課題2:両足旋回で握り換え この段階で「手首付近を把手につけ，手首の背屈を小

この課題でも「握り換え技術Jの習得が目標となる. さくする」ょう意識して行うことがポイントである.

2 3 4 5 6 

図4，両足旋回で握り換え
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-練習課題 3:シュテクリA直接下向き逆転向

この課題では全転向後半の「体重移動Jの感覚や

「抜き動作Jを習得することが目標となる. r肩を先

行させる」こと， r背中で引っ張る」こと， r指の付け

根あたりで把手の側面を押す」ことを意識して転向の

勢いを続く両足旋回につなげられるよう練習すること

2 3 4 

がポイントとなる.

また，この課題が難しい場合には「一把手上縦向き

旋回から直接下向き逆転向Jという練習課題を設定す

ることもできる.この課題では「シュテクリA直接下

向き逆転向Jよりも体重移動が容易となり， r抜き動

作」を重点的に練習することができる.

5 6 7 

図5.シュテクリA直接下向き逆転向

4)技の習熟に向けて

W選手はまだ， r一腕上下向き逆全転向jを安定し

て成功させることはできない.今後この技の安定化を

図るとするならば，軸手を握り換える際に「親指を入

れて把手を握るJということが考えられる.練習課題

の「シュテクリA直接下向き逆転向」の場合，把手を

握った時点で親指を入れることが可能であり，親指で

も体重を支えながら把手の側面を押すことができる.

そのため体重移動の操作が容易になると考えられる.

しかし，握り換えの際に「親指を入れて把手を握る」

操作自体が難しく，この動きをいかにして習得するか

という点は今後の研究課題である.

図6.親指を入れない外手握り(左)と親指を入れた外手握り(右)

4. まとめ

本研究の目的は， r一腕上下向き逆全転向jの技術

を抽出することであった.今回の考察で技術分析の対

象としたのは 1名のみであったが，金子も述べている

ように， r個人技法的な“こつ" (trick，Kniff)は公共

的な，一般化された“こつ"(technique，Technik)へ
と煮詰められ，昇華されて，技術となりうるJ3-220) 

のである.被験者の数が少ないことや客観的な数値デ

ータで示していないことが研究の価値を下げるなどと

は，筆者らは考えていない.技術とは， r誰にでも当

てはまる可能性のある課題解決の具体的な運動の仕

方J4-231)であるが，それは常に実践の現場で“こ

っ"や“やり方"が模索されるなかで開発，解明され

ていくものである.実践現場での選手や指導者の生の

声を大切にしたいものである.
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本研究で明らかにされた情報が「一腕土下向き逆全

転向jのトレーニングの現場に寄与することを額い，

論を閉じることとする陸

5 注記

2008年全米学生体操競技選手権大会において1名の

選手がこの技後成功させている.
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Abstract 

創出01込書h，esti臨 atingbody co悶 positionis important in track-醐 d-fieldathletes in trainin畠， convenient and 

accurate mcthods for athle!es havc not yet becn establishcd. Mean、"hilc，閲臨atotypingbas becn used for the 

assess闇 entof athleteピphysi司ue8.The purp08e of this study wa8 to investigate the utili旬。f80問団otypin罫for

esti盟ati包gbody co由 posi誼onby clarifying relations of so盟atotype00盟ponents組 dbody 00血 lpositionindexes in 

college a曲letes.Mea8U1官:men担 問 問 盟adei盤也註ザone血a1e曲目6伊国ck-蝿ふ.fielda血le出s(18-22戸)two畦盛時

each， at 13悶曲。 抽出師a18.We盟.ea81鵬 dweight， 岡山t， b臨 adth腿 dgir也鵬出師盟問脂， s国 fold也ickoesses(SF)， 

翻 dbioelec加calimpedance (BI). Three somatotype components (i.e.開 do臨 orphy，mesomorpby朋 dectomorpby) 

wcre dctcrmincd dcpcndin喜朗暗，.Hc柚 -c鮒府組伽opo加 柑icmc'出od.Body加 assindcx (BMI; k;耳鳴う，蹴dぬt

盟棚田dex(F悶;kg.m")田 dfat-合間 mass泊dexσFMI;kg'酷勺(i.e.加盟a器組dfat-世間臨翻 stand百 dizedby 

heigbt)， ca¥culated f加盟bo也君F姐 dBl，官官eused掛 bodyco盟 positionindexes.τ11e rela世田，be同 e田 80盟 ato旬開臨d

bodyc沼田lpositionwas analyzed for all two曲 eas田'em，曲ts.Meso血 orphy組 dectomorphy w世esign述can註y開 latedto 

BMl.FMl組dFFMlbySF背 宮'emore accurate也組byBl盟関:lation明也so血atoザpe∞血lpon田出.Higbc抽出Ia註a盟

竜馬r明暗 ob踊inedin the endomo叩hyvs. FMI，棚田omorphyv.. FFMI， and ectomorpby vs. FFMI時 lations.No m剖teT

what esti曲 ation臨むthodfor body開眼posi剖onw蹄 used， each somatotype 00田lPO悶 otw:酪 signific拙 tly悶 la和dto body 

co盟lpOSl加工，.古田sefindi碍 S帥也e伊怠sent臨 sul胞 su盟事部t也at組吐lfOpO盟 e甘icso田 2柏type四 出 喜 wouldbe use且IIfor 

es世盟at担.gbody co田 posi世闇泊註郁包間ふ量elda也letesin train泊品

KEY WORDS : Skinfold tt山知ess，Bioelec位i帥 1impedance， BMI， F at酷 ass抽 dex，Fat-froo mass index 

P盟rpose

In track-開 d-おldevents， i.e開閉踊草，jumping and 

也即win菖， athletes should have a body盛凶n菖for也eir

event cbaract就 isticsto at!ain 削除erperform胡 ce11.

Therefore，時討matingbody composition is i開 po技師t

in assessing the progress of p紅白>tmancepo出且担alor 

physical condition in athletes in traini詰怠 Atwo-

co臨ponent開 odel畦latdivided whole body距 assinto 

fat阻 ass(FM) and fat-free 皿aS8(FFM) has been 

generally used to esti血 atebody composition21. 

Although，はinfoldthic主朋賠償F)or bioelectrical 

i盟 pedance(Bl)血 ethodsused widely in a field of 

sports training are easy and convenient朗容thods，

predictive e号uationus知事 these踊 ethodsmade f初期

狙.on-athleteswould be inapplicable to aぬleteswi也

highly-trained pbysical performance level. 

co盟問中間t1y，叩nvenientand accurate estimation 

血 .ethodsfor athletes have not yet been e8tab!isbed. 

Meanwhlle，臨めropomeなicsomatotyping has been 

used for出e臨時ss世 間tof ath1e当時， physi司ues，whlch 

is easy and correct m硝 sure').lf so血 atotypei8 gr臨註y

指泌総:dto body co血lposition，somatotyping would be 

useful for assessing body co聞 position.Previous 
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studies showed significant relationship between 

soma旬旬peand body composition担 college-aged

women4
• '. 61. Thorland et al. investigated body 

composition and sornato勿pecharacteristics of ju且ior

Olympic athletes'1. However there is no study也at

relationship between both indexes for a由leteswas 

cl町姐ed

The purpose of this study was to investigate the 

utility of somatotyping for estimating body 

composition by clarifヤingrelations of somatotype 

compon目白血dbody composition index田 basedon 

bo也 SFandBI血∞llegea:也letes.

Methods 

1) Subjec旬

Thirty-one male college track-and-field athletes 

(18-22 yr) pa:rticipated恒也iss旬dy，two times each， 

at 13-mon由int町 vals.

2)An也ropometric皿easuremen胞

Weight， height， two biepicondylar breadths 
(h山nerus姐 dfe血町)，two g廿也s(fixed upp町町m阻 d

ca1f)岨dfive skinfold吐llcknesses(SF; biceps， tric芯ps，

subscapular， suprailiac and medial calηwere 

me湖 町edon也eright side of也ebody岨 dby仕ained

investigator according to standard techniques. 

Bioelectrical impedance (BI) was measured using a 

generator71 (TP-202K， Toyo Physical， Fukuoka， 

Japan). 

3) Somatotype 

Somatotype was described depending on three 

somatotype co皿 ponents(i.e. endo皿 orphy，

mesomorphy and ectomorphy) which were 

determined according to the Heath-Carter 

姐血ropo血 etricme血o♂.

4) Body compositions 

Esti血atingbody composition was made by both SF 

described by Lohrman81 and BI. Body mass index 

(B阻;kg'm-2)，血dfat mass index σ阻;kg.m-2)血 d

白.t-freem描 sindexσF阻 ;kg・皿，-2)(i.e. fat rnass a且d

白.(-企eemass standardized by height)" 10>， calcu1ated 

from both SF and BIσ阻・SF，FMI-BI， FF阻・SF血 d

FFMI-BI， respectively)， were used as body 

composition indexes. 

5) Statis岨.cs

Allda阻 a田 p田 S回同dasme町止SD.Ap位。dt-test 

was used to compare two variables. A pearson 's 

correlation coefficient was employed to test the 

relationship between two variables. Statistical 

SI胆五C岨 cew描 a∞ep飽datp<O.05. 

Results and discussions 

りComparisonof evaluation me曲。d

(SF vs. BI relation; Table 1) 

Al血oughp出 sentevaluation methods using SF and 

BI are estimated企'omdifferent principle， there was 
no sigoific阻.tdiffereoce between body ∞mposition 

indexes eva1uat怠dby both. These resu1ts wou1d show 

that the values estimated企omboth me也odswere 

proper. 

Table 1. Body∞Impositi.on泊d町田 incoUege a吐lletl田.

E岨(kg"m2)

FFMI陶的

SF 

3.2%0.8 

18.2土1.2

3.0，凶7

18.4士1.2

BI 

SF: Skinfold由icl皿ess，BI: Bioelec回目1imp田担n田.FMI: Fat 
mass index， FFMI: Fat-free mass ind田.

2) Soma佃typeofa白let倒 σig.l) 

Somatotype of track and field athletes was 

dis凶bu也dov町血.eMesomorphy・Ectom田phyr血 ge，

whichmeans伽 t印 t卵胞W悶 well-muscleda:幽出s.
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3) Somatotype vs. body composition relation (Fig. 2) 

The relations of each somatotype component and 

body composition index are shown in Fig. 2， and 

significant correlations of pく0.001level are 

demonstrated by straight line. Significant relationships 

were found between BMI， and mesomorphy (positive) 

and ectomorphy (negative). FMI and FFMI-SF were 

more accurate than -BI in relation with somatotype 

components. High correlations were obtained in the 

mesomorphy vs. FFMI (positive) and ectomorphy vs. 

FFMI (negative) relations in both -SF and -BI. On the 

other hand， endomorphy was highly related to FMI-

SF but weakly related to FMI -BI. These results for 

athletes could be consistent with previous studies for 

students 4， 5， 6). 

Relationship between somatotype and body composition in college track-and-field athletes 

r=O.70，p<O.OO1 
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Fig.2. Relationship between body composition indexes and three somatotype components. 
Body composition index vs. endomorphy in left column， mesomorphy in middle column and 
ectomorphy in right column， respectively. Somatotype score vs. body mass index (BMI) in 
upper line， fat free mass index (FMI) and fat-free mass index (FFMI) by skinfold thikness (SF) 
in middle line， and by bioelectrical impedance (BI) in bottom line， respectively.・:body 
mass index，・:Fat-free mass index， .A.: Fat mass index. 

would be useful for estimating body composition in 

We investigated the relation between somatotype 

and body composition in college track-and-field 

athletes. No matter what estimation method for body 
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Conclusions 

Although somatotype and body composition by SF 

are calculated丘omanthropometric measurements， by 

BI is evaluated企omdifIerent principle of measurement. 

N evertheless， no matter what estimation method for 

body composition was used， strong relation was 

obtained between somatotype and body composition. 

Consequently， these results would support our 

hypothesis that anthropometric somatotype rating 
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composition官邸 used， s仕ongrela姐onwas obtained 

bet官明nboth indexcs. Mesomorphy朋 dectomorphy 

宵 erehighly related to FFMI i益 particular.These 

findings in the present study suggest that 

閉 th悶 pomc.出csomatotype開 ting官 ouldbe usc抗11for 

臨む血組且畠bodycomposi住on盤 a也i剖:es盟甘髭盟各
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緒言

学生時代に正しい知識と議ましい健康行動の実践能

力を身につけさせることは，健康・スポーツ科学科目

の教育の命題のひとつであろう@併せて，長期にわた

り年度毎の学生の形態や体)Jデータを替積していくこ

とは，現在の学生の体力水準を犯援し，身体の変化を

経時的に知る上でも特に重要であると考えられる.本

学部は，今後も運動の科学的側面を教育・研究するた

めの資料を蓄積していく必要がある。そと守本報告で

は，本学の授業カリキュラムにある体力測定評価法案

習を受講したスポーツ学部4期生〈平成21年入学者)

の形態および身体組成のデータの基礎的資料を得ると

とを目的とした.また，本報告は. Fal-free皿ass

!ndex (FFMJ)とFat田 ass!ndex (FMI)から成る身

体組成チャート 1-4}を用いて，日常的に謙外の部活動

に参加している学生{以下，部活動群}と部活動に参

加していない学生{以下，非部活動群〉の形態および

身体総成を比較し，それらの競技特性も検討したので

報告する“

方法

1.測定時期および対象者

対象者は. 200昔年に本学f::入学し，体力測定評価

法実習を履修した男子学生177名，女子学生71名，計

24呂名である.測定は. 20自吉年4月から2010年3月の

期間に本学運動生理学実習室にで実施した.平均年齢

は，男子18.9士官 7歳，女子18畠土0.6歳であった.ま

I)九州共立大学凡ポ}ツ学部

た，対象の部活動群の男子(134名)は，サッカ「

硬式野球，宇肝硬式野球，軟式野球バスケットポーJv.
アメリカンプットポール，硬式テニス，ソフトテニス，

ソフトボール，陸上競技部(短距駿，投郷軍駅伝). 

パドミントン，バレーボール，ハンドボール，フット

サJv.ラグビー，水泳，体擦の1官競技に所属し，女

子 (5昌名)は，サッカー，ソフトテニス，ソフトポ

ール，陸上競技部(短距離，投郷).バスケットボー

Jv.パドミントン，バレーボール，剣道，水泳の10

競技に所属していた盟非部活動群は，男子43名と女

子13名であったー

2.形態測定

身長はスチール製のスタンド型身長計(ツツミ社製

HD) を用いてO.lc臨単位，体重はデジタJv体重計

(ヱー・アンド・ディ社製AD一品205) を用いて

0.02kg単位で測定した.体重の測定は被験者をでき

るだけ薄着にさせ着衣のままi制定したが，特に補正は

行わなかったー皮下脂肪厚の測定は，キャリバーの接

点に10g!mm'の一定n:がかかるようにキャリプレー

ションされた栄研式皮下脂肪厚計を用いて. 0.5組出

単位で上競背側部および肩甲骨下部の2部位をilIIT定し

た.賭筏闘の測定は，メジャーを用いてO.lm皿単付:

で胸囲，膝題(くぴれλ 左腕風大腿囲および下総

屈のB部位を計測した5) 全ての測定は学生が実施し

た.

3 身体組成

身体組成の測定は，上腕背側部と贈甲骨下部の皮下

1) K'刊 shuKyoritsuむ即醐ityFaculty of Spor包 Science
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脂肪厚からNaga朋ine6
)の下記の式によって体密度を

推定した.

男子:体密度=1.日告13 むa自由116X (上腕背側部皮

下脂肪厚十肩甲骨下部皮下脂肪厚〕

女子:体密度=1.08宮7-0.ω133X (上腕背側部皮

下脂肪厚+肩甲骨下部皮下脂肪厚)

ととでのと締背側部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚の単位

は出朋である.

体脂肪率 (%FM) ，乱針。zekら"の下記の式を!Il

いて算出した.

%FM= (4.570/体繍皮-4.142) X 100 

除脂肪量 (Fat-frεemass; FFM)は，体重 (体重

X%FMXO.Ol)で算出し，体脂肪壁 (FatMass; 

FM)は，体重とFFMとの差とした 除脂肪最指数

(FFMI)と体脂肪量指数 (FMI)は，体格指数

(BMI) と悶様の概念であるためVanltallieら引の以

下の式から算出した

FFMI (kg/mうz 除脂肪量住吉)/身長 (m)'

FMI (kg!皿')=体脂肪量 (kg)I身長 (m)'

BMI (kg/m勺=FF~正I (kg/m勺+FMI (kg/m') 

4凶統計

結果は，さまでMicrosoftExcel vol.X for Mac及び統

計分析プログラムSPSSI告。 forMacを用いて処理し，

平均伎と襟欝偏差で示した.また，性差および群関の

有意性検定には，対応のないStudent-t検定を用いた.

有意水準はいずれも5%未満(P<0.05) とした

結果と考察

形態および身体組成変数の平均値と標準偏差を性

)jIJ・群別に表1に示した.部活動群と非部活動群潤の

形態および身体組成変数において，男子の体脂肪量，

体脂肪率，体脂肪議指数， と腕背{磁器lおよび肩甲骨下

部の皮下脂肪厚の平均値に有意な差が認められ女子

では体重色体格 (BMI)，徐脂肪量，徐脂肪量指数お

よび腰屈において有意な差が認められた圃また，全被

験者の群において，体格，腰風下腿回以外の項目で

有意な，I't糸が認められ体脂肪量，体脂肪軍事，体脂肪

指数，上腕背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪嵐大

腿聞は，女子で有意に高いf置を示した.さらに身長，

体遺，除脂肪量，除脂肪量指数， D電風上腕劉は，男

子で有議1;:高い纏を示した.

形態および身体組成変数を性別署競技iJlJに表2に示

した.男子の部活動群の項尽において，陸上競技の投

郷の体意除脂肪最徐脂肪最指数およびラグビーの

徐脂肪量殺数は，非部活動群よりも有意1:高い植を示

した.女子も男子と同様に，券部活動君事よりも低い値

の項Bは認められなかった.しかし，ソフトボールの

徐脂肪量滞数，陸上競技の投揮の体重，体格，除脂肪

量，除脂肪遺指数，バレーボールの体重および除脂肪

最は，非部活動若手よりも高い債であった(P<0.05).

皮下脂肪厚および潤筏闘を性別陶競技別に表3に示

した.男子の部活動群の項目において，非部活動群よ

りも有意に低い値の項目は認められなかった一方，

ラグビーの胸留は非部活動君事よりも宥意に高い値を示

したい<0.05)‘女子の項目において，非部活動群よ

りも有意に低い値は認められなかった.しかし，陵上

競技の投書事の腕溜および麟留は，非部活動群よりも有

意に高い鐙を示したく1'<0.05)ー

性別園競技)j1Jの身体組成の特殺を図1の身体組成チ

ャートに示した.男子の投機およびラグビーのBMIは，

非部活動群よりも顕著に高い傾向が認められた. ム方，

駅伝は低い傾向を示した. FFMIは，投郷，ラグビー，

アメリカンフットポーJ仏体操および野球-r:高く，駅

伝，硬式テニスおよび軟式野球で低い傾向を示した

FMIは，駅伝，硬式テニスおよび準硬式野球で低い傾

向を示した 女子の日MIは，非部活動群よりも投郷と

ソフトボールで顕著に高い傾向が認められたーまた，

BMIおよびFFMIが非郊活動群よりも低い値の競技は

認められなかった哩 FFMIは，投機，ソフトボー}j;，

パドミントンで顕著に高く，ソフトテニスやサッカー

では，やや低い傾向を示した. FMIは，践と競技の短

距駿およびバドミントンで低い傾向を示した哩

本報告では，形態および身体組成の基礎的資料を得

ること，身体組成チャートを用いてスポーツ学部にお

ける部活動所属学生(部活動群)と部活動非所属学生

(非部活動群)の身体組成を比較し，それらの競技特

性を検討することを目的とした.その結果，部活動群

の男子の体脂肪成分(体脂肪量，体脂肪率，体脂肪量

指数上競背側部および肩甲骨下部の皮下脂肪滞}は，

非部活動群よりも有意に低い値であった.一方，部活

動群の女子の体脂肪成分においては非部活動群との問

に有意な羨は認められなかったが，体重tBMI，除鱈

肪主義，除脂肪震指数匹腰屈は，非部活動君事よりも有意

に高い鐙であった.また，部活動若手のBMIには性差が

認められていないが，身体組成には特長が多数言語めら

れた.例えば，投郷の男女のBMIは類似しお1)，男子

25串士3.4kg/m'，女子25広士3.8kg/m'である‘ しか
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いそれらの身体組成は大きく築なり， FFMIは，男

子21.1土2.0kglm'，女子19.1土1.9kglm'， FMIは，

男子4.7士1.7kglm'，女子1曾1土6.5kglm'である.ま

た，身体組成の競技特性は，チャートを用いた評価法

においても櫨認できる.男子において，多くの競技の

BMIは22kgl田 2辺りに集中している しかし，爆発的

なパワーを発揮する投郷，ラグビー，アメリカンフッ

トポールなどは，非部活動群よりもFFMIが右側にプ

ロットされ徐脂肪量が高い傾向を示した 一方，駅伝，

硬式テニス，軟式野球といった個人競技かつ身体接触

の少ない持久的競技では，非部箔一動群よりも体脂肪組

織や除脂肪組織がともに小さい傾向が認められた.さ

らに，弟子では非部活動群よりも左上側にプロットさ

れた競技，つまり体賠肪組織が多く，除脂肪組織が少

ない競技は認められなかった 女子においては，体格，

徐脂肪組織，体脂肪組織の偏差が大きい傾向を示した.

非部活動者の氏子より除脂肪組織が少なく，体脂肪組

織が多い競技は認められなかった.

本報告では，平成21年度入学のスポーツ学部生の

形態や身体組成の特性を明らかにした.また，部活動

に所属している学生の身体組成の特性も競技別に示し

た.しかし，生涯にわたり運動に殺しむ能力を滋養す

るには，自己の身体や体)).運動能力への気づきが必

要不可欠であるとことは述べるま1さもない したがって，

今後は形態や身体組成に加えて本学スポーツ学部生の

体力・運動能力に関する資料も併せて評価する必要が

ある.
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段遅遣い平fj轄における蝶点韓関の驚選に関する一考察

-2006年醸から2009年離を中心として~

中村絵理1) 尾凶奈美2) 堀内担志1)

A君tudyof development of the code of Point君forthe Uneven 
Bars from 2006 to 2009 

Eri NAKAMURAI) ， Nami ONISHI2
) ， and Tanji HORIUCHIl) 

庇EY智正)R岱S: development， code of Points， Uneven Bars 

1聞はじめに

段違い平行棒は女子の競技種目であるという認識が

一般的に定着しているが，そのJLーツは男子の平行棒

とその運動に求められる.との種目は74年前に開催

された第11回ベルリンオリンピック大会 (193昌) 1: 

初めて登場した司その後p 第15回ヘルシンキオリン

ピック大会(1昏52) において女子の4競技種目の1っ
として正式に承認恋受け，様々な技の発展や改良が行

われて来たが，最大の転換期はl冒70年代中頃と考え

られる.第21回モントリオールオリンピック大会

(l曽76)でルーマニアのコマネチ選手が遜称「コマネ

チ宙返りjの妙技でオリンピック史 t初の同点満点

を獲得，その翌翌年には旧ソビエトのシヤボシュニコワ

選手が第2回FIG体操ワールドカップオピエド大会

(1977) において「後方車輪jと「後方抱え込みて

回宙返り下りjを発表した.この発表は当時の世界体

操界に大ぎな衝撃と影響を与え，その後，その運動内

容と技の開発は驚くべき重量化を遂げながら現在に至っ

ている.その結果，現在ではこの種自が身了ゐ平行捧で

はなく鉄棒から発展した織目と理解されても不自然で

はない時代が到来した.しかし，技だけが進化してき

た訳ではなく，その陰には器械器具の改良や採点親日目

の改正努カがあることを忘れてはならない 山田υ

によれば「体操競技では，通常オリンピック終了後に

!)九州共立大学兄ポーツ学部
2)題士官官大学

国際体操逮盟 (F直D亘RATIONINTELNATIONALE 

DE GYMNASTIQUE略称:FIG)によって採点規則の

改定が行われ，次のオリンピックまでの4年間は同じ

採点規則を適用して競技が行われる.しかし，シドニ

ーオリンピック後に改定された2001年版採点規則は，

途中で小さな修正安行いながら自年間適用することを

視野に入れて作成されている.Jとされている調即ち，

200串年に北京で開催されるオリンピック大会までを

視野に入れた採点規郎であったはずである.しかし，

その5年後にメルボルンで開催された第38回世界体操

競技選手権大会 (2005) を以て約的年泣く続いた

rl自点満点jの採点規溺は廃止された.その後「新

採点規則jと呼ばれる2006年版2l女子は2007年版

引も相次いで発行され北京オリンピック大会

(2自08) に適用された.その後， 200曽年2月にロン

ドンオリンピック大会 (2012) に適用される200宮年

版4)の採点規則も発行されているが，新採点規則を

取り上げた女子費量伎の研究についてはまだ日も浅く多

くのものは見あたらない同.そとでa 本研究は技の

発展に影響を及ぼしている採点規則，特に2006年版

から200嘗年版までの新採点規郎に決目し，との種目

のルーツや歴史的な統れを踏まえながらその内容を比

較検討する.そして新採点規則が意図する段違い平行

棒運動の現状や方向性，今後の問題点等について一考

察を加えることを目的とするものである。

1) Kyushu Kyoritsu Unive.r宮ilyFacully of Spor!Jl Sclence 
2) Kokushikao Uoivc四ity
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2 段違い平行棒とその運動の膝史

段違い宝p行棒が誕生したそもそもの経緯は男女簡の

体力や体格差によるものである.との器兵は女性に格

応しい漂動内容を配慮する必要牲により男子平行棒か

ら発展し，その運動は男子鉄棒から多くの技を導入し

ながら進化を続けている.構造ヒ一般に高さの高い

棒を高棒，低い方の棒そを低棒と時び，運動は棒に対し

正面を向いて行われる.そのダイナミックな運動は男

子の鉄棒種目に相当するものとして考えられているが，

大きな遠いは寒中に固定された2本の棒問を自由に移

動し演技を構成する点にある.鉄棒では棒が11ドしか

ないため手放し技は問ーの轄を摘むだけになるが. ~生

還い平行棒ではそのパリヱーションが非常に多い.男

子ヰ平正行棒は

れるヤ一ン (仔Fr凶ieω《品命創1甘組ricぬhLudwi泡草 J為ahn吋1177河昌一l鴻串52幻}が

掬発した.ヤーンは1811年にベルリンのハーゼンハ

イデに体操場を創設しトゥルネン (Turnen!ドイツ体

操)を提唱，その際に様々な器械種目を考案している.

その中の種目の lつとしてあん馬があり，その練習時

に練習者の支持カ不足が目立ったZことから，腕力と支

持力強化を目的として考案された補助的用具が平行棒

のルーツである8l網近代やそれ以前の社会では，一

般的に男性が女性よりも絶対的優位に立ちその権利を

劉持していた.しかし，第ム次位界大戦 (1卦14-

1由18)後のヨーロッパは男女同権という社会的気運

の後押しを受け女子の体操熱が上昇，男子の難しい技

に積極的に挑戦する女性も現れている.だが，この様

な風潮が全てにおいて歓迎された訳ではなく p 一般知

識人や医学界，教育界からの批判も相次いで巻き起と

っている引 これらは当時の政治的状況の緊迫や女性

の身体に負荷をかけてはならないという偏ったイ州値観

によるものであったが，平行棒運動は女性にとって上

体への負荷が強すぎるとの連曲により，その負荷を軽

減させる方向へ改良が始められる.郎ち，三本の棒に

段差そつけた段違い平行捧への変容が徐々に見られる

のである.段違い宝p行棒は第11回ベルリンオリンピ

ック大会 (1母36)に初めて議場，第15回ヘルシンキ

オリンピック大会(1筋2) において女子4競技種目の

ーっとして独立した.また. 20世紀はモ/を製造加

工する技術も飛躍的に発展，とれらはスポーツ器呉の

ヱ夫や改善にも応用された網同65年にはその本体を

引き締めロープで凶定し~互に両線開の悩を苦闘節出来

る段濃い平行棒が開発された，その結果，技の目自発は

男子の鉄棒運動を積極的に取り入れながら懸垂遼動や

振動系が著しく進化 1号7自年前半からは倒立支持系

とともに fコルブト宙返りjや「コマネチ宙返りj等

の宙返り系が開発されたa その後 1曾77長i去には「後

方車輪jが発表され，技は飛躍的進歩を遂げながら数

年単位でトカチェフやデルチェフ，ギンガーといった

鉄棒運動の技が導入，コンビネーション系も急速に進

化した.J!!に1官官官年以降からは前方車輪系の開発が

始まり，現在では男子顔負けの逆車輪や逆背面系の技，

下り技も当たり前にこなす時代が到来している.

3.器具の規格変更や改良による技の発展

段遣い平行棒が女子特有の種目として発渡し続けて

来た緩緯には自を見張るものがある嗣ぞれは持代とと

もに事事しい変化を遂げてきたが，器具の規格変更やそ

の改良が技の発援に与えた影響は計り知れない.との

穏自が1官36年のベルリンオリンピックに火予競技積

目として登場した頃は男子の平行棒に段差をつけて使

照されていた.そのため高棒と低棒の段差は60c出程

度しかなく，技の殆どは男子平行棒の縦向き技の応用

であったという叫.しかし，徐々に器具を改良する技

術は発援し.日52年のヘルシンキオリンピックでは

その段差昌Oc臨が実現し，土台の不安定さも解消され

た とこのと:とは棒に対して横向きの体勢で行う回転系

の技の発援に大きく賞献することになる 占母子鉄棒運

動の支持[nl転系{け上がり，前方や後方支持111J転，前

方や後方浮腰回転，等}が導入され，水平立ちゃポー

ズ系中心であった技が次第に横向きの回転技へと移行

して行くようになる.その後，器具は1960年代後半

に向かい両棒隔の距離が更に広くなるよう改良が行わ

れ技の:t流は支持団転系から振動系ヘ振動技から

燐時に河手を放し支持樹立や振動技とひねりのコンピ

ションが取り入れられるようになった. 1申告畠年

には振動系の技に宙返りやとぴ越し，下り技には初め

て宙返りが導入されている.更に， 1970年代に入る

と振動系は更に高度化し，宙返り技やひねり技への傾

向を強めた.第四回ヴァルナ世界体操競技選手権

(1曽74)で!日ソビエトのコルブト選手が発表した

「高棒上にしゃがみ立ちから，後方伸身宙返りして寓

棒懸重量(当時C難度)Jはあまりにも有名な技である

叫.河棒関の距離は1骨72年当時で480mm-520mmで

あったが2 品年後のモントリオールオリンピック

(1976)では550皿血-7畠Om臨まで広がるように器具

が改良された，とれにより高棒外向きの終末技やひね

り凌伴う宙返り等が発展，コマネチ選手の「後ろ振り
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I::lj前方開脚宙返喧高棒懸霊能振り(現E難度)Jや 両宙返ち)Jや「後方伸身2回宙返り下りj等，最近

「棒下振り出し，/，ひねり後方かかえ込み宙返り下り までは有り得ないと考えられていた技はすでにポピュ

{現日難度)Jなど，自由演技で行われた3つの宙返り ラーな技と化してしまった

を含む支持額j立系の技と1回ひねりを加えたコンビネ

ーションは世界の体操界へ大きな衝撃を与えた次い

で，翌年には!日ソピエトの小柄なシャポシュニコワ選

手によって「後方車輪jと「後方抱え込み三回宙返り

下引が発表され，ついにその運動は男了鉄棒運動と

完全に合流する.しかし，小柄マあるからこそこの技

は発表出来たが，全ての選手が対応出来るとは限らな

い.主主年のl事78年には荷棒閉が580mm-告OOmmま

でと規定され，器具にも更に改良が加えられた結果，

車輪やシュタルダー倒立，車輪からクロスして宙返り

等，コンビネーションに工夫を凝らした技が出現した.

しかし 1昔日5守ーにはその距離が690臨 臨-1050m田ま

で広がる様になったため「高棒支持から低棒臥反転

系jの技が物理的理由により療れることになる.その

後， 2""'3年ごとにこの距離は50盟国から 100mm，最

大では3∞曲四程度の広がりを見せ，高棒だけで対応

できる技が急速に発展するようになる.段濃い平行棒

の急速な鉄棒化である盟 1盟事1年には縦向き運動用に

山来ていた精円型の棒(Jiーとも呼ぶ}が丸型に改良

されたことにより，更に鉄棒技の導入に拍車がかかっ

た現在，パーの素材には繊維強化プラスチックが採

用されており， J互に強度は向上している.その後，

fギンガーlli1Jひねりjや「前方車輪~マルケロフ

{ホルキナ)J r後方伸身宙返り3図ひねり下りj等，

l型的年には日本の山脇選手により「後方伸身2回宙返

り2(Wひね坦下りjも線発されている12)圃 2000年1月，

世界体操連盟(以下， FIGと呼ぶ)は段違い平行棒の

規格について，高棒内側から低棒内側までの最短距離

を最大1800出加とする旨の週連を出した.ぞれ以前の

規格ば最大1告OOmmである次いで， 2002年3月には

高棒と低棒の高さを従来の規格より 50m盟上げ，高棒

25∞田m，低捧17∞m mとする旨の議遼も出されてい

る.両棒問の距離が広がり高在も確保出来れば更なる

技の発展が期待されるところである凶しかし，そのた

めには器具に更なる強度と安定感が求められる.器具

を開発するll1aとしても，支柱や土台の強化，車輸を合

理的に捌けるよう男子鉄棒と向型のキャップを接続部

に採用する等，最善の努力を尽くし難題を解決した総

呆，現f互の段違い平行棒は男了鉄棒，ぞれ以上の機能

を持つ器具に進化している叫.その器具を使対するこ

とにより「イエーガー宙返りJrトカチエフとぴ越

しJ， r後方かかえ込み2回宙返り1画ひねり下り(月

4. 2申告患年版以降の規郊と採点方法

り審判員構成とその役割

遜常，オリンピックや世界選手権大会等ではA審判

員 (20鈎年版よりDifficultyJudgel以下P審判員と時

ぷ)24'1. B審判員 (200嘗年版よりExecutionJud酔/

以下E審判員と呼ぶ)品名の計8名が採点業務に携わる.

招待の国際大会等であればP審判員2名， 且審判員4名

の言1'6名でも構わない.その他，アシスタントと称す

る訴時審判長(演技時間の計測)と線審(ラインオー

バーの磯認)が数名，セクレタリーと呼ばれる1名の

審判員が演技j磁の厳守，車込書事ライトの操作，最終ス

コアの掲示とコンピュータ一人)Jに携わっている同 D.

E審判長やセクレタリーは各積回同人数が必要とされ

るが.アシスタント数は種目によって議なるー段違い

平行棒には落下に伴う中断時間を計測する計時が1名

必要とされるため，最低でも8名または10名の審判j員

が書記監される.審判員の人数に対する細かな規定は

20ω年販の採点線則から始まった

2)採点の方法

採点は選手が跳躍板またはマットを踏み切った瞬間

から始まるが，跳躍板の下に余分な跳躍板等の追加は

w来ない.開始技の勘定は選手が銚躍板や器械に接触，

または器械の下を巡り抜ける行為を行わなかった場合

は2回目が許可される"との行為は2007年版の採点規

則までは減点対象とはならなかったa だが， 2009年

版において「開始技の3問自の試みは認められないj

旨の文言が途方自主れると同時に種目特有な実施減点

の項目に f開始技の3回目の試み(-1.0む点)Jが適用

された曙更に 2010年2月には財団法人日本体操協会

(Japan Gymnastic Association:通称JGA)女子体操

競技情報16号叫(以下，情報16号と呼ぶ}の通達に

よち f罪悪始技の2回目の試みでの失紋(-1.∞点)Jと

変更が行われた.即ち，開始授を2留とも失敗した場

合，そのまま演技を開始しなければならないし 2回

闘が失敗すれば大きな実施減点が諜せられるというと

とである.この規則の適用はリスクの高い高難度の開

始技が敬遠されることに繋がっているのではないか.

実際，最近は幾度の低い開始技に人気が集中している

様に見受けられる.次に選手が器械から落下した場
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合は30秒の中断時間が許可されている幅 20むE年版で

は中断時間計測についての詳継な規定はなかったもの

の. 2007年版から「選手が落下後マットに立った時

から計測が始まるjと表記されたー中断時間は秒単位

でスコアーボードに表示 10秒単位で選手に知らさ

れる.選手が30秒の制限時間内に再び段違い平行棒

に戻らなかった場合，演技は終了と判断され減点、が適

F号される.

3)得点の算出方法

得点{以下，スコアと呼ぶ)の算出方法は跳馬安除

く3積自で共通¥:'ある審判員はP審判団Z名とE審判

問時{または4)名に分かれ各々定められた採点、業務

を行う.まず D審判回は選手が実施した演授の難

度点 (DV/Difficulty Value). 構成重要求 (CR/

Co出positionRequirer注目1(8). 組み合わせ点 (CV/

Connection Value)を全て確認しDスコアを確定する.

次に E審判団は選手の演技に対し10点論点から一

般的欠点，芸術性，種目特有の実施について減点、を行

い，減点後のスコアを各々算出する.その後， 6 (ま

たは4)名のB審判員の中で高いスコアと低いスコア

を提出した審判員2名のスコアを除く4 (または2)名

のスコアの平均点を算出したものがE審判団の最終ス

コアとなる とこのひスコアとEスコアの合計が選手の

最終スコアとなる.ここでは2006年版から a貫した

算出方法が採用されている.

4) 0審判団の業務と役割

(1)難度点 (DV/Difficulty Value)の確認

。審判団は定められた異なる3つの業務後遂行する

その lつ自が幾度点の確認であり，選手の演技内容に

対して承認出来る技の幾度点を数え，その合計を選手

のひスコアに加算する作業を行う.全ての種目に対す

る技の価綾点はA難度 (0.10点}からG難度 (0.70

点)までを7段階に分類，図解編集され難度表として

採点規則内1::収載在れている.現在，段違い平行棒は

約28むの技が登録済みであり，これらはFIGから通達

される競技情報等によち増減を繰ち返している選手

は難度表から自闘に技を選んで演技を構成できるが，

収載されていない技の実施は難皮膚、として認められな

い，その数え方は20自吉年版から変更されている.以

前は「最大事つの難皮点の高い順からの技と終末技

(計10技)Jに対して難度点、は認められていた だが，

との条件は選手濃の幾度点獲得を目的とした然蕊事長で

長い演技構成を助長するZことになり，その給呆，競技

会での過失の増加や技における質の低下を招いたと考

えられている.その後，難度点は200吉年版において

「終末技を含む最大畠つの幾度点の高い願からの難度

点(昌技)J 1;:改定された.技の多さで難度点を獲得

するのではなく，その質と熟練伎に重量点を霞く方向性

が見て取れよう

(2)構成要求 (cR/co間 関sitionRequirementゅの

確認

D審判聞の2つ自の業務は構成婆求の確認である.

これは各種目の演技構成の際に留意すべき5つの要求

であり. 2007年絞までは要求グループ設住GR/

Element Group Require出油脂)と呼ばれていた選

手が提示された褒求安満たすごとに各々。阻50点，最大

¥:'2.50点の得点が選手のPスコア1::加算される仕組み

になっている.段違い平行棒では「回転系J， r振動

系J• r空中局面を伴う劇， r終末技jに対する要求

があり，終末技に関する要求以外は2∞盟年践での変

化が著しい.以前は空中局衝を伴う技に3つ，回転系

に1つ，終末技に対して1つの要求が設けられていた

が，空中局面を伴う技へは2つ，回転系に2つ，終末

技への重要求は従来通り1つ，と変化している.まず，

mω年版以前の空中局面を伴う技への要求では「溺

捧から低様へ移動する空中局面を伴う技jと「低事事か

ら高棒へ移動する空中馬障を伴う事むに対し各々0.50

点(計l必0点〕が加算されていた.しかし，これが

「高棒から低棒へと低棒から高棒へ移動する空中局面

を伴う技jという文部之統合され. 0.50点しか獲得出

来ない.同転系では f棒に近い技{グループ2，4. 

5)空中局面を伴う技，振り上げ静j立は除くjが以前

の要求であったが，特有な構成誠点の部類であった

「少なくとも2つの異なる握り{開始技と終末技を除

いた願手，逆手，大逆手) (-0.30点)Jと統合され，

「少なくとも2つの異なる握り{振り上げ倒立，開始

技と終末技は除く〉と棒に近い空中馬爾を伴わない回

転系の劃という要求になり，難易度が上がっている

その他，特有な構成減点であった「空中局面を伴わな

い3印。以とのひねりを伴う技{中技のみ) (-0.30 

点)Jも構成要求に追加されている.つまり，偏った

技による演技構成を制御，マンネリ化を紡ぐと共に変

化に富んだリズミカルな演技を求める傾向にあると考

えられよう. (表1，参照)
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{表!)構成製求の変化

(3)組み合わせ点 (CV/ConnectionValue)の纏認

D審判団の3つ自の業務は組み合わせ点の確認であ

る.独創的で難易E震の高い技同士が霞援組み合わされ

た技に対し，その都度品 10点から0.20点を選手のDス

コアに加算するシステムが組み合わせ点である.との

獲得には内容のない重量り(逆}j向に振り戻す前の，難

度表にある技の実施にはない前振りや後振り)や中間

振動(正面支持からの後への振り直し，または次の技

を連続するためには不必要な懸主義での振り)が2つの

技の間に実施されないことが条件であり， 2006年紋

から貿かれている方針でもある.無駄なスイングを省

き，高い幾度の技を議援組み合わせることにより高い

ボーナス点を獲得することが出来るが，このシステム

も初日告年版からの変化が大きい. まず， 200官年版か

ら全てのCまたはD幾度の組み合わせには「空中局商

か1/，以 tのひねりを伴うj ことが必須とされ，その条

件を満たせない場合の加点は廃止された.次いで，今

まで0.10点の加点対象であったD+Cの絢み合わせに

は f高棒から低棒へjの移動条件が付加されている

その他，同一技の直接の組み合わせは2固まで認める

が2回目は難度点としてカウントしない等の注釈もあ

り，本来段違い平行棒の特徴である棒問の移動運動を

再評価していること，そして中身の濃い組み合わせを

望んでいる傾向が探察吉れる(表2，参照〉園

{表2)緩み合わせ点的変化

年額 加点〔由10) 加4(0.20)

2.渇E∞7
zao(凋留著制中書で局整喪面中臆ま周さた爾れはをなひ伴け幅うホ}切J+をtG参な宇ら都怠い ロこ〈盤関のt中ーB蜜醐沖織庫駅直をで腸盤を裂溜伴る齢ままラた〉た制は+は議ひ.'健織ねす輔れで切をyの帥d伴ちG郵悼胤号報〉上シ式い、a

0+0 O+Eれつは窪中島商を棒切

。+， H'  
0'寓捧から慎構内部捜中島慣を惇う)+

豊D中{飼局面樺をζま停のたわ嵐は+替鋭Cで機以喪か上禽ら〈寓賓織締内での@〉c 
この服審で実施

部同9
IHE(1つは宮中晶画膏停う)

D+O);J誌上
E+E 

すペて部O!D駿"思議は空中島閣か11里民上申ひ担割を棒わなければなちない

(4)幾度と技術の繍値判断

実施された技がどの難度価償後持っか，また技術が

どの稗皮優れているかという判定は審判員の正確な判

断力によるところである，その判断力を更に精密化す

るため. 2009年版からは「伸身姿勢jと「倒立の完

了角度jについて詳細な基準が設けられた 例えば

「イ申身宙返りでは少なくとも弘回転伸身姿勢が傑たれ

なければならないjという暖妹な規定は， 200吉年版

において[終末技 (2回憤返り}は少なくとも1回転

(360')は伸身姿勢<>135つを維持しなければ当該

難度とは承認されないjに変更された.しかし，約1

年後の情報16号の通達によって，畿の曲がりが僅か

でも認められた場合は伸身姿勢を認めないととが決定

した.つまり，級角度180。のみが伸身望書勢として認め

られた訳である 次に樹立の完了角度について，キー

ワ-1<は r10'に到達しているのか， していないの

かjである.技の完了時における倒立の望書勢が高棒

(または低棒)1::対して一直線から1げまセは幾度が

認められるーだが 10'を越えた時点で技の種類によ

っては幾度を失うか格下げの対象となる.このことは

200自年版から一員している事項であり，倒立姿勢に

対する拘りが見て取れるー次いで，実施減点、が20ω

年版より r> 10o~30'J は減点なし. r>30'~45つ

は-0.10点， r>45つであれば-0.30点と判断しやす

い3つの角度に分類された，これは封子鉄棒における

減点方法とほぼ同じである.技の完了角度が確実であ

り振隔が大きくスピードのある実強であればとれらの

減点は回避出来ょう.だが， これらの重要求基準から伺

えることは，この運動がすでに女子種目としての域を

超えて進化し続けているというととそしてそれを奨

励する環境があるということである

5)在審判図の業務と役割

(1)種目特有な実施減点

E審判団は定められた2つの業務に携わる その1つ

目は各種目に与えられた特有の減点を確認し10点満

点から減点することであり，ここには2007年版まで

「構成減点jとして取り扱われていた減点項目も取暫

扱われている. r関始技の前 ~;:2要素以上を行う(

0.30点)Jは2007年阪を以て廃止古れ，新たに何回

闘の助走または開始技を実施せず銚躍板に触れる(-

O.紛点)Jが追加されたe ぞれは20ω年版から-1.00

点となり，更に情報16辱の通達により「樹始技の3回

目の試みjが「開始技の2回目の試みでの失敗Jに変

更されている網開始技の過失による滅点は明らかに厳
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しい.次に 2006年版の{足がマットをかする(一

弘30点)Jは2007年版から 0.50点， r足がマットに

あたる(-0.50点)Jは2自由7Af.版において 0.80点，

200吉年版では-1.00点である.演技の中断に対する

減点が厳しくチェッタされている.また， 2007年版

までの[技の実施なしで棒を換える(各々 仏 10

点)Jは200吉年版から -0.30点，とれば1回でも -0.30

点である.メリハりのない無駄な棒簡の移動を制限す

る意図があると捻察されよう盟更に[空中局面を伴う

技での回転不足(一日 10点)Jが追加，回転不足は必

然的に漂動のリズムを崩す.そして「終末技がない

{終末技を試みない) (-0.30点)Jが2009年版から

-0.50点となった.演技が議後まで完ア出来ないとと

に対する減点は厳しい同その他身体の笈勢や技の高

さに対する減点も大きいE 姿勢が磁ければ技の振幅も

狭まりスピードも落ちる.リズムの崩れや失速等は必

然的に飽の減点にも大きく関わる重褒事項である.こ

れらのことからも開始技から終末技までの安定した正

確な演技，スピード溢れる雄大な実施を評価しようと

する傾向にあることが分かる また，従来の暖味な表

現での減点項目が整理されているため，審判員が演技

の技量差を判断し弱いよう工夫された結采も伺える

{表3，参照).

{表的種目特有な実施量産点的変化

(2)技術的な一般減点、

とれらもE審判団が携わる2つ自の重要な業務であ

る‘技術的な一般減点は種目を関わず適用される減点

であり，各々が種目特有な減点と共に10点満点から

減点を行う.ここでは女子体操競技情報15-~国(以

下，情報15号と呼ぶ)と情報16号の通達により，段

違い平行棒は「身体の姿勢が悪い，つま先が伸びない

または足が緩む，足が内向き(-0.10または 0.30 

点)Jという減点を，演技中に「後振りで身体の伸ば

しが不ト分jであると判断した場合，演技全体で1回

のみ適用する乙とが決定した.段遠い平行棒の演技時

間は短いため1回のみの適fIlであっても失点は大きいE

また， r転倒や落下 (-0.80点)Jは2009年度版から

-1.00点が適用された.着撤や"i!中局面安伴う技等で

の過失は，その減点だけセはなく様々な姿勢欠点もそ

の都度適用されるととになる 着地減点は情報15号

で補足も行われており，着地渡勢の減点は細かく言及

されているe 技の美しい完成度を評価する姿勢が見て

取れる減点項目であるー

5.難度表における技の価値とその変化

1) r開始技j の変化{技番号1 1.1 01~1.5昌岳}

関始伎には現IT'41の技が登録されており， 200容年

版における変化が認められる しかし，若干追加され

た技はあるものの，難度表から削除された技を差し引

けば技の増加は1技であり， Zこの傾向から見ても選手

逮が開始技に力を入れているとは考えにくいー開始技

での過失には大きな減点が適用され精神的にも負担が

大きい哩更に20ω年版からは I終末技を含む最大串つ

の難E差点の高いj厳からの難度点 (8技)Jを数えるシ

ステムも導入されている 終末技を除けば開始技と中

技の合計は7技しかない省無駄な技の多さを極力控え

少ない過失で演技を構成しようと考えるならば，必然

的に精神的負担の大きい開始技に対する比重は軽くな

るであろう，即ち，リスクのある難易度の高い技での

演技開始は敬遠され，その開発が停滞しているのでは

ないだろうか{表4，参照).

{表4) r宮署姶技Jの変イ己

書議需拡国間醐立 畿の魁扇
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2) r後ろ振りよげと浮支持翻転系技jの変化

{技番号館 101~2.506)

現在2習の技が登録されており， 2007骨:‘版からの変

化が著しい.まず「商棒懸垂~後振りとがり倒立系

(B-D)J の技会て， 200宮年版からは f寓棒懸空襲~

後振りよがり浮支持(A)Jの技も削除古れている

とれらの技は200吉年版が理想とする止まりのない演

技構成に合致しなかったと考えられる. 2007年版で

難度表に登場した「後方浮支持回転 (30') (草刈の

技も200宮年版で削除された.とれば「綴立角度は身

体の会ての部分が一直線で10。以内jであることが適

f持されたことによるものと考えられる.次に，削除さ

れた r(倒立近くから)前方浮支持回転倒立または1/2

ひねりに)Jの技は f倒立近くからjという文書が

消去され担「前方浮支持回転倒立または込ひねり

ら低棒への移動技であるーその他， r前方車輪片手ヒ

で1図ひねりj技に2007年版から「技倒立前のひね号

開始jという文言が追加され， 200型年版から前方車

輪の技に順手と片逆手の種類が追加されている{表6，

参照ト

{表的「車輪系技Jの変.1¥';

醐 ω

(D) Jとして悶年版に復活を遂げている.格上げさ 4) rシュタルダ一系技jの変化

れた技はひねりを伴いながら低捧から高棒へ移動する (技番号14.101~4.50的

技である{表札参照} このグルーブには現u'33の技が登録されており浮

膝回転系とも呼ばれるーとれらも車輪系と問じく晃子

(義的 r後ろ援号上げと津支持回転系技j的変化 鉄棒運動から取り入れた技によって発展して来たグル

3) r車輪系技jの変化(技番号13.101-3.70畠}

ここには現在48の技が皇室録されているが，その技

の多くは男子鉄棒運動から取り入れられたものである.

200吉年版で削除された技は多いものの，他のグルー

プと比較しても圧倒的にその種類は多い圃削除の対象

とされている主な技は「ひねりを伴う振りの技J， 

f商棒から低棒へ移動する空中局面を伴う技J， rひ
ねりを伴わない回転系の技jである.とれらはひねり

終了時の倒立角度が30
0

，低棒支持時の倒立角度が45"，

そして回転終f後の倒rr角度が指定されていなかった

技であり，前グループと同様に現行版の蕊向に沿わな

いため削除されたと推察される.格上げの技は高棒か

ーブであるが，女性特有の柔軟性や器具の特徴を利用

して発属した技も見受けられるー情報16号によって

通達されたE難度は男子鉄棒で見られる技であり，一

般的には f後方間部シュタルダーからトカチェフjと

呼ばれている.今回の削除対象はシュタルダー後の浮

支持の角度30'¥ 浮腰[nJ転後の倒立角度が30....，そして

低棒懸議後1;:樹立と指定されていない技である 格上

げされた技はひね号を加えながら低棒から高棒へ移動

する技である{表7，参照〉闇

{表7)rシュタルダ」策技Jの変化

智特許蔀軒 鈴の極扇

"骨咋吋曹面支持M 宮町方眼期保a理転向脅面支持
醐 -1 A 

，，，併吋 m宵簡怠縄開豊島晴朗脚縛a臨趨転m 宵衝支持

5) r足裏支持，かかえ込み臨転系技jの変化

(技番号15.101~5.60吾}

このグループには現配43の技が議録されている.
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2007年版で削除された授は商棒から低棒への移動技

であり，乙の2つの技には移動の際に明確な安中局面

が見受けられない. 20百昌寺:‘版から空中局面を伴う技

の重要性が譲われているため，との2技は条件に合致

しないと判断され削除の対象になったと考えられる.

f後方屈身足裏支持回転俗的(日)Jは2007年肢で

登場し現行版で削除された技であるが，との技も倒立

角度に対する採点規則の意向によ明削除されたのであ

ろう E 大逆手懸垂30.や低繕懸垂を終了地点とする技

も同様である.難度が格下となった技は空中局聞が明

確に判断できないものであり，その反面，情報15号

の通達によって格上げされた技はひねりを伴う両棒院

の移動技である(表札参照). 

{表8)r足裏支持，かかえ込み回転系技」の変.1t

的『終末技』の変化{技番号16.101~器.707)

税在このグループには79の技が登録されている.

削除された技がE技，治加された技は3技，その内の2

技はシュタルダー系から進化した終末技である.削除

された技番号怜 311Jの技群は，現在の「畠.31自/高

稼~前方屈身宙返り下ち，または後方宙返り{かかえ

込み，屈身}下りに)Jの中に統合在れたと考えら

れる.また「棒間へ援母下ろし，前振り~後方伸身官

返り1/，ひねり~前方屈身宙返IJ'/，ひねり下りjの削除

は伸身と屈身姿勢の区別が付げにくいととによるもの

であろう.類似した技に「かかえ込み (D)J • r1中身
(E)Jがある 全体的にやはり車輪系からの発展技

が多く見受けられる{表札参照). 

(表的「終末技」的変化

告.まとめ

採点縁日号は技の変化と器具の改良に大きな変化を守

えるE重要なファクタ る 10点満点廃止後l主導

入された新採点、規則は200昔年版での変化が著しい.

新しい規郎の路行により出現した様々な問題に対する

工夫の跡が総所に見受けられる E 難度点の対象が従来

の10技から昌技へ削減されたととは技の紫と熟練性を

重視する表れであり. rg宮中局面安伴う2凶の棒間移

動jや r2つの異なる撮りJ. r360。以上のひねりj

技を演技中に盛り込む条件の提示は多彩でリズミカル

な運動とバランスのとれた演技を促す望書勢が伺える.

また技の組み合わせにより加点の獲得を試みる場合，

全てのCとD難度の技に「空中局面jか r'lz以上のひ
ねりjを必須とし，な10点の加点対象であるD+C幾

度には f高捧から低様への移動j条件が追加された.

工夫されたレベルの高い技による組み合わせと棒聞の

移動運動を評価する意図が見受けられる.更に伸身姿

勢の腰角度は唯一180.と主主められ倒立完了角度の判

断には晃子鉄棒と殆ど問じ減点方法も毒事入された. こ

こには大きな振幅とスピ-1'感詩量れる止まりのない演

技を奨励する方向が見て取れよう哩そして，着地や空

中局言語を伴う技での過失は当該減点だけではなく様々

な姿勢欠点もその都度適用される.運動に対する減点

は技栓失敗させないために行なわれる行動であるとも

考えられ，安定した演技のためには不可欠な作業と考

えられる.演技開始から終了時までの姿勢欠点のない

正確で安定した実施への評価は高い.難度表の技も採

点規則と連動している.伸身姿勢や鱗立角度が判断し

にくい技，理想とされる止ま暫のない演技に合致しな

い技は全て消去された.その反面，開始技と終末技を

除く全ての技群で洞棒関の移動を伴う技が格上げの対

象になっており，組み合わせ点の加点傾向とともに大

変興味深い現象である.技の質や熟練性(基本技にお

ける身体の反り，討のゆるみ，織の乱れのない演技)

はもちろんのこと，レベルの痛い技同士の組み合わせ

による多彩でリズミカルなパランスのとれた演技構成，
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大きな振幅とスピ-)<感のある迫力のある演技と演技 て行くのであろうか.雨棒閑の距離の変化が与えた速

さを体における姿勢欠点のない正確で安定した実施，却 動への影響は非常に大きい.しかし，距離の更なる広

ち，現行の採点規則は演技全てにおいて完熟度を更に がりにより得られる成果はもはや存在しないのではな

高めさせようとする規則であるととが確認出来よう調 いか.充分過ぎる程I~商棒での技は発展している.段

遠い平行棒は本来平行棒から枝分かれして発展した女

7 今後の露題 性のための種目であるが，現在の運動形態から考えれ

突然に見える採点規則の改正は現場の技術発展が最

大の理由と吉れている.最近の段違い、F行俸運動は鉄

棒遼動と殆ど悶じ内容であると脊つでも差し支えある

まい.選手のトレーニングも鉄棒と同じ手法が採ちれ，

低棒が邪魔だと感じている指導者も少なくないという，

しかし，段違い平行棒は2木の捧問を移動する空中局

面を伴う運動をその特徴としていることである.穣自

独特の演技の組み立てや芸術的表現に面白味のあった

過去の迷動からかけ離れてしまった今の運動を物足り

なく感じるのは筆者だけであろうか.筆者が現役の頃，

段違い平行棒は現校の鉄捧擬きではなく，まぎれもな

く{段違い平行棒jだった.第1串回東京オリンピッ

ク大会 (1告64) において採点規期の総測は「懸垂及

び振りの競技を主にしなければならない盟支持の演技

は，燐時経由の姿勢としてのみ用いるjと大幅な改正

をみた 規則が静止技を廃止する方向に動いたことに

より，必然的に振動系を始め支持系やひねり系の技が

多様化し，鉄棒運動技の積極的な導入はとぴ越し技や

下り技の宙返りの開発を促進した.その後，採点規鄭

は第20図ミュンヘンオリンピック大会 (1972) にお

いて獲に改正され「演技はいかなる停止もゆるされず

継続していかなければならないjとされた この改正

後からひねり技を伴うスピード感に滋れた雨棒間を移

動する組み合わせ技が発援している.モントリオール

オリンピック (1976)でルーマニアのコマネチ選手

が披露した「段違い平行棒ならではjの技は大変印象

深い.段違い平行棒の特徴を最大限に生かした演技で

はなかっただろうか その翌年，シャポシュニコワ選

手が発表した後方車輸によりこの種目は完全に鉄棒運

動へと進路を変える抽.凶器自伝 FIG女子技術委員会

は急激な技の発展に対応すべく「シンボルマーク(技

の記号化)Jを考案，現在ぞれは審判長の更なる採点

精度や採点速度の向上に大きく;貞献している川凶だが，

10年程前からとの種目の技の発展は横ばい状態であ

るζとは否定できない，ぞれ紘その技をいかに最小

の実施減点で確実に，そして大きく実施するかが現在

の重要なポイントとされているようである では今後，

器具の改良や開発は技に対してどのような影響を与え

ぱ鉄棒から発展した種目と思われがちである‘段差が

じた時点からその運動は鉄棒と交わる薄命が定めら

れ，そのカを得ながら技はここまで進化することが出

来た.しかし，今日では女子選手の小型化も進んでい

る.ぞれ故，更なる距離の広がりは穣B特有の両捧問

移動を全く不可能なものとし移動技の全廃に繋がる危

険性を苧んでいるーとれは段違い平行棒の全面否定に

繋がる.段違い平行棒が段君主い平行棒であるために

「高棒と低捧j という関係を否定することは絶対に避

けなければならないのである. 200宮年版から開始技

と終末技を除〈全ての技群において両捧潤の移動を伴

う技が格上げの対象となり，組み合わせ点の加点にも

その選動が採用されている.その背景にはこの様な理

由も内在しているのではないだろうか.次に器具の高

さはどうぜあろうかE 之の部分は両棒聞における距離

の改良と比較してもさほど改良は行われておらず，マ

ットの厚さがその調議機能を果たして来たと考えられ

る 2002年のF郎通達により両棒の高さは各々5crn引

き上げられ様具にも改良が加えられた.しかし，マッ

トの厚さについても+8cmが瀕遼されたため，差し引

き3cmの空間が減少した.更に着地補助~-yトの迫力日

も認められており，落下の際の安全に相当の配慮がな

されている.このことからも，選手らの落下時の衝撃

がいかに大きいかが容易に怨像されよう.選手の小型

化からもこれ以上の高さを求める必重要はないのではな

いか.パーの形状改良についても，現段階での材質の

問題も含め今後も女子特省の技構成を肯定し続けると

すれば，その可能性は極めて少ないと考察する 従っ

て，すでに技の完熟度が極限のところまで求められて

いる現状では，技の組み合わせによってスコア獲得を

追究する方法が唯一残されている方法のようである.

即ち， とれからの運動の発展は技の隙発よりも，高事事

での空中局面を伴う宙返り連続「トカチェフ{ロ幾

度) +ギンガー{ロ難度)J.またはE難度の組み合わ

せ. rイエーガー (D難度)-下パーへの移動技 (D幾

度以上)Jといった連続技の戦いになる ζとは必至で

あろう.金+'的によれば「このような横向き技の隆

盛は男子鉄棒運動への傾斜をどうするとともできない.

たとえ立位，度佼L臥位iま許されても，演技全体が姿
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勢侭持なく流れるように演じられるべきだとすると，

どうしても男子そこのけの技能が要求されるし，上体

への負荷が強くなることは避けることはできない.段

違い平行棒の発生が女子の母体特性への配慮であった

ととを考えるとき，大局的な考察を必要とする時期が

来るのはそう遠くないかも知れない jとある すで

に37年前には段違い平行棒の将来について極めて重

要な指摘がなされていたのである.まさに今その時期

が到来し，この種目の将来を見極める重姿な役割がこ

れからの採点説則に託されていると言っても過言では

ない.
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平鞠台にお持品購点規開の費量霊に関す喜一考察

-2006年醸から2009年離を中心として~

中村絵理1) 尾凶奈美2) 堀内担志1)

A君臨dyof development of the code of Points for the balance 
beam fro醐 2006to 2009 

Eri NAKAMURAI) ， Nami ONISHI2
) ， and Tanji HORIUCHIl) 

庇EY智正)R岱S: development， code of Points， Uneven Bars 

1 はじめに

平均台は女性のために作られた運動穣自ではない

本来は男性が身心の鍛錬として行っていた平衡感覚訓

練運動である日.持予の体操競授はギリシャで開催さ

れた第1[ロiアテネオリンピック大会(18告昌〉から競技

種目として取り上げられていたが，女子は第昔図アム

ステルダムオリンピック大会 (1宮28)にエキシピシ

ョン参加を果たしでから昌2年，この種目が競技スポ

ーツとして正式に取り入れられた第10図ブダベスト

世界体練競技選手権大会(1由34)からはまだ76年し

か経過していない. 1960年代，第181ft)東京オリンピ

ック大会 (1鮪 4)で「オリンピックの名花jと讃え

られたベラ・チャスラフスカ，第1百回メキシコオリ

ンピック大会 (1968)で fメキシコの花嫁j と呼ば

れたナタリア・クチンスカヤらによる女性的でエレガ

ントな演技に世界の人々は熱狂した.だが，彼女らの

引退後，女子体操界は回転系を代表としたアクロバッ

ト系の技を優位とする方向を目指し，小柄な選手遣の

活綴が始まるa 第20回ミュンヘンオリンピック大会

(1曽72)では「ミュンヘンの恋人j と呼ばれたオル

ガ z コルブト，第21回モントリオールオリンピック

大会 (1976)ではルーマニアの「白い妖精jナディ

ア・コマネチが段濃い平行棒と平均台の種目で高難度

かつ正確無比な演技を披露し，近代五輪史上初の10

!)九州共立大学兄ポーツ学部
2)題士官官大学

点機五誌を獲得した.もはや，平均台運動はこの運動が

作られた当初の目的から完全に切り離され，競技スポ

ーツとしての急速な技術発展を稼げている.だが，技

の技術だけが勝手に発展を遂げてきた訳ではなく，そ

の発援に大きな影響を与えているのが器具の改良であ

り採点規則の改正である これらはその相乗効果によ

って更に新しい競争を生み出しているが，採点規則は

様呉の改良や技の発援をも左右する最も重姿なファク

ターである.通常，採点規則は4年1::1[i1Jのサイクル

で改定される，オリンピックの翌年に新しい採点規則

が発表され，次のオリンピックでその役割を終了する

のである闇現在の採点規則の基礎は国際体操連盟

(F剖 酎utionIntemationale Gymnstique :以下， FIG 

と呼ぶ)が1昏4由年に作成，その時代に沿った修正を

加えながら現在に至っている 2) その後， 2004年に

開催された第鵠図アテネオリンピック大会終了後に

2由自五年版の採点規則が発表されたが，急建，翌年の

第38悶メルボ)vン世界体操競技選手権大会 (2∞5)

を以て約60年近く続いた rlO点満点jの採点規則は

廃止され， r新採点規則jと呼ばれる 2自日畠年版の採

点規則が発行された3)闇 女子においては2007年版叫

も相次いで発行され，第2事国北京オリンピック大会

(2008) に適用されている舗 2009年2月には第30回

ロンドンオリンピック大会 (2012)に向けて200号年

版5)の採点規則も発行されているが，新採点規則を

1) Kyushu Kyoritsu Unive.r宮ilyFacully of Spor!Jl Sclence 
2) Kokushikao Uoivc四ity
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取りとげた女子競技の研究については日もまだ浅く多

くのものは存在しない叫.ぞとで，本研究は200畠年

版以降の新採点規則に注目し，この種目のルーツや歴

史的な流れを踏まえながらその内容を比較検討し，新

採点規則が意図する平均台運動の現状，今後の方向性

や問題点等について一考察を加えることを目的とす

る.

霊 平均台とその運動の歴史

平均台運動はバランスをとって局限化された場所を

移動する遼動である.この運動が青少年の体育の中に

初めて取り上げられたのは18世紀 (1701-1加。)後

半のヨーロッパであるが， この原霊堂となる運動の起源

はおそらく原始共同体の時代に遡るE 人類が人間とし

ての道を夢み出し，道具を作弘労働を始めた頃から

必要な運動であったはずである 狩りの最中に丸木橋

を渡ったり，高いところを歩いたり，平衡運動は日常

生活から絶対に切り離せない運動である.その運動の

技を生活場面から切り離して技そのものを競い合った

りする行為が自然発生約に行われていたとしてもおか

しくはない.アクロパットとはギリシャ誕のAkros

{高い)とbat(歩行)が語源であり，これを行う人

を軽業部または曲芸締ともいう.軽業師の綱渡り

(Seiltanzen)はその代表であるが，それはf!!:代から

世代へと次第に運動形態を発展させながら受け継がれ

て来た. 1凶41株吐紀 (13初0引1-140ωQω)半lばまには地上1凶50フ

イ一ト上に網を張つた

ス玉の饗宴客を珍しがらせたという 9的) 18世紀後半か

ら進行した産業革命の影響によりヨーロッパでは社会

生活や教育が大きく変fむら身体教育の重要性が説かれ

始めた 1白人 1774年， r:イツの教育者パゼ Fウ

(Johann Bemh副司担asedow!1724-17官。)は青少年

の教育に初めて体育の授業を導入，平均台運動を採用

しギムナスティーク (G担nnastik)を提唱した.グー

ツムーツ (JohannChristollh Friedrich Guts 

Muths11759-1畠3宮}は著書“青年のための体操"

(G抑臨時stikfur d!e Jugend， 1793)において平衡感

覚の重要牲を設さつつ様々な平均運動を紹介している

11) しかし，これらの運動は全て男性を対象としてお

り，平均台潔動を女性が行うようになるには長い年月

を要した. 時世紀(1801-1骨00)に入るとヨーロッ

パ各国で独自の名称や理念，しくみを持った国民体育

が磯立され始め， ドイツでは器械遼動の基礎を築いた

とされるヤーン (FriedrichLudwig Jahn!1778-

1852)が1811年にベルリンのハーゼンハイデにおい

て本格的な体育活動を開始， トゥルネン (Tumen)

を提唱した. トゥルネンとはグーツムーツが提唱した

ギムナスティータ (Gれnnastik)が身体に関わる一般

的人間形成を日的とした運動であるのに対し，ぞれを

踏まえながらも将来の祖国防衛者を育成するという特

殊な目的を持つ軍事色の濃い身体訓練であった，即ち，

それは政治的状況の緊迫という当時の時代背景や交伎

の身体に負荷をかけてはならないという偏った価値観

によるものであり，当然その対象は男性中心であったー

だが，ぞれはゆ世紀の後半から徐々に交伎の穣固と

して定着し始め， 1894年のプレスラウ体操祭(現ポ

ーランド共和関}において初の女子平均台演技が披露

された.当時の台の1樹立5cm. その内容は台上を端正

に鑑雅1::移動する静的な運動であったが，第一次世界

大戦(1914-1918)後に男女問機の波が押し寄せる.

交伎は男性と同等ぞれ以上の技に挑戦するようになり

男顔負けの技を披露する女性も現れた しかし， ζの

様な風潮に対し医学界や教育鮮から様々な批判が巻き

起こり，やがて男7^積回への挑戦から女性らしい運動

種目へと落ち着くととになる.もちろん，平均台の優

雅で静的な運動内容は女性に適した種目として時評価

されることになったが，ぞれは次第にアクロパティッ

クな性格を帯びて行くととになるのは当然の流れであ

ろう.その後，ハンガリーの第10回ブダベスト世界

体操競技選手権大会(1告34) において女子体操競技

が初めて取り入れられ，平均台上で同国のメツァロス

選手が「前後梼郷座jを披露， 9.6自点を獲得した. こ

れは当時の女子体操にはタブーとされていたアクロパ

ットの技である叫.当時の平均台の憶は5cm，その2

年後の第11回ベルリンオリンピック大会(1936)で

はp 幅が昌C臨ではあるものの高さ120cm，長さ5mの

平均台が撃場，その規格が幅10棚，高さ 120棚，長さ

5mと定められたのは1由51年のことであるゆ 社会の

産業化は待代とともに確実に進行する.その目覚まし

い発展は機械技術文明を支え，モノを製造加工する技

術は飛巌的1::発展した.この技術はスポーツ器具の工

夫や改善にも応用され，痛い技術を必要とするアクロ

パティックな技の開発を助けており，採点規則も今後

の体操界に貸献すべく日々その検討を行っている そ

して2000年1月，ついにFIGは平均台の高さを125cm

にすることを決定した.平均台運動は更に女子特布な

種目として現在もその発展を続けている.
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3 器具の規格変草壁や改良による技の発展

平均台の技を大きく分類すると体銀系{歩く，走る，

ジャンブ，波動等).バランス系(立位.)lI!位，Ii!.位，

樹立等でのポーズ技，片足や両足でのターン技)，回

転系(台上に身体を接触させて回転する倒立回転，後

転等の接点技，手廷の支持で回転する倒立回転や後転

とび等の翻転技，前方あるいは後方や側方宙返り等の

街返り技)の3つの系統がある叫 これらは時代の発

援に応じて変化してきたが，器具の改良とも密接に関

係して来たと言えよう.器具メーカーの努力により技

の発展は支えられている. 18嘗4年にブレスラウ体操

祭で女子の演技が披露された当時の平均台は幅5ιm，

その2年後のベルリンオリンピック大会(1936)では

隔が80凪高さ120噛，長さ5mの現行に近い平均台

が登場している.その後lOcmの1揺が実現し， 1告57年

以降には台の両側面が膨らんだ太鼓裂が導入された風

太鼓型という形は自の錯覚により 10cmの隔でも幅広

に見え，霊堂動的には支持系に有利に働く.従って，前

方や後方， 1J!IJ方回転系技の速やかな進歩に繋がったと

推察される.また台上で前転や倒立回転が行われ始

めると短期間のうちに宙返り系も発達した. 1宮72年

からは木製の台をカーペットで覆う工夫や，日74年

からは台の上部に弾性のあるものを敷き，そのうえで

台全体をカーベットで緩うような改良も行われている

凶 . 1980年代からは宙返りや後転とぴの連続投が発

展，現在では台上での伸身宙返りやひねりを伴った宙

返り，また，それらの組み合わせといった高度な回転

系の技が議場，ゆか運動を凌ぐ演技内容が展開されて

いる曾そして器具は選手の技の高度化や安全性の要求

に対応すべく改良を重量ね続けるのである 最近では台

t前方宙返層系の著しい発展が続いている.器具には

着台後の膝や践の衝撃度緩和，そして安全性向上を図

るため表磁レザー下クッション材の鱒性化が行なわれ，

ピーム表言語レザーは滑ちにくい材質へと改良が加えら

れた金ピーム端部にはゴムエンドキャッブも採用され

ている また，土台を薄くする技術の開発により着地

マットの有効な厚さを確保する等，日進月歩の改良が

進められている. 2000年以降， FIG，;t更なる選手の安

全性を鑑み，従来の12巴盟爆の替地マットに対し20cm

厚の着地マット使用を決定した. 12cm厚の着地マッ

トを使用した場合，ピームの高苫はマットより 10昌明a

床からは120c盟である.しかし， 20唖爆の着地マット

ではビームから床隠までの高さが8cm低くなってしま

う‘これでは商難度の終末技に不可欠な空中空間は保

てない.従って，ピームの高さを5c担引き kげる措鐙

も同時に採用されたため，平均台のビーム下面にピン

穴を追加，その穴を利用して支柱の角度を立てる対応

策が施されp マットからの高さ1自5cm，床i重iから125

C砲の高さが実現したのである 16)

4. 2006年歳以降の規則と採点方法

り審判員構成とその役割

遜常，オリンピックや世界選手権大会等ではA審判

員 (20ω年版よりDifficultyJudgel以下D審判員と呼

ぶ)2名，語審判員 (200吉年版よりExecutionJudgel 

以下E審判員と呼ぶ)6名の苦情名，招待の間際大会等

はD審判員2名 E審判長4名の計品名が業務に携わる.

また，アシスタントと称する演技時間計測の審判員

(以下，言十時とlI'l'ぷ)，ラインオーバーを確認する審

判員{以下，線審と呼ぷ)が数名必要とされ，その他

1名のセクレタリーが液技j闘の厳守，緑，請をライトの

操作.最終スコアの掲示とコンピューター入力に携わ

る.D議事ij.fまやE革審判員，セクレタリーは各穏包同数

であるが，アシスタント数は種目により異なる 平均

台には演技待問と落下に伴う中断侍聞を計測する計時

が各々1名必要とされ，最低でも日名または11名の議

判員配置が必要1:'ある審判構成に隠する詳細な規定

は200容年版からであるが，国内では大会財政上の問

題も含め規定人数の確保は容易ではなく 1名の言十時

で両方の業務に対応する場合が多い

2)採点方法と演技時闘の計測

審判員は選手が跳躍板またはマットを踏み切った瞬

間から採点を始める.開始技は1回目の勤定で選手が

銚躍板や器械に触れなかった場合のみ2同闘が許可さ

れる.しかし3回目は認められない.演技時間は1分

30秒(君。秒)以内であり. 200昔年版からは計特2名

が演技時間と落下の中断侍聞を個別に計測する 計測

は選手が跳綴桜またはマットを踏み切った除なで開始

され演技を終えマ、yトに触れた時点で終了となる“制

限時間の10秒前と演技終了時間は合図により演技中

の選手i;:知らされるが，時間超過と判断された場合，

D審判員は選手の最終スコアから超過時間に対する減

点を実施する.終末技の着地が2回目の合図と同時な

らば減点はない.導入当初の新採点規則によれば 2

秒以内は 0.10点それ以上は 0.30点であったが，

2009年版からは-0.10点のみに統一された.落下に

よる演技中断時間は10秒まで，選手が平均台から落
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下しマットに触れた時点から台上で再び演技を開始す

る最初の動きの直前までが計測され，乙の時聞は演技

時間に含まない.演技時間の再計調rrは選手が再び平均

台上で演技を開始した最初の動作から開始，選手が

10秒以内に台上で演技を再開しない場合は演技終了

となる.従来は30秒に満たない演技を短い演技と称

し最終スコアから 5.00点が実施されていた.しかし，

2007年版では7技以上の技が認められれば r1O.00点J.
6技は r6.00点J. 5技は r5.00点J. 1-4技の演技は

r2.00点J.技がなければ rO.OO点」が実施と芸術性

の最高点とされ，その最高点から他の減点を行う方法

が採用されている.更に2009年版からは5-6技は

r6.00点」から. 3-4技は r4.00点J.1-2技であれ

ば r2.00点Jからへと細分化されている.

3)得点の算出方法

得点(以下，スコアと呼ぶ)の算出方法は全種目共

通である.審判員はD審判団2名とE審判団6名(また

は4名)に分かれ規定の採点業務を遂行する.D審判

団は選手の実施した演技の難度点 (DV/Difficulty 

Value).構成要求 (CR/CompositlonRequirements). 

組み合わせ点 (CV/Connection Value)を全て確認

した後，そのDスコアを確定する.但し跳馬のDスコ

アは既に難度点を含むためとの作業は不要となる.ま

た. E審判聞は選手の演技に対し各々10点満点から一

般的欠点や芸術性，種目特有の実施減点を行った後，

そのスコアを算出する.その後. 6名(または4名)

のE審判員の中で高いスコアと低いスコアを出した審

判員2名のスコアを除いた4名(または2名)のスコア

の平均点が最終Eスコアとなる その後 Dスコアと

Eスコアの合計が選手の最終スコアとなるが，この方

法は2006年版当初から一貫した算出方法が採用され

ている.

4) D審判団の業務と役割

(1)難度点 (DV/Difftculty Value)の確認

D審判団が行う採点業務は3つに分かれるが，その

1つ目は難度点の確認である.とれは選手の演技に対

して認められる難度を数え選手のDスコアに反映する

作業である.採点規則には全種目に関する技の価値点

がA難度 (0.10点)からG難度 (0.70点)まで7段階に

分類，収載されている.現在平均台には300を超える

技が登録されており，選手はその中から自由に技を選

ぴ演技を構成出来る.しかし，難度表にない技の実施

は難度点の獲得には繋がらない.その数え方は各々発

行された採点規則ごとに異なる.まず. 2006年版当

初は「最大9つの難度点の高い順からの技と終末技

(計10技)Jについて難度点を認め，他の条件は設け

られていなかった.それは選手達のより多い難度点獲

得を目指す姿勢を促進し，数多いアクロパット系の技

による演技構成は，競技会での過失や怪我の増加に繋

がったと推測される.とのととは2007年版からの

「最大8つの難度点の高い順からの技とターン，終末

技(計10技)Jという規定に反映され，更に2009年版

では「終末技を含む最大Bつの難度点の高い順からの

難度点 (8技)Jの条件下，平均台とゆか運動には

「アクロパット系からは最大5つ，ダンス系の技から

は少なくとも3つ」を選択し演技構成をする要求も追

加されている.つまり，現行の採点規則にはアクロパ

ット系を優位とした咋今の傾向に制限を設け，疎かに

なっていたダンス系の技を巧みに組み入れたバランス

の良い見応えのある演技構成を重視する方向性が見受

けられる.

(2)構成要求 (CR/CompositionRequirements)の

確認

D審判団が携わる2つ目の業務は構成要求の確認で

ある 構成要求とは，演技構成の際に各種目に求めら

れる5つの条件である.選手がその条件を満たす度に

各々 0.50点，最大で2.50点の得点が選手のDスコアに

加算される.平均台への要求は「ジャンプ系の挑躍

(表J)構成要求の変化

"rヲャンプ粛の麟睡IOJに対する墨*

雇議扇面

依 田 1.ーシ〈グループν伏臥や仰臥".. も含泡}

3)rアタロパヲト集"之討する蔓"'"
写 版 l 要求項目

一一一一…ー
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技J， [ターンJ， [アクロパット系の技J， [終末

技jの4要素が毒事本となっており，終末技への要求以

外は版ごとの変化が著しい(表1，参照ト

まず，ジャンブ系の跳躍技に対する要求は当初

[180皮の開獅を伴う1つの銚援投(リーブ，ジャン

ブ，ホップ) (前後関榔のみ)J '"c'あった しかし，

2007年版からは「前後絡脚 (180度)の跳躍技{リー

プ，ジャンブ，ホップ〉そを含む，少なくとも2つの異

なる技からなるダンス系要素の組み合わせjへと変化

し，単独ではなくシリーズでの跳緩技が要求されるよ

うになった.次に，ターンに対する要求は200容年版

から「片足上のj という文言が削除され「グループ31
伏臥や仰臥姿勢も含むjが付加された.従来，難度表

には伏臥や仰臥望号勢を含む体操系のターンも含まれで

いたE しかし， 2007年版までは「片足上のターンj

の実施により構成婆求の1つが満たされたため，伏臥

等の漆勢によるターンの普及率は低かったと考えられ

るE しかし，現行版には台に近い姿勢でのターンを普

及させようとする意向が伺える.また， 2006年版で

各々0.50点の方u点対象となっている「前方/御j方のア

クロパット系重要素j と「後方のアクロパット系重要素j

の2条件であるが， 2007年版からは「方向の巣なる

{前方/翻u方と後方)アクロパット系褒素jへと統合

された E そして [1つの宙返りを含む，少なくとも2

つの技からなるアクロパット系シリーズjが追加され.

それは「空中局面を伴わなければならないIことも現

行版で要求されている，当初はアクロパットとダンス

系の技がバランス良く演技の中に配分されることが理

想とされていた様であるが，版を重ねる毎に単独の技

よりもシリーズとしての連続技，ジャンブやターンも

流れるようなシりーズで，そしてバリヱーション豊か

な構成が奨励される方向に傾斜して来たことが伺えよ

う.

(3)組み合わせ点 (CV/Connect!onValue)の確認

ひ審判団には3つ目の業務として組み合わせ点の確

認があげられる.組み合わせ点とは，技の組み合わせ

に対する価値または値打ちであり，高い難度の技同士

が直接組み合わされた技の連続f::対し，その都度0.10

席、から0.20点を選手のDスコアに反映するシステムで

ある.度援の条件は [1つ昆の妓の両足着地が2つ自

の技の踏み切りとなる ζとjまたは [1つ自の技を片

足で毒雪地しilfちに浮き足を着いて2つ自の技を両足で

踏み切るととjである閉技と技の問に余分なステッブ

や止まりがある場合，組み合わせ点は認められない網

200自年版では明らかにその対象となる組み合わせが

増加している. [ダンス系ターンjがその対象となり，

混合の組み合わせにも「技十姿勢保持系jが追加され

た，だが，とれらは要求された高い条件を確実に満た

すととにより難皮として認められるものである.アク

ロパット系の組み合わせに対する評価は相変わらず高

いが，ダンスや姿勢保持系が相応の評価を受けている.

つまり，火性特有の美しさや繊細さ，工夫と変化に寓

んだ組み合わせと芸術性，確実性の高い演技が奨励さ

れているととが確認出来よう{表2，参照). 

(表的組み合わせ点的変化

"アウ白川叫議;，つの蜜中局面を伴ラアタロパット系"総絡調花嫁捻倉庫品、
年版 l 加点(0.10) 加嵐ω，，，，

。+0，"

鴎十E

。vo+o証E
0+0 

調点{且，，'

なし

A+C(また.. そ時避3

加点{且'"

ロ+0以上{襲来援は含まf;tL¥)

む+白鼠上〈車.*撲は含まない1

Dの〈宙ζの返顔引替片で足ス舞テ台ゲ〉プ+4ZAUの之水直ま準ち立r::::)ち系 i 

(1)幾度と技術の姉値判断

C十定。+D
~-o7fjτ前五Iï

B+F 

加鹿(m:m)

"" 
なω

加..，.鈎】

なし

なし

選手が実施した技の価鍍をどの様に判断するかはひ

審判員の正確な判断によるところである. 200百年版

からは様々な工夫が擁され， [ひねりを伴うジャンブ，

リーブ，ホップjについて詳細な基準が示された.ζ

れらはターンと向様 1的。ごとの区切りで判断され

るが，今まで暖除とされていた両足と片足着地の暴壊

が明確となり「着地が両足の場合jは前足の位置，

「着地が片足の場合jは殴と清の向きでその価値判斯

が行われるとととなった また，従来135。来構の概

脱皮， IlPち関脚不十分は1つ低い難度として取り扱わ

れていた技は，その種類によ哲採点規則に収載されて

いる他の技，または尊重度なしとなる 特に「ひねりを

伴う脚交差した前後関脚とぴjはその判断が難しい.
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振り Hj蹴が最低でも45.以 kない場合は前後締脚

の，;'ひねりと判断され，友右関脚が見られた場合は暴

なる技となる. [羊とび (D難度)Jや「輪とぴ (D難

度)Jもlつ下の難度が認められていたが，その要求

を満たすことが出来なければ難皮は積失する. rヤン

ポー (D難度)Jの判断も同様である 「かかえ込みと

ぴjや「ウルフとぴJ， [ねととびj系の技に闘しで

も膝の角度で価値が判断され. 135
0

よりも大きい腰

角度と判断吉れた場合は難度なしとなる 技の判断基

検は格段にレベルアップしており，ととには婆求基準

を正確に満たす美しいダンス系の技の必要性が強く示

唆されている E

5)主審判団の業績と役割

(1)芸術性の減点

E審判聞が携わる採点業務にも3つの巣なる作業が

存在する その lつ包が芸術性の減点があるこれは

選手の演技に対し，審判員がその去;衡性を個々に判断

しながら持ち点の時点満点から減点を行って行く五度

目である. 2006年版では会での減点項gに小欠点

( -0.10点)と中欠点 (-0.30点}が設けられていた

が. 2007年娠では小欠点のみに統 された.だが，

日本はこの時期すでに芸術性の重褒さを認識し圏内内

規において全項目を中欠点として取り扱っていた.Zこ

れは的を射た捕誼であり. 2009年版から「確実性に

欠ける演技J， [技と動ぎの構成が独創的ではなく，

振り付けと創造性に欠けるj演技に対し中欠点が復活

している. J互に女子体操競技情報15母叫{以下情報

15号と呼ぶ}により，確実性に欠ける演技の解釈方

法について「確実性とは技術と実施による正確さによ

る結操であり自 30/0.50の減点を伴う平均が保てない

演技や落下を伴う演技は「確実性に欠ける演技jの減

点も適用されるjという旨の具体的基準が設けられ，

完熱性に欠ける減点として最大 0.30点が追加されて

いる.芸術性の減点はその判断幕準が非常に暖繰であ

り採点する彊aの主緩や判断力を関われるデリケートな

部分である.この新たな基準は今後のより精密なスコ

ア判断に貢献して行くものと考えられる(表3，参

照). 

{表3)葱縮性瀦点の変化

(2)種目特有な実施減点

E審判団が携わる業務の2つ日は各種目特有の要求

に対する減点であり，各審判員が装術性の減点を行う

同じ枠の10点満点からその減点を実施する.ここで

は200吉年般から従来構成減点の枠で取り扱われてい

た自条件が実施減点へと移動している E この中?注目

されるのは「終末技を行わない{ 仏30点)Jが2009

年版から -0.50点になったこと，何回目の助走または

開始技を実施せず跳躍板に触れる(一日制点)Jが

2007年版から適用されたととである:lI!に，とれは

200吉年般から『開始技の3図Bの試み(-1.∞点)J 
と f助走から開始技を実施せず跳躍板や台に触れる

( -1.00点OJに分割，各々減点が漉舟されたが，女

子体操競技情報16号，，) (以下情報16号と呼ぶ)によ

って f開始技の3図自の試みjは「競始授の2回目の

試みでの失敗jへと変3草されたのである"郎ち，開始

技から終末技までの安定した正確な実施が高く評価さ

れる方向にあることその技術去をを審判員が明確にス

コア反映できるよう配慮された項目であると替えよう

(表4，参照)緬

(表4)纏討特有者実施滅点的変化

(3)技術的な一般試な

これらの減点もE審判凶が携わる3つ自の作業であ

る 腕や藤のI換が哲，足または藤の隙き具合，技の痛

さ等も減点対象であるが. r技での姿勢と締の位置j

に対する減点が20住吉年版より強化された.従来円

ーブ，ジャンブ，ホップ，ターンまたは空中局痴を伴

わないアクロパット系の技jでの関臓の角度不足は

1的。の機関iが確認されれば減点対象にはならなかっ

た.だれ現在では関脚度が [135.から 160. (-

0.30点)J• [160'から180. (-0.10点)Jが減点対
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象である，つまり，開脚度1例。を越えなければ減点

である.以前は減点対象ではなかった「リープや脚交

した前後関臓を伴う輸とぴJ， rヤンポーj等も前

線が水平より下であると判断された場合は 0.10点で

ある. rジャンプからの羊とびjや f輪とぴjもアー

チ姿勢の騨が離れていると判断された時点"1"-0.10点

または 0.30点となる. rかかえ込みとびJ， rウルフ

とぴJ， rねことびIや「開脚屈身とびj等は，膝や

伸びた脚が水平でおっても現在は-0.10点である.ま

た，落下減点も2007年版までは1回につき 0.80点で

あったものの， 200事年版からは-1.00点と格段に厳

しい判断が謙せられている.これらのことからも，現

行版は技の完熟(完成度と熟練度)を大変重視してお

り，その度合いによりスコア差を付けさせようとする

方向性が見受けられる.

5.難度表における技の価値とその変化

1) r開始技j の変化{技醤号11.1自1~ 1.11畠}

開始技には現夜850)技が重量録されているが， 200吉

年肢を墳に技区分の見直しが行われている アクロパ

ット系として判断されていた3つのA，2つのB， 2つ

のC難度がダンス系へ移動，姿勢保持系やダンス系は

格上げとな0援点系も追加された.しかし，姿勢保持

系の技では空中賭衝における伸身姿勢の有無や，どの

状態を以てき宮中局面を伴った技と承認出来るか等，羽j

{表的「関蛤筏Jの変it

i!!1: 

審構悪覇制…働問醐台 軍事置務

断基空襲に苦慮する技は難度表から削除された(表5，

参照).ダンス系や姿勢保持系の追加は演技そ構成す

る際t::求められていた「ダンス系の技を最低3つjと

いう条件を満たす選択肢を広げるととになり，接点系

は「鯛の一部，大濃部や頭が台に接する平均台に近い

運動がない{授でなくても良い)Jという実施減点-

0.10点を難度点の獲得と同時に満たすととに役立つ.

その他，倒'IL技は少なくとも2秒静止，上水平支持は

少なくとも水平より45。以上であることが2007年版

から:i互に2009年版からはアラベスクの浮締は水平

以上であること等，細かい慕準が追加されている.

2) r体操系のリープ，ジャンブ，ホップ按』の変化

{技番号12.1 01~2.509)

現在54の技が登録されている盟ダンス系として比

較的容易に難度点を取得するととが出来るグループで

はあるものの，難度の判断基準は版を重ねるごとにレ

ベルアップしている.このことについては既に

日必要程度と技術の価値判断jで述べているが， 2009 

年版は技に求める暖味な表現方法を避け，緩や膝，瀕

脚等の角度を縮かく規定するととにより，審判員に対

してより正確な判断を求めながら，選手に対して芸術

的に優れた技の熟しを奨励する姿勢が伺える緬難度表

から削除されている技の殆どは，その価値判断に苦慮

する技である{表札参燦l.

{表的「体搬系母ザープ，ジャンプ，ホップ系技Jの変化

3) rターン系技j の変化(技番号13.101~3.501)

Zこのグループ1::は現在22の技が主主録語れている.

200思年肢から「浮榔を前へ{又は後ろへ)ターンの

始めから終わりまで45度に係った片足1回ターン (B

難度)Jが削除， r片足立ち1国ターン浮郷は水平より

rで自由 (A難度)Jと|同じ{![種付けになった その

反商事情報16号の通達により「ターンの始めから終

わりまで180療関脚した浮脚の上方を手で保持した
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1弘ターン (D幾度)Jが登録された調ターンは技術的 着台足をもどす (A幾度)Jが追加された.格とげさ

な完成疫が低い場合大きな実務減点が適用される.だ れた4技のうち2技は f片郷を伸ばした療からの後方

が，ターンを組み入れなければ織成要求で加算される 樹立回転系jである(表仏参照ト

0.50点は獲得出来ない，確実な技術を養えば高い難度

jtJ.の獲得に繋がるグループであり，演技構成には必要 (表的「空中局面を持たえまいアクロパット系技Jの変信

不可欠な技群である{表7.参照)

{表7)rタ」ン系技Jの変化

4) r姿勢保持系及び君主中島商を伴わないアクロパッ

ト系技』の変化{技番号/4盟101-4.311)

灘在，乙のグループには32技が登録されている.

従来は「望書勢保持系jのみの技若手であったが. 200吉

年版から「空中局面を伴わないアクロパット系の聡

が間区分へ移動し統括された.当初，姿勢保持系は4

技のみ難度表に主要録されていたが. 2009年版から

「支持脚を伸ばした正面水平立ち{関捌jは180度/2秒

静止) (A難度)Jが，情報16号によって「浮脚を前に

上11.足を頭より上で保持した片足立ち (2秒) (A難

度)Jも追加され，その内4技がダンス系として承認

されている.A難度のダンス系が増加しており，その

内容からもここには演技構成の中に柔軟性のある美し

い技を期待する意向が含まれている.だが，流れるよ

うな演技，つまり「常に鯛体や清等が動いている状

態jを強く奨励しているのも現行販の実際である.場

合によっては2秒静止という条件が実施減点の対象と

なる可能性があることも杏めない.美しい姿勢や静止

が求められていながらも，止まり溺ぎと判断されれば

減点に繋がる矛盾が選TらにZこの種類の技を敬遠させ

る版図となってはいないだろうか〈表呂，参照). 

{表的「望書勢保持蕪技J的変化

局管千資輸議 後硲扉扇

4.101 I援をつ応怯盛の敏欝かもつ曾先立ちを鍵盤レ'"幽μ訟が民主各土が"嫡穂"奇よ切
醐)11-1 A I 戸

4102 111fTを実えた被告食硯脚立名:臨御固定'00.筏}但，."構暢暗号より〉

空中局面を伴わないアクロパット系については「と

ぴ前転 (B幾度)J • r正面水、ド立ちから 1/2ひねり後

方領j立回転 (B難度)J . r後方領j立回転?ひねり (A幾

度)Jが難度表から消去されたが{前方倒立図転から

5) rアクロパット系技jの変化

〔技番号15.1申2-5.713)

ここには現在坊の技が重要録され， 200告年版から

「前方かかえ込み宙返りjに屈身姿勢が，また，後方

宙返り系の「テンポ宙返りjが追加された.情報15

号の滋漆により，テンポ宙返りは屈身や伸身宙返りと

は異なる技として認められた しかし，情報16号に

より{単独，または最後の技として実施した場合，腐

身宙返りまたは伸身宙返りと判断するjとの条件が付

刻されている 屈身街返りと判断を誤りやすいテンポ

宙返りをあえてC難度として認める事は3つ以上のア

クロパット系シリーズ促進のためであろう.単独，ま

たは最後の技として実錯した場合，それは屈身または

伸身の技として価値を失うことになる.即ち，平均台

の長さを最大限に使用したアクロパット系のシリーズ

技が大きく期待されている.その他. r前とぴ1/2ひね

り後方かかえ込み宙返りjに屈身宙返りと向じE難度

が与えられた.これは前方系が後方系よりも着台の擦

に高い技衡を要する理南によると考えられる{表団，

重量燦ト

{表10)rアクロパット系技」の変佑

"誼網容れわ鋳
写旗 l眠鹿!密智伊香 l 裂の膜明

I o I ，事"仔シポ宙返り

Z仰号制 I， I Ml11片足韓み切り按方盟a居留翠日
E I ，引.I前，ぴ1/21ひね，I.jiit方省選引か.iJ'，足込み〉

告)r絡末技jの変化{技番号i時.101-串岡105)

現在56の技が登録吉れている. 2007年版から「両

足踏み切り，前方屈身宙返り 2回ひねり下り (D幾

度)Jが削除されたが， r前方かかえ込み宙返り 1回ひ

ねり (B難度)Jと「台の端へ，アウエルバッハ閉締
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伸身宙返り 1限ひねり (E難度)Jが200百年版から追加

されている BからC難度へ昇格した技もアウエルバ

ッハ系Tある.終末技には前方と後方しか選択肢がな

いため，その種類には限りがあるーこれらの技の評価

については独創的で個性的な演技を奨励する傾向が見

受けられる陸しかし，今後この技群は単独での実施で

はなく，シリーズ技との組み合わせによって評舗が分

かれることになろう〔表11，参照). 

{表Il) r終末技」的軍~1t

幹
事

裏扇蚕言語

日 7-1 0 I闘， I弼足感吟切り前方鹿相秘J掴ひねり判

告 まとめ

平均台は心理的に制限された高いき苦肉において，平

均を崩す遼動を克搬しながらダイナミッタで優雅な演

技の実施とその出来栄えを競う種目である.落下すれ

ば大きな過失減点が伴うため，選手の緊張感は般の積

目より遥かに高いと替えよう，競技開始の最初の種目

が平均台から始まるローテーションが苦手であるとい

う選手は多い.この種目への要求は販を重ねる毎にレ

ベルアッブし. 2009年版では「終末技を含むアクロ

I~ ット系の技が最大5つJ • rダンス系の技が最低3

つjという条件下で演技構成を行うことになった.こ

の措置は確実性のない強引なアクロパット系技の実施

を否定し，芸術的表現を多彩に含む演技構成への傾注

を促した 不確実な演技に対する減点の強化は中途半

端に終了する技や平均を保てない演技，開始技や終末

技の来実施等に大きな減点をもたらす.確実にEスコ

ア重視の採点規別である. Eスコアでは実施に対する

詳細な減点が具体的に設けられているため，難易度の

高い技の実施だけでは高いスコアに結びつかない.完

成度の低い技には大きな実施減点が適用され，葉重度の

格下げ，または難度の承認はない.そうであれば E

スコアで減点の少ない技を選択し演技構成をする方法

は一つの賢い議択肢であるとも脅える.だが，やはり

実施減点や芸術性欠点のない熟度の高い完成された技

を組み入れてこそ最終的な商スコアの獲得が実現され

る.落下や途切れのない滑らかで流れるような演技と

全体の安定性，アク口パットやダンス系の技の美しく
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正確な実施，ダンス系跳躍技とターンに要求された開

脚皮や腰角度，規定されたポジションのま確な維持，

そして，高い表現力が要求されている 即ち，バラン

スを崩さず超人的なアクロパットの連続技をいとも簡

単にこなし，精密機械のような完接投，優雅なダンサ

ーの様な美しい姿勢の演技と表現力を現行の採点規則

は求めているのである‘

1.今後の課題

オランダで梼催された第9自主fリンピック大会

(1昭島)に女性が初参加を果たし，その後平均台が

競技スポーツとして取り上げられてから76年が経過

した.当時の人々は平均台運動が今日の様な発展を遂

げたことを想像すら由来なかったであろう E 選手遼は

数年前に専門家が不可能と考えていた技をも軽々と凌

駕している.体操競技の発祥の地であるドイツが位置

しているヨーロッパ大陸セは古代から中世，そして近

代と常にその領地をめぐり大きな戦いが繰り広げられ

てきた. 3ーロッパの歴史は戦争の康史であり， j<イ

ツ話題覇だけに限つでも1万の械が建設され要塞として

の機能を巣たし.そこには傭兵としての続土が戦闘に

繍え日々の訓練に勤しんでいた岬同騎士制度は南フラ

ンスから北へフランドルとブルゴーニュ地方を経由し

て西へと広がり Fイツ帝国へ入り. 12世紀から13世

紀半ばにその最感期を迎えた全ヨーロッパ的制度であ

る 当時はフランス宮廷文化を受容する ζとが持ては

やされ，騎士には戦土であるとともにフランス貴族の

ような優雅さやエレガントさが求められていた.この

制度は中世末から近世にかけて崩壊していったがg そ

の優雅さや美しさをE重視した訓練内容は後の繍土学校

や大学に引き継がれ蛸，ヤーンはその訓練方法を参考

としてトゥルネンを作り上げた.その)Lーツを考えた

特に体操競技は上品でエレガント，そして美しくあ

るのは当然なのである.また，平均台は人々が生活を

していく上で自然発生約に始まったアクロパットの競

い合い運動でもある凶これらは時代の流れとともに身

体を鍛え富国強兵を支える鍛錬の方法と混ざり合いな

がら，女子の競技スポーツとして独自の道を進み現在

に型車っている だが，残念ながら昨今の宝]l均台競技は

技の開発や演技自体についての出尽くした感は否めな

いし，採点規郊にも限界はやって米る.それでは器具

の改良や閥発によって何か突破口は見出せるのであろ

うか過去，平均台は5cmから昌cm，そして10cmへ

と幅広に改良吉れた轄の変化が与えた技の開発への
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影響は大きい. ，揺が広がることは今後の技の発展には

大いに期待できる.しかし，今まで以上にゆか運動の

傾向が強くなることは避けるべきであると考える.輔

が更に広がれば「後転とびから台をまたいだ座jや

「横向きの後転とびから後方支持回転系の技j等の技

は廃れ，主pー均を崩す運動を克服する競技としての特性

は然くなってしまうだろう 100mの隠は技の急激な

高度化を促したが選手の危険性も増大させた.その安

全慨を確保するために着地マット厚の改定が行われ，

それは台の高さの改定にも及んだ町今後，台が3互に高

さを増した場合，終末技かち着地までの察関は確保出

来るが恐怖感は増すことになる それでは，台の長さ

を変重さずる事による技の発援は期待出来るのだろうかー

まず，今まで以上に緩い平均台はあり得ない同ぞれは

シリーズ系の衰退に繋がるからである.長すぎても意

味がない.アクロパット系の技を踏み切り 1ぷで行う

ことに呂田の意味があり，メリハリのある液技も期待

される ビームの弾性素材の導入についても，その度

合いによっては安定した着台に影響を及ぼす恐れが生

じるであろう.これらを鍛みても，器呉の改良に期待

できる可能性は「高さjにしか残されていないようで

ある.現在の125c臨に対して100mアップでは心理的

に恐怖感が優先する. 5cmアップの130c臨に可能性は

ないだろうかE 少なくとも終末設の発展には貢献出来

るのではないだろうかa 今後の技術開発は組み合わせ

の難しさによる高スコアの獲得，例えば「開始技から

連続した台上でのアクロパットシリーズJ， r台上で

のアクロパットシリーズから連続した終末技jといっ

た台の下と tを繋ぐ技の逮緩や「バランスを崩しやす

い体勢からのアクロパットまたはダンス系のシリー

ズj等，平均台本来の特性を縮かいレベルで重量う内容

が予想されるところである.採点規則は現場の技術発

展に対応し絞を重ねながら改定を続けて来た.難度と

実施は体操競技の重望書なファクターであり，いずれか

を重要視する選択は出来ない圃今後もその努力がなさ

れていくととに期待したい，
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鵠克0)謹rJや生語体験と性差と的関信義

花田道予1)山田志麻2)

Sexual difference of physical play and life experience in 
preschool children(first report) 

Michiko HANADAI) and Shima YAMADA2) 

1 .緒 曹

現代の子ども遼を取り巻く社会環境は，都市化や少

子化，経済的な格差の拡大などにより大きく変化して

いる.また，両親が共働きの家庭の増加や核家族化の

進行といった家族の形態の変化.パソコンや携帯空襲昔話

の普及といった情報の犯滋などが，子ども主義の発育に

大きな影響を与えている E 社会環境が大きく変化する

'1'で，子ども遼は，戸外での遊びが減り，部屋の中で

ゲームやマンガ等で過ごすことが多くなった.また，

友達と交わ0ながら体の様々な機能を使って遊んだり

触れ合ったりすることが少なくなっている日ー

これは自然環境の悪化や生活のスタイルの変化とい

った，子どもが自然の中で自由にのびのびと遊べる機

会を極端に少なくしていることや，それに伴い蔭援体

重量の不足が様々な弊害をもたらしているのではないか

と考えられる.

その一つに体力の低下も考えられるが，体力婆棄の

中に精神的要素を含める考え方{概念〉もある.つま

りs 体力には「からだjだけでなく「ζZころjの要素

も含まれることになる.このように体力は，人間のあ

らゆる活動の源であり p 健康な生活を営む身体的な爾

においても，また意欲や気力といった精神的な面にお

いても採くかかわっており，人間の健全な発育刷発達

を支え，より壌かで充実した生活を送る kで重要なも

のである的時

幼児期に活発な身体活動を行うことは，健全な発

育・発達に必要な身体的能力を高めるととはもとより，

運動・スポーツに親しむζとを適して，運動省能感を

!)九州共立大学兄ポーツ学部
2)九州女子大学栄養学科

高め，将来安過して濠動を楽しむ態度を養うことにつ

ながる3)これらのことからもー幼児期の運動遊びゃ

生活体験は子どもの成長に影響を与える襲閣であると

考えられる.

宜.シュタイナーによれば生れてから 7歳ま?の発達

課題を「意志jの育成としているが，幼児期の生活体

験の演の変化に伴い子どもの意志)J (社会と出会える

カ)が弱まり，子どもの「育ちJ1;:深刻な問題をなげ

かけていると考えられる.

そこで，本研究では幼児期の遊びゃ生活体験の実織

を把握し性援との関係を明らかにするとことを目的とし

た.

2.方 法

1 )対畿

北九州市内の2つの幼稚閣に通園する年長児を対象

に幼稚麟に遇う年長児で誠査結巣が揃っている60名

(男児33名，女児27名〉を分析の対象とした 調査

方法は記日式質問紙議査である.調査票は各閣を適し

て保議者に配布し 1週間前後の留め横き後，各閣の

担任を識して回収を依頼した 調査粟の悶収数は骨7

部，回収率は76.4%であった.

2)翻驚時期

200事年3月

3)質問項闘

R.シュタイナーの提唱した12感覚のうち，意思感

1) Kyushu Kyoritsu Unive.r宮ilyFacully of Spor!Jl Sclence 
2) Kyushu Wo盟国1'8Univcrsity Dcp訂加副首 ofNutritlon 
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覚(触覚・生命感覚・運動感覚・平衡感覚)に関連す

る遊び，行動，社会性，創造性，想像力及び情緒など

の子どもの状況の38項目について「ょくする，時々

する，あまりしない，全然しない」の4段階評価でア

ンケート調査を行い，それぞれに4"-'1点を割り当て

得点化し，遊びと生活体験の項目をシュタイナーの意

思感覚に該当する『触覚.1， r生命感覚.1， r運動感

覚.1， r平衡感覚』のカテゴリーに分類し子どもの状

況について分析を行った.

4)統計解析

分析には統計解析ソフトSPSSを用い，全ての項目

の性差について χ2乗検定を行った

Table l.意志感覚に関連する遊び・生活体験・子どもの状況の性差

カァゴリー 遊びの種類および行動に関する項目

触覚 泥遊び

生命感覚 虫とりの体験

時間遊び 単純な遊びを繰り返す
知的遊び アレビ・ゲームなどバーチャルな遊び

平衡感覚 坂道や階段の上がり下り

子どもの状況 創造性
子どもの状況 柔軟性

遊びの項目で性差が表れた4項目について， Fig1の

「泥遊び」は，男子よりも女子の方がよくした割合が

多かった (χ2=8.64，p=0.03). 

男子

女子

0% 2$ 4$ 60% 皮革E 100% 

-討す3 ・駒すO . ;jii~1)品、 全ぐゆもl 

Fig l.泥遊び

Fig2の「虫とりの体験」は，男子の方がよくした

割合が女子に比べ多かった (χ2=9.17，p=0.03). 

4. 結果及び考察

本研究は，幼稚園に通う年長児を対象に幼児期の遊

びゃ生活体験の実態を把握し性差との関係について検

討した.

研究対象とした2つの幼稚園は，どちらも園庭が広

く，運動教育を重視していた.園において子どもたち

は，積極的に縄跳び，自転車乗り，鬼ごっこ， ドッジ

ボールなどの外遊びをしていた.

R.シュタイナーの提唱した12感覚のうち，意思感覚

(触覚・生命感覚・運動感覚・平衡感覚)に関連する遊

び，行動，社会性，創造性，想像力及び情緒などの子

どもの状況について解析した結果をTable1に表した.

性差 χ2乗値 P値

男<女 8. 64 0.03 

男>女 9.17 0.03 

男>女 6.53 O. 04 

男>女 12. 16 O. 01 

男>女 4.86 O. 09 

男<女 5.10 0.08 

男<女 7.30 O. 06 

芳子

女子

0% 20% 4$ 氏擁 80，事 100% 

吋ぐす6 ・駒邦 Uh~1)崎、宮崎、 l

Fig 2.虫とりの体験

Fig3の「単純な遊びを繰り返すjは，男子の方が

よくした割合が多かった (χ2=6.53，p=0.04).また，

Fig4の「テレビ・ゲームなどのバーチャルな遊びjについても，

男子の方がよくした割合が多かった(χ2=12.16，p=0.01).す

なわち， r触覚』に関連する遊びは男子より女子の方

が体験しており，また，男子の方が意思感覚のうち

『生命感覚.1， r平衡感覚』に結びつく遊びゃ生活体

験をしていることが明らかになった.
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男子

女子

白書 2$  4車百 6IJ}6 6IJ}6 I従班

-よぐ邦 ・駒邦 崎 野崎、 也京地、 l

Fig 3. 単純な遊びを繰り返す

男子

女子

日市 2$ 4IJ}6 6IJ}6 8白書 1α16 

la討す芯 抵情対 時 制 L4:秒、 出金ぐL4:い|

Fig4.テレビ・ゲームなどのバーチャルな遊び

Fig5の「創造性」について， w自分で遊びを生み出

して遊ぶ』ことについては女子の方が良い割合が多か

ったことから，女子は泥遊びなど日常生活で使用して

いる様々なものを造形する遊びをとおして創造性が培

われているのではないかと考えられる.

鍵小野ら 4)によると， w運動感覚』に関わる遊びは

全ての子どもの状況と正の相闘を， r生命感覚.1r触
覚.1W平衡感覚』に関わる遊びと『受容される感覚』

はほとんどの子どもの状況と有意な正の相聞を認めら

れたことから， r運動感覚.1 W生命感覚.1 W触覚.1r平衡

感覚』などの意志感覚の育成が創造性や想像力，友人

との関わり，思いやり，対話力等を育てるとされてい

る.

しかしながらそれらに関しては，従来先天的な性差

によるとする説と後天的な養育環境の中で形成されて

いくのではないかとされる説があり，本調査では幼児

期における遊びゃ生活体験については，性差が見受け

られ， r泥遊び」以外の項目については全て男子の方

がよく体験していたにも関わらず，子どもの状況にお

いて「創造性(自分で遊びを生み出して遊ぶ)J r柔軟

性(しなやかさ)J Fig6とも女子の方がよい割合が多

かったことから，遊びゃ生活体験と子どもの状況には

性差との関係性は見いだせなかった.

今後は，後天的な養育環境すなわちさまざまな遊び

ゃ生活体験を行うことによって得られる影響について

の関係性を更に見ていきたい.

芳子

長子

$ 2flJ 4$ 氏擁 6IJ}6 1(J(J$ 

S非常仙、 a仲よい 村 正IJJ:伸 一 耕調、l

Fig 5.創造性

男子 12 

女子

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

併 によい a仲よい WiIb:i'lJJ:ぐない 嚇 j端、 l

Fig 6.柔軟性

5. まとめ

幼児期の遊びゃ生活体験の実態や性差との関係につ

いて下記の知見が得られた.

1)遊びの項目では， r泥遊びjは，男子よりも女子

の方がよくした割合が多かった (χ2=8.64，p=O.03). 

2) r虫とりの体験jは，男子の方がよくした割合が

女子に比べ多かった (χ2=9.17，p=O.03). 

3) r単純な遊びを繰り返すjは，男子の方がよくし

た割合が多かった (χ2=6.53，p=O.04). 

4) rテレビ・ゲームなどのバーチャルな遊び」につ

いても，男子の方がよくした割合が多かった (χ

12.16，p=O.Ol) . 

これらの結果から『触覚』に関連する遊びは男子よ

り女子の方が体験していた.また，男子の方が意思感

覚のうち『生命感覚.1， w平衡感覚』に結びつく遊び

ゃ生活体験をしており， w自分で遊びを生み出して遊
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ぷ』など創造性や『しなやかさjなどの柔軟性は男子

よりも女子の方が良いととが示唆された.
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ハンドポール競技におけるポストプレイヤー的プレイ特牲に関する研究

""'2010年 7月の憲章技規制己免許によるプレイ的変化に着目して~

山下純平1)

Characteristic of Pivot Player in Handball games 
-Focusing on也echang号 ofthe attack v晶ri昌tionby rule revision in July， 2010 -

Junpei YAMASHITAl) 

緒言 方法

ハン Fポール競技は. 2010年7月1日より競技規員IJ 1.分析項闘の検討

が一部改訂された その内容は，ブロックプレイに関 競技規則が改訂される前と後の遅攻における攻撃様

して，従来は. [次の行為は評される.位置を争う時 相の変化を調査していくために，各シーズンにおける

に.H調体で綴手の勤者を阻止すること.Jと記載され シュートエリア別の'E起率及び成功率を調夜した

ていたものに追加の注として「ブロックとは，相手が また，ポストプレイヤーの遅攻における攻撃様相の

空いた空間に移動するのを妨げるということを意味す 変化を明らかにするために本研究で定義するポストブ

る.ブロックすること，ブロック安維持すること，ブ レイヤーのプレイパターンそれぞれの生起率安調変し

ロックを外すととは，原則としてお互いに受け身でな た

ければならないjという文言が明記された また，許

されないブロックの例としてg 足l隔が広いこと，駿で

押しているとと，ひじでブロックしているとと，腕で

DFを捕まえていること.JEを使ったブロックが取り

上げられ，正しいブロックの例も写真で示され通達さ

れた.以上の競技規則の改訂により，とれまで以上に

ブロックプレイに対するジャッジが厳しくなると予測

されるため，ポストプレイに関する競技規則への戦術

的な対応策の考案が急務であると考えられる.

そこで本研究は，ヨーロッパにおける200曽/2010

年シーズンと2010/2011年シーズンにおけるトップ

レベルのポストプレイヤーの遅攻における攻撃様相を

ゲームパフォーマンス分析を用いて鶏査し比較するこ

とによって. 2010年7月1日の競技規則改訂が遅攻に

おけるポストプレイヘ与えた影響を鶏査し，今後の研

究へのー資料を得ることを間的とした.

1)九州共立大学スポ}ツ学事事

2 ポストプレイヤーのプレイパターンの定義

Zo1tan 1)は1宮93年に国際ハンドボール迷盟の

[P即 jectPlaying HandballJというプロジェクトに

より [PLAYINGHANDBALL -A COMP宜EHENSIVE

STUDY OF THE GAME-Jという400ページにも及

ぶ詳細なマニュアルを作成した.このマニュアJvは，
包括的なハンドボールゲームの研究の成果として佼援

付けー先進の選手になろうとする初心者プレイヤーを

ターゲ、yトi乙ハンドポールの背景から，技術と戦術，

各年代におけるコーチングに君主るまで，それぞれが詳

細に書かれている.そのマニュアルにはポストプレイ

ヤーの戦術的なタイプとして [1つは，強国な体格で

パワフルであり，パックスのためにさEにブロックのた

めにその特徴を利用するタイプである もう 1つは，

強くはないが，得点するためにブロックに加えてよ型

機敏にオープンな線開へ移動するよう努めるような，

技術的により熟練したタイプである陸 jと述べられて

1) Kyushu Kyori11lu Univer温ityFaculty of Sports Science 
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いる.つまり，大きく区別して，ブロックプレイと機

敏にオープンな隙間へ移動するプレイがポストプレイ

ヤーに求められているプレイであるということがこの

マニュアルより考えられる.

大西ら 2)はハンドボールの攻撃パターンに関する

研究としてシュートにつながる2人""3人のコンビネ

ーションを7タイプ27種類のパターンに分類している.

そこでは，バックプレイヤーが突破するためのスペー

スを作り出す支援プレイとしてのブロックプレイ6パ

ターン，ポストシュートに繋がるプレイとしてのポス

トプレイ6パターンに分類されている.ポストプレイ

6パターンには，①その場に位置取りをしてボールを

受けるパターン，②パサーの方向へ移動してボールを

受けるパターン，③パサーの動きと逆ヘ移動してボー

ルを受けるパターン，④縦ブロックのパターン，⑤デ

ィフェンスの前方を通りパサーの方向ヘドライブする

動きでボールを受けるパターン，⑥中継ポストでボー

ルを受けてリターンパスするパターンがあげられてい

る.

村松ら 3)は，ポストプレイとポストへのパスに関

する研究としてポストプレイを8種類のパターンに分

類し，それぞれの成功率を調査している.その8種類

は，①位置取りしたところからのパス，②ポストのプ

レイヤーが動いて，フローター(フローターとパック

プレイヤーは同意語である)からのパスを受けてシユ

ートしたもの，③ポストプレイヤーは動かずにフロー

ターが動いたもの，④フローターとポストプレイヤー

が同じ方向に動いたもの，⑤フローターとポストプレ

イヤーが逆方向の動きをしたもの，⑥縦ブロックプレ

イ，⑦横ブロックでノーマークを作ったもの(支援ブ

ロック)，⑧スカイプレイに分類している.

以上の文献を参考にし，本研究では，ポストプレイ

を9パターンに分類し定義した.ブロックプレイとし

て①縦ブロック，横ブロックによる位置取りプレイ，

②支援ブロックプレイの 2パターン，オープンな隙間

へ移動するプレイとして③パサーと同じ方向へ動くプ

レイ，④パサーと逆の方向に動くプレイ，⑤パサーは

動かずにポストプレイヤーが動くプレイの 3パターン，

その他のパターンとして，⑥ポストプレイヤーは動か

ずにパサーが動くプレイ，⑦予めノーマークの位置を

取っていた状況でボールを受けるパターン，⑧中継ポ

ストでボールを受けるパターン，⑨スカイプレイに分

類した.

3. ハンドボールにおける攻撃局面

Figlはハンドボールにおけるセットオフェンス・

セットディフェンスの細局面(大西4)) である.この

図によると遅攻(セットオフェンス)は， I位置取

りJから始まり， I攻撃のきっかけJ， I展開J， I突

破」を経て「シュート」に至る経路， I位置取りJ， 

「きっかけ」からすぐに「突破J， Iシュート」に至

る経路，それぞれの局面においてフリースロー等によ

る中断，再攻撃になる経路というように示されている.

本研究では最終的にシュートまで至った場面を対象と

することとし，フリースロー等による中断，再攻撃の

経路の場面は除き， I展開」局面がある経路を第1経

路， I展開」局面がない経路を第2経路とした.また

本研究は，遅攻におけるポストプレイヤーのプレイ様

相を調査するため，ポストを含めた2人""3人でのコ

ンビネーションプレイによって突破まで至った，また

はボールを損失した場面を対象とし，攻撃の局面の中

から「突破jに繋がる局面である「きっかけ」局面で

のプレイ， I展開j局面でのプレイについて経路ごと

にまとめていくこととした.なお， I展開」局面にお

けるプレイは， I突破jに繋がったプレイのみを記述

していった.

セットオフェンス セットディフェンス

①位置取り

Figl. セットオフェンスとセットディフェンスの細局面(大西)

4.標本にした試合

本研究では， トップレベルのポストプレイヤーの遅

攻における攻撃様相を調査するためにヨーロッパのト

ップクラブチームが試合を行う， EHF CHAMPIONS 

LEAGUEの試合を標本にした (Table 1 ) 
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T'ablel.標本にした誠合

シーズン

2009/2010 FCK Handbold AlS(DEN) 
FC_ Barcelona Borges(ESP) 

Rhein-Neckar Lowen(GER) 

KJF Ko凶 n.WEN)

2010/2011 F.C. Barcelona Borges(ESP) 

MKB Veszp同m KC(HUN) 

KIF Ko凶ng(DEN)

F c. Barcelona Bor~es(ESP) 

ーンについて有意な差が認められる項目が存在した

(Table3) .このことより，競技規則改訂後も引き続

きポストプレイは得点するために有効なプレイ手段と

して考えられ，ファウルにならないように戦術的に工

夫され試合で利用されているということが推察された.
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5. シュー卜場面の抽出条件

各シーズンのシュートエリアを調査するために以下

の条件でシュート場面を抽出した.

① 6対6の攻防における遅攻である

② 6一Oディフェンスシステムである
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Table3.経路ごとのポストプレイパターン生起率

2".ノ
経路1 きっかけ 生起寧 ① たてブロック繍フロック 51‘ (61) 

② 支歯医プロック 目 刷}

<3>スライド岡方向 日 (61) 

⑥スライド逆方向 23諸 (61) 
⑤ ポストのみが勤 (61)

⑥ パサーのみが動 (61)

o予めーマークでお互いに動か拡ぃ 。 (61)

@ 前方へのゆ鍵丸，ィ 。‘ (61) 

骨 スカイプレイ 刷 (61) 

関与なし 20事 (61) 

生起事 ①たてヲロック繍罰ロック '0‘ (引}

② 支11フロック 1田 畑り

③ スライド同方向 5‘ (引〉
④スライド逆方向 3凹 刷〉

⑤ ポストのみが司自〈 日 (61) 

⑥ パサーのみが動‘ (61) g刊ノマ→で同、に蜘郎、 叫 ω" 
前方へのゆ鰻プレイ 。川 (61) 

⑨スカイプレイ .， 句"
m 澗他"

隼起率①たてヲロ Jタ積折口ッ夕 刊‘ (26) 
② 支置フロック ，日 (26) 

③ スライド闘方向 (26) 

@スライド逆方向 日掲 (26) 

⑤ ポストのJ与が鋤〈 柑 ωω 
⑥ パザーのみが働‘ (26) 

o予めノーマークでお互川=働かない 目 。6)
⑥前方への中緩プレイ 師 (2・}

⑨スカイ苅Jイ 叫 (28)

謹}・ 2009/2010シーズンと2010ノ2011シーズ己ベη田町二50'水寧で有"署があることを示す

6.ポストプレイ場面の抽出条件

各シーズンにおけるポストプレイパターンを調査す

るために以下の条件でポストプレイ場面を抽出した.

① 6対6の攻防における遅攻である

② ポストプレイヤーを1人配置する3-3オフェン

スシステム (Fig2)である

経路1展開

舞鶴2

2. プレイパターンの変化について

経路1において，きっかけ局面と展開局面どちらの

局面においてもブロックプレイが減少傾向にあった.

特に，経路1のきっかけ局面における①たてブロック，

横ブロックと経路1展開局面における⑥パサーのみが

動くプレイにおいて有意な差が認められた.きっかけ

局面においてブロックをしてスペースへ移動していた

プレイがブロックなしでスペースに移動するプレイに

変化し，展開局面においてボールを受け取る時にブロ

ックをしてスペースを確保していたプレイがブロック

なしでボールを受け取るプレイに変化したと推察され

RB 

③ 6-0ディフェンスシステムである

④ ポストを含めた2人""'3人のコンビネーション

プレイによって突破まで至った攻撃である

結果及び考察

CB 

Fig2. 3-3オフェンスシステム

LB 

る.

3.今後のポストプレイの課題

本研究によってポストプレイにおいてブロックプレ

イは減少傾向であるが，シュート成功確率が高いとい

う点でポストプレイは得点するための有効なプレイ手

段であることが示唆された.よって，今後のポストプ

1.競技規則改訂によるポストプレイへの影響につい

て

本研究は，ヨーロッパにおける2009/2010年シー

ズンと2010/2011年シーズンにおけるトップレベル

のポストプレイヤーの遅攻における攻撃様相を調査し

比較した.その結果，シュートエリアについて，有意

な差は認められなかった (Table2)が，プレイパタ
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レイはシステムチェンジを利用した第2のポストプレ

イヤーによるポストプレイや，スペースを有効活用で

きるような新たなオフェンスシステムを隣発していく

ことが必要になってくると考えられる.また，ファウ

ルにならないブロック技術は「受身であることjが必

要であるため，ディフェンスの動きを予測する力を養

う必要喜があると考えられる.よって，効果的なブロッ

クプレイは，予測が容易になると考えちれる戦締約な

レベルT開発するのが良いのTはないかと考える.

まだ競技規郎は改訂されたばか0であるため，今後

も資料収集を継続的に行い，ブロックプレイがファウ

ルとなる基準を見極めていくことが必要であると考え

られる.

参考交猷

1) Zoltan Marczinka (1骨骨 3): PLAYING 

HANDBALL -A COMPREHENSIVE STUDY OF 

THE GAME-. Trlo Budapest Publlshlng 

Company. Hunga同九 pp.233-235

2)大西武三笠井恵雄，多和健雄，江間昌佑，武井

光広浅野鉦世(1971):ハンドボールの主主撃パ

ターンに関する研究ー日本体育学会第22回大会

号. p475 

3)村松誠，大西武三(I習82)“ハンドボールにおけ

るポストプレーとポストへのパスに関する研究日

本体育学会第331"J大会号. p615 

4)大西武三 (200型:!筑波大学のハンドボールとと

もに45年，筑波大学体育科学系紀望書，第32巻，

pp9-27 
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1Ll捕共立文学兄ポーツ学部重野究組聾投輔申し合わせ

1 九州共立大学スポーツ学部研究紀粟は本学のス 告 別刷号

ポーツ学部における研究活動の紹介を主主な呂的とす 50部を無料とする.それ以上必要とする場合は，

る. 必要部数を投稿時に委員会に申し込む但し，その

2 f!J行回数は年 l回とする.

3 投稿者

投稿者は，本学部の教職員及び教職員の紹介の

分の実費は著者負担とする.

10 との申し合わせに定めるものの他，投稿，編集及

ぴ刊行に関し必要な事項は委員会において決定する.

あった者に限る 11 原稿執筆に関する事墳は別に定める.

4 投稿論文の執筆，提出は論文執筆要項に従い，原

稿はJh!員りとしてワードプロセッサ一等で作成する. 付記

投稿にあたっては，プリントアウトされた原稿2部 この規定は平成18年12月21日から施行する.

とともに電子媒体を添えて提出する E 平成21年2月12日 一部改正

5 原稿の体裁が不適当と2革命えられた場合には，研究

紀要編集委員会(以下「委員会jという.)が原稿

の書き改めを婆求することがある E

6 言語文の内容については，著者が責任をもっ.

7 本研究紀褒に掲載された論文.抄録の著作権は九

州共立大学に帰属する.

昌 単著者が投稿する場合は，原稿を震予嫁体に変換

し著作物として有線送信することの許諾を得たもの

として取り扱う.また共蕃の場合，筆頭著者は共著

者から霞予媒体として有線送信することの許諾を得

て投稿するものとする.
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丸井i共立大学スポー'y学部輔究輯璽論文輯筆要項

平成18年11月21日

スポーツ学部拡大教授会決定

九州共立大学スポーツ学部研究紀要(以下「研究紀

要jという.)は，本学部教職員投ぴに関係者の研究

活動を広く紹介するために刊行するものであり，その

投稿，及び編集・刊行にあたっては，この要項の定め

るところによる.

1 刊行回数は年1回とし，原稿は研究紀要編集委員

会{以下「委員会jという.)の指定した日時まで

に提出されたものとする.

2 研究紀要に投稿できる原稿は，総説"原著書語文，

実践的研究，調査・研究資料.評論(研究ノートを

に益すると考えられ問題提議となるもの.

3 11草稿執筆については下記の婆領による.

(1) 原稿は図，表，写真および要約を含め，時j上がり

9ベージ以内を原則とし，次の書式に従うものとす

る.

a 原稿はA41板縦長積書きとし，和文の場合は余

角40宇部行で，主主文は12ポイント程度の活字を

用いダブルスペースで作成する.

b 事l文原稿は，常用漢字，現代かなづかいを用

い，句読点およびカッコは1字に相当するように

し，単位は原員liとして国際単位による.

(2) 原稿には表紙を付し，表題，著者名及び幸子者の所

濡先を和文と英文で記載する E また，連絡先となる

著者を明示し，その宛先，望童話番号，ファックス番

含む闘に各種報告，推薦論文，紹介とし，区分及び 号及び穂子メールア Fレスを和文と英文で記載する.

内容は以下の通りとする (3) 総説と原著論文には抄録 (Abs廿uct) とキーワー

(1) 総説 ド (Keyword)をつける.抄録は木文が和文，英

それぞれの研究領域における自己の研究成果も交

えて考察を加え，体系的に整理したもの

(2) jJ;!著論文

オリジナリティーが高く科学論文として完結して

いるもの.

(3) 実践的研究

実践現場からのオリジナリティーの高い指導緩験

等について考察し整理したもの.

(4) 調査俗研究資料

それぞれの学問領域の発展のための高い指導経験

等について考察し，整理したもの.

(5) 評論{研究ノートを含む)

園内外の競技等の中で，専門家の立場から自分の

研究アイデアを交え運動方法学あるいはコーチ学的

に論議すべき題材を見出し評論したもの

(6) 各種報告

学長裁量経費等による成果や海外研修及び圏内研

修等の成果を報告したもの

(7) 推薦論文

交続協定のある大学からの寄稿論文で本学部の研

究推進に寄与するもの凶

(昌) 紹介

圏内外の研究の動向を伝九本学部の研究の推進

文いずれの場合も英文とし， (l)-aに従い200~500

語で作成する キーワードは英文で 3~5穏とする，

(4) 本文項目の願序は，緒言書(はじめに)，方法，結

果，考察， (謝辞、注釈)，引用文献のj艇とし，小項

目に見出し番号を付ける場合は. 1. 2. 1) 2) 

(1) (2)…，①②…の臓とする

(5) 本文中で引用文献に言及した場合，文単の右肩か

著者名の右肩に末尾の文献表1::照合する番号を付

ける. 3名以上の共著の場合は， rたちJ，rらJ，ret 
alJを用いる.

{伊U)徳永たち幻によればー "Kawasakiら引によれば，

Ko盟 iyaet a15
) 

(6) 図表は，原票uとして英文で作成し，番号はF!宮1.，

Table 1とする.また，すべて本文とは別紙(1区

l表 1枚}とし，本文の機外に挿入する箇所を朱著書

で指定する.

(7) 原図はそのまま製版可能なものとする.

(8) 特殊な印剥・経費を必主主とするもの(例えば，カ

ラー写真など}についてはp 著者負担とする.

(9) 引用文献は，本文中の引用順1::番号(汁カッコ}

を付け著者名は省略しないで全員を記入し，掲載瀬

序は下記に従って記載する閉券数，発行年{西暦年)，

カッコ及び欧文は半角とする.なお，欧文雑誌名は，



正式な省略形がある場合は省略形を用いるものとす

る.

a 雑誌から引用する場合

著者名〔共著者の場合コンマし}で続け，全員

を記載)(荷暦発行年)論文表題.掲載雑誌名，

巻数{号数を示す必要ある場合は巻数の後に{号

数):始頁終頁.

{伊U)

1)得厨雅人，平木場浩二 (2005) 筋運動時の機

械的効率過去および最近の動向.九州体育・

スポーツ研究， 19(2) : 1-10 

2) Sagawa Sueko， Katsuya Ya田 auchl，Yuka 

Tsutsui， Yutaka Endo， Keizo Shiraki (2005) 

A VP Response to LBNP Is Attenuated in a 

Hyperbaric Environ田 ent.Aviat Space Environ 

Med 76(呂): 73骨一 743.

b 単行本から引用する場合

引用頁の書き方は， 1頁のみのときはIJ. (!j、

文字のEの後にビリオi勺，複数ページのときは

pp.(小文字のppの後にピリオド)，引用筒所が限

定できないときは総ベージ数をPp. (大文字のp

と小文字のEの後にピリオめとして記載する.

① 著書

著者名(西暦発行年) 明書名版数(必要な場

合L発行氏発行地(欧文の場合).始]{一終賞.

{伊tl)

1)福留強，古市勝也 (2∞5) 資料と図でみる生

涯学習.日常出版，東京， p.180. 

2) Loring B. Rowell (1事93) : HUMAN 

CARDlOV ASCULAR CONTROL. Oxford 

University Press， New York， p.28. 

② 編集番・駿修番

執筆者名(西瞬発行年):章名，編集者名繍七

番名.発行所，発行地(欧文の場合)，始 頁 終

真

(伊U)

1)藤島和孝(J鈎3)調現代生活における健康と運

動，九州大学健康科学センター{編L健康と運動

の科学，大修館著書庇即.30-31.

2) Willia由 sC (1宮官4)胴 Dietand sports 

perfo問団nce，In Ha打 i関 紙 甲Vil1iamsC， Stanish 

WD， Micheli LJ (eds). Oxford textbook of sports 

medicine. Oxford University Press， Oxford. 

pp65串2

71 

③ 翻 訳 書

カタカナ著者名(翻訳者名川西暦発行年):書名.

発行所，始頁終頁.。京著者名{発行年ド願書

名，発行所，発行地ト

(例)

1)アレッ lJスF'ロッシュ，スティーブンB'ハ
イムズフィールド，ティモシィ G.ローマン編集

(小宮秀一蹴訳)(2001):身体組成研究の慕礎と

応JIj.大修館書j吉.pIJ.146-pp.148. 

(Alex F. Roche. Steven B. Hey出 sfield，

Timo出vG吻 Lohman(1倒的:HUMAN BODY 

COMPOSITION. Human Klnetlcs Publishers， 

Inc.. Quebec.) 

(10) 提出原稿と電子媒体は， A4版の封筒に入札封

衡の表に原稿の種類，表題，著者名，連絡責任者，

原稿の木文枚数(引用文献を含む).劉の枚数.誌

の枚数，別制り希裏部数を記入する

(ll) 初校と第二校の校正は，著者によって行われ，編

集委員会の指定した期日内に終えなければならない.

第三校の校正は編集委員会が行う 校正による大幅

な原稿の修正はみとめない.

附則

平成均年11月22日 一部改正

平成21年同月21日 部改正



事霊轟 f轟龍

スポーツ学部研究紀要第5号をお届けします.本号には原著論文2編，実践的研究3綴，

調査研究資料6編を掲載しました 本号にはg 若手研究者からの研究成果が多く寄せられて

います.今後の研究発展が期待されます.本紀聖書は，スポーツ学部としての単独発行は最後

となります.今後比九州共立大学の紀要として他学部と共同発行になります.今後ともよ

ろしくお騒い致します

編集委員

布市勝也{委員長}

露間純 史

島屋八生

長谷)11 fl申

平成23年3月30日 印刷

平成23年3月31H 発行

発行者 宇野美津夫

編集者 台市勝 也

発行所 九州共立大学スポーツ学部

平昌07-8585北九州市八幡西区自由ヶ丘1-8
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印刷所 有限会社秀文社印覇IJ
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